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序

平瀬遺跡は松本市北西部の島内地区に位置します。本遺跡は埋蔵文化財の包蔵地として知られており、平

成 8年に第 1次調査が行われています。

このたび当地に国道 147号線のバイパス築造が計画されたため、松本市では松本建設事務所から発掘調査

の委託を受け、埋蔵文化財を記録する目的で緊急発掘調査を実施することとなりました。

発掘調査は市教育委員会によって平成10年 6月 29日 から平成11年 1月 25日 にかけて行われました。長期

にわたる調査となりましたが関係の皆様のご尽力により無事終了することができました。発掘調査の結果、古

墳時代から中世にかけての集落址を発見することができました。これは、今後地域の歴史解明に大変役立つ

資料になることと思われます。

しかしながら、開発事業に先立って行われる発掘調査は、記録保存という遺跡の破壊を前提とする側面が

あることも事実です。開発により私たちの生活が豊かになる一方、それにともない歴史遺産が失われてしま

うのは残念なことですが、発掘調査により当時の生活が明らかとなり、私たちの郷土松本が歩んできた歴史

が一つずつでも解き明かされることは大変貴重なことだと考えます。

最後になりましたが、発掘調査に多大なご理解とご協力をいただいた松本建設事務所の皆様、地元関係者

の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成12年 3月

松本市教育委員会 教育長 竹 淵 公 章



例  言

1 本書は、平成 10年 6月 29日 から平成 11年 1月 25日 にかけておこなわれた、松本市大字島内7214番地他に所在

する平瀬遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査は長野県松本建設事務所が一般国道147号線高家バイパス及び新島橋を建設するのに伴って松本市教育委

員会がおこなったものである。

3 本遺跡は平成 8年度、 9年度に第 1次の発掘調査を行っているため、今回を第 2次調査とした。またその中で調

査日程が 3期 に分かれており、それぞれ 2次 A、 2次 B、 2次 Cと した。なお遺構番号は先の調査の連番としてい

る。

4 本書の執筆分担は次の通りである。
第 1章 :事務局

第 2章第 1節 :森 義直

第 3章第 3節 :澤柳秀利、荒木 龍、太田圭郁、竹原 学

第 4章第 2節 :パ リノ サーヴェイ株式会社

上記以外 :澤柳秀利

5 本書の作成 0編集にあたっての作業分担は次の通りである。
遺物洗浄接合 :五十嵐周子、内澤紀代子、百瀬二三子

土器・陶磁器実測 :竹内直美、竹平悦子、松尾明恵、横山真理

土器・陶磁器 トレース :開嶋八重子、櫻井 了

石器実測 :大田圭郁、加島泰祐、堀 久士

石器 トレース :大田圭郁

金属製品保存処理 :洞澤文江

金属製品実測 :洞澤文江

金属製品トレース :洞澤文江

自然遺物分析 :森 義直、パリノサーヴェイ株式会社

遺構図調整・整理 :石合英子、林 和子、加島泰祐、堀 久士

遺構図トレース :開嶋八重子、櫻井 了

図版組み :石合英子、澤柳秀利、林 和子、加島泰祐、堀 久士

写真撮影 :(現場写真)荒木 龍、稲川大輔、大田圭郁、澤柳秀利

(遺物写真)宮嶋洋一

(航空写真)エアーテック

総括・編集 :澤柳秀利

6 本書の中で使用した遺構名の呼称は次の通りである。
第 1号住居址→ 1住 第 1号掘立柱建物址→ 1建 第 1号土坑→ 1土 第 1号ピット→ Pl

第 1号竪穴
'大

遺構→ 1竪 第 1号溝址→ 1溝 第 1号流路址→流路 1 第 1号土器集中域→土集 1

第 1号石列→石列 1

遺物包含層調査におけるグリッド番号の呼称は、そのグリッド北東隅の座標を用いている。

7 土器・陶磁器の実測図において断面図の白抜きは土師器で、(古)は古墳時代土器を表わす。スミ塗りは須恵器、

陶器、磁器で、 (緑)は緑釉陶器、 (青)は青磁、 (白)は白磁、 (青白)は青白磁、 (須)は須恵器、 (陶)は陶器を

表わし、表示のないものは灰釉陶器である。

8 本遺跡の調査及び本書の執筆・作成にあたって次の方々のご教示、ご協力をいただいた。記して感謝申し上げる。

大久保知己、倉澤正幸、佐々木明、佐野 元、西沢寿晃、野村一寿

9 本調査における出土遺物及び現場で作成した測量図、写真等の諸記録は松本市教育委員会が管理し、松本市立考

古博物館に保管・収蔵されている。 (松本市立考古博物館 〒390-0823長野県松本市大字中山3738番地 1

TEL 0263… 86-4710)
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第 1章 調査の経緯

1 調査に至 る経緯
平成 10年 4月 17日 松本建設事務所において試掘調査、本調査の日程調整

5月 27日

～ 6月 2日 道路予定地のうち、南東部分について試掘調査を実施。遺物を確認する。

6月 9日 松本建設事務所と保護協議。道路部分のうち、新島橋橋梁建設部分、本線南東部分に
ついて埋蔵文化財発掘調査を行い、記録保存を行うこととした。

6月 10日  道路予定地のうち、北西部分について再度試掘調査を実施。遺構・遺物の確認はなし。

6月 29日 松本建設事務所と発掘調査委託契約を締結。発掘調査を開始する。

2 調査体制

(1)調査団

調 査 団長 松本市教育長 守屋立秋(～ H10.6。 30)舟田智理(H10。7.1～ H10。 10。 15)竹淵公章 (H10。 11.1～ )

調査担当者 澤柳秀利、荒木龍、太田圭郁、稲川大輔 (松本市立考古博物館)
調 査 員 松尾明恵

協 力 者 麻和角弥、麻和一男、浅輪敬二、麻和元重、荒井留美子、飯田三男、五十嵐周子、石合英子、

石川三男、入山正男、内沢紀代子、太田万喜子、大月八十喜、岡村行夫、開島八重子、加島泰祐、

上條道代、菊池直哉、北坂実恵、久保田登子、窪田瑞恵、輿喜義、小松正子、近藤忠美、齋藤政雄、

清水陽子、鈴木幸子、諏訪部有紀、瀬古雅大、高橋登喜男、滝沢喜美代、竹平悦子、田崎真理、

田中一雄、鶴川登、中村恵子、中村地香子、中谷高志、中村自子、林和子、林武佐、廣田早和子、

藤井道明、二木一男、布野行雄、布山洋、洞澤文江、堀久士、堀内早苗、待井敏夫、丸山喜和子、

道浦久美子、宮坂ふみ、宮田美智子、村山牧枝、百瀬二三子、森山亮、矢崎寛子、山崎照友、

吉田勝、横山清、横山尚澄、横山喜治、横山真理、渡邊順子

(2)事務局

(平成10年度)

松本市教育委員会 木下雅文 (文化課長)、 熊谷康治 (文化課長補佐)、 村田正幸 (文化財担当係長)、 久保田剛、

近藤 潔、上条まゆみ

(平成11年度)

松本市教育委員会 木下雅文 (文化課長)、 熊谷康治 (文化課長補佐)、 松井敬治 (文化財担当係長)、 久保田剛、

武井義正、酒井まゆみ(旧姓上条)
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第 遺跡の環境

第 1節 平瀬遺跡の地形・ 地質
本平瀬遺跡は松本市の北西、城山から北へ延びる筑摩山地の西麓を洗って流れる奈良井川が、梓川と合流して犀川

となる地点のすぐ南側で、標高 575m前後の両河川にはさまれた氾濫原にある。

1 本遺跡 に直接関係 ある両河 JIIについて
梓川は松本盆地を形成した主河川で、源を北アルプス槍ケ岳に発し、南安曇郡島々付近を扇頂として南安曇・東筑

摩両郡にわたる広大な扇状地を形成している。扇状地形成後右岸に四段、左岸に三段の河岸段丘を形成した。右岸の

上位二面と左岸の一面にはローム層が載っているので、洪積世のものとみられ、それ以下は沖積世のものである。

本遺跡に直接関係のあるのは最下段の面であり、右岸でいえば波田町押出付近から広がる押出面、左岸でいえば梓

川村岩岡付近で代表される岩岡面である。本遺跡は岩岡面の一部と考えられ、現梓川の氾濫原にできた微高地 (後述)

である。

梓川は河況係数 (最少流量に対する最大流量の比)の極めて大きな河川、即ち荒れ川で、安曇ダムができるまでは、

しばしば氾濫を繰り返して流路が首を振り、有史以後においても新村付近から城山方向に向かって流れ、そこで奈良

井川と合流していた時期もあり、その址が現檸木川として残っている。

その後、中近世には洪水の記録が多く残っており、梓川村岩岡～豊科町上真々部付近でしばしば決壊し、西は上′島

羽～矢原を結ぶ線にまで達したこともある。

したがって、本遺跡付近は檸木川と上鳥羽γ矢原線のちょうど中間にあり、洪水の最危険地域ということができる。

奈良井川は源を木曽山脈駒ケ岳の北方に発して北流し、松本盆地に出てからは左岸に小曽部川・鎖川を、右岸に田

川、薄川、女鳥羽川を合流し、それらの河川の扇状地と合して洗馬付近を扇頂とする広大な扇状地を作 り、西は梓川

扇状地と接し、両岸にそれぞれ三段の河岸段丘を形成している。

奈良井川は、河況係数は大きいが梓川ほどの荒れ川ではなく、島立付近より北では常に西から梓川の影響を受けつ

つ宮渕付近で筑摩山地の西山麓を洗いながら北流している。

2 本遺跡の地形・地質の成因について
発掘地点は、両河川の合流点付近から奈良井川左岸に沿って、約 1。5k mほ どの長さに起伏を生じながら延びる自然

堤防の北端近くにある。自然堤防の成因は、河川によって運搬される土砂の体積は流速の 6乗に比例して増すので、逆

に流速が 1/2に減少すれば、運搬される土砂の体積は1/64に減少して急速に堆積が起こる。本遺跡は奈良井川に
対して梓川が約 45° の角度で合流 (衝突)しているので、両河川の洪水時には合流点の上流で、両河川にはさまれた

所では水がよどみ、勢いの強かった梓川の洪水により、奈良井川左岸沿いに北へ大量の土砂を堆積させ、自然堤防を

作りつつ流路が北へ移動し、現在に至ったものとみられる。即ち、梓川自身の作った自然堤防で流路が次第に変わっ

たことになり、今でも自然堤防に沿って西側に、梓川の流れた跡が凹地となっている。

同じことは、遺跡の下流 5。5km付近で、高瀬川と犀川が 180° 反対方向から衝突する合流点の上流側でも、土砂の堆

積がみられる。

自然堤防の形成時期ははっきりしないが、弥生時代末から古墳時代前期頃の大洪水で、それまで檸木川方向に流れ

ていた梓川の本流が、下流に向かって最短距離の方向に流路をとったことが認められる。なお、時代推定の根拠は、遺

跡付近に弥生時代の遺構がないこと・段丘の年代や地形の変遷・炭化物にコナラが減り、雑木が多いこと、などから

推定される。

3 自然堤防形成以後 について
本遺跡のA地区は尾根状に堆積した自然堤防の北の先端近くにあり、B地区はA地区の尾根筋付近に、一番広く発

掘したC地区は、尾根状堆積の東斜面で尾根筋に沿って南北方向に発掘され、地山は中程が船底状に低くなっている。

尾根状の自然堤防が形成されてから以後についてみると、洪水性堆積物は極めてふるい分けが悪く、堆積後細粒の

堆積物は雨水により洗い出されて凹地を埋め、その結果シルトや粘土などはレンズ状に重なって堆積した。このよう

な二次堆積物の上に古墳時代～平安時代の住居が作られ、引き続いて細粒堆積物の洗い出しは続いているため、古い

遺構は洗い出された堆積物で次第に埋没していった。

2章
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平安時代末頃の松本平一帯を襲った大洪水 (北は借馬遺跡・東は岡田町遺跡…を洪水層が覆っている)に より、A地

区付近から尾根状微高地を越え、B地区の大半を洪水による、ふるい分けの悪い砂礫が堆積した (第 1図の北壁参照)。

その後尾根筋からの洗い出しでシルト質がその上に堆積し、そこに中世の遺構が存在する。更に、このシル ト質を覆っ

て中・近世に起きた洪水で、ふるい分けの悪い砂礫がB地区とC地区の大半に堆積した。

現在の表土は、この洪水層の上に雨水で洗い出されたシルト質が堆積し風化したものである。なおB地区の南端は、

洪水の直撃を受けなかったらしく、平安時代住居址より上には、ふるい分けの悪い砂礫層はなく(第 1図の南壁参照)、

洪水時の濁り水か、以後の洗い出しによるとみられる細粒の堆積物が載っている。

表土

礫+灰色シルト
[中 0近世の洪水層]

灰色シルト

(褐色沈澱物斑点在)
[中世遺構存在]

礫+細砂+灰色シルト
(礫 :最大φ15cm)
[平安時代末の洪水層]

[平安時代遺構 ]
灰色シルトにFe203の

沈澱斑が′点在
灰褐色シルト

表土

灰褐色土
(灰色土+沈澱物の斑)
灰色土にFe203の沈澱物
の斑がわずかに入る

暗灰色土

[平安時代遺構面]

暗褐色土

黒褐色沈澱物の斑

灰色砂礫層
厚さの変化激しい

黄色シルト

師に影肛
褐色”い物諺
黄シ礫厚

第1図 平瀬遺跡Ⅱ 土層柱状断面 (西側 )

Jヒ昌圭 南壁
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第 2節 歴史的環境
島内地区は、現在の行政区画では松本市大字島内となっているが、近世以前は安曇郡、筑摩郡とその所属が変わっ

ているところで、両地区にまたがる地域であるといえる。

前節でも述べた通り、この地区の歴史を語る上で欠くことの出来ない要素として梓川と奈良井川(木曽川)の両河川が

ある。特に梓川は、古来より知られる暴れ川で、近代まで氾濫を繰り返してきている。そのため、島内地区の平地部

においては、集落は発達せず、遺跡はないと考えられてきた。しかし昭和 40年代以降、回場整備に先立つ発掘調査の

増大によって、次第に明らかになってきた。

縄文時代の遺跡は、この周辺ではほとんど確認されていない。奈良井川右岸の下平瀬地区でわずかに土器が採集さ

れている程度である。さらに東の丘陵部分である山田集落の周辺では、旧石器時代から縄文時代にかけての遺構・遺

物が確認されている。弥生時代になると、全く遺構・遺物の確認はされない。

古墳時代については、平瀬遺跡は該期の遺跡としては周知されていない。前回の第 1次調査において平安時代面の

100cm下 より確認された古墳時代の土器集中域は、この周囲に該期の集落が存在していたことを示しており、今回の調

査で住居址が確認できたことは、それを証明したといえる。奈良井川右岸の坂下(泣坂)古墳群に関連するのではないか

とも考えられるが、古墳自体の解明がされていない現在では断言できない。

奈良・平安時代の平瀬は、梓川と奈良井川の合流する部分、三角形の段丘上に広がる集落である。時期についても、

第 1次調査においては4軒の住居址が確認されただけで詳細は不明であったが、今回の調査によって、平安時代後半

の11～ 12世紀から12世紀以降の中世初頭鎌倉時代にかけて存続した集落であることが判明し、特に11～ 12世紀に

は最盛期を迎えていることが確認できた。平瀬の地名は、神奈川県の鎌倉文庫所蔵文書に、養和 2年(1182)に 源延とい

う僧が平瀬法住寺において『簡素要略』を書写したという記録がある(註 1)こ とから、古代末には存在したことがわか

る。またそれにより、法住寺という寺院が平瀬に存在していたことが明らかとなった。しかしその正確な位置、存続

期間は不明で、よって遺構もまた不明である。痕跡として周辺に寺村、寺畑等の小字名を残すのみであり、また、近

年まで経塚と思われる塚が存在しており、道路拡幅に際して破壊され、現在は位置も不明となっているが、その周辺

での青磁、白磁等の輸入陶磁器片、古瓦の出土が寺の存在を想起させるのみとなっている。

中世の平瀬は、先述の法住寺及び平瀬城の存在が大きな割合を占める。またこの地に居住した犬甘氏の一族平瀬氏

との関係を切り離して考えることはできない。とはいえ先述のように法住寺の実体は明らかでなく、鎌倉～室町時代、

13～ 15世紀の平瀬については文献もほとんどない:16世紀の記録では、その初頭に他の小宮、大甘嶋村とともに穂

高神社に奉仕していたことが知られる(註 2)。 中頃になると、隣国甲斐の戦国大名武田氏が信濃に侵攻し、府中(松本)

は天文 19年 (1550)に武田領となった。それにより信濃守護小笠原氏は没落したが、平瀬城の平瀬氏を含む一部家臣は

武田氏に抵抗していた。しかし翌年 10月 24日 、武田軍の攻撃を受けて平瀬城は落城し、城兵 204人が討ち取られた。

武田氏はすぐに平瀬城を改修して前線基地として使用し、2年後の天文22年 に破却している(註 3)。 平瀬城は、詰めの

城(山城)が奈良井川右岸山中に存在し、遺構を残している。しかし平地居館址は不明で、調査地の南、川合鶴宮神社境

内が比定されているが、周囲の試掘調査結果では遺構の確認はなく、これもまた詳細は不明である。

近世以降、島内地区は松本藩領となり、他の10ヶ 村とともに安曇郡成相組に属する。江戸時代後期の文化13年 (1816)、

新橋北の木曽川(奈良井川)か ら取り入れる灌漑用水、拾ヶ堰が開菫された。梓川左岸の安曇郡10ヶ 村の新田開発に供す

るもので、平瀬川西地籍内を現在も南東から北西へ流れ、豊科町・穂高町等の水田を潤している。

明治 7年 (1874)、 近世の周辺 1lヶ村は合併して南安曇郡島内村となる。同12年には東筑摩郡に編入され、昭和29年

に、他の東筑摩郡の村村とともに松本市と合併し、松本市大字島内となっている。

参考文献 :松本市  1993

註 1:信濃史料補遺巻上

註 2:信濃史料叢書二十四

註 3:武田史料集

『 松本市史 ―第四巻 旧市町村編Ⅲ― 』
念誦次第 天台  本云、養和二年三月一日、於信州平瀬法住寺、味岡御房奉受了、  源延廿七
簡素要略    養和三年三月十日、於信州平瀬法住寺、賜味岡御房御本書了、  源延十七
交了                        尊延

三宮穂高社御造営定日記 明応十年、永正四年、天文十八年、天文二十四年、永禄四年、永禄十年、
元亀四年、天正七年、天正十三年の条に記録がある。

高白斎記 天文二十年辛亥年。 (前略)十月大朔日乙卯節。(中略)十四日戊寅平瀬ヲ攻敗ル。敵二百
四人被為討取候。終日細雨。西刻ヨリ大雨。(中略)廿八日壬午午刻巳ノ方二向テ平瀬城割其上鍬立。

十一月小朔日乙酉。(中略)十 日甲午原美濃守平瀬二在城被仰付。(後略)

天文二十二年癸丑年。(前略)五月八日癸丑平瀬ノ城破却御覧、スグニ深志へ被納御馬 (後略)
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第2図 遺跡の位置と周辺遺跡

-9-



平

瀬

〆

な

タ
ゝ

.ゝ/tヽ   /
省  ヽ レレ′

‐
＼ /

く
て
t////′ 、

 ゝ/ ＼.

/ 
と
＼ジ

0

／
＼

＼

／
／
／

新島橋
アンカーレッジ部分

第3図 調査範囲

-10-

新島橋



第 3節 第 1次調査の概要

1 概要
平瀬遺跡の調査は、平成 8年度、 9年度に第 1次調査A、 Bが行われており、今回は第 2次の調査となった。本節

では第 1次調査についてその概要を記しておく9

第 1次調査A、 Bと もに新焼却プラントに伴う平瀬緑地建設に先立ち、A:平成 8年 5月 30日 から9月 3日、B:

平成 9年 6月 11日 から12日 に実施された。位置的には遺跡の北側隣接地 (当時は遺跡北側の隣接地、この調査結果

により遺跡の範囲は北へ広がることが明らかになった)の奈良井川左岸段丘上で、すぐ東側が段丘崖となっている場

所である。面積は延べ3,191」を測る。この部分では、現地表下70cmからは平安時代中期
～鎌倉時代の面 (2・ 1面 )

で、竪穴住居址・掘立柱建物址などの遺構が確認された。また平安～鎌倉面の下約 lmか らは古墳時代前～中期の土

器集中域が 2ケ所・流路址 1条がそれぞれ確認された(3面 )。 遺物も1・ 2面からは土師器
・須恵器などの土器の他、輸

入陶磁である白磁片も若干みられた。また特殊遺物として銅椀片、鋼製三尊仏像、布目瓦といった仏教関連遺物が出

土する遺構もみられた。これは、この辺りに存在したとされる法住寺が、文献上だけでなく、考古学上発見される可

能性があることを示す資料となりうるものであると考えた。また、島内地区では古墳時代の遺構 (古墳を除く)は発

見されていなかったが、3面で確認した 2ケ所の土器集中域及びその遺物は、この周辺に古墳時代前期末
～中期の集

落が存在したことを示唆するものであると考えた。

2 遺構
第 1次調査で検出した遺構のうち、平安～中世のものは竪穴住居址 4棟、掘立柱建物址 11棟、土坑41基、

ピット

380個、溝状遺構 10条で、古墳時代のものは土器集中域 2ケ所と、流路址 1条である。これらの遺構は、調査区の東

～北部分に集中して広がり、西側部分では、ほとんど遺構はみられず、密度は希薄となっている。

4棟の竪穴住居址のうち 1住、4住が中世I期に属するとみられ、2住、3住が古代 14～ 15期に想定されるため、

両者の間に時間的差はあまりないとみられる。 2住からは、鋼製三尊仏像、銅椀が出土している。

11棟の建物址のうち108010建 は総柱式で他は倶1柱式である。また1～ 4建は、内側に土坑を取込むものである。平

成 7年度に実施した試掘調査の際、 3建のP2底部から3/5程度残存する土師器皿が1点逆位で出土している。

土坑は多くみられた。これらのうち7・ 8・ 10・ 11土は建物址に取り込まれるものである。また1～ 6土は大型で、竪穴

'大
遺構ともいえるもので、底部は平坦である。

ピットは多くみられたが、建物址を構成するもの以外の用途は分からない。

溝状遺構は、用途を明らかにできるものはなかった。流路は、南から北
へ流れたと考えられ、第 2章第 1節で述べ

た弥生時代末～古墳時代前期にあったとされる梓川洪水の痕跡かもしれない。

2ケ所確認された土器集中域は、いずれも流路右岸で検出したもので、規模は大きくないが、古墳時代前期に属す

る甕類片を中心に多くの遺物出土がみられる。出土状況からみて、流れ込みなどの自然によるものではなく、人為的

に置かれたものと考えられる。いわゆる「水辺の祭祀」的なものではないだろうか。おそらく近傍に該期
の集落が存

在していたものと考える。出土遺物は2ケ所合わせて整理用テンバコで 3箱を数える。

調査区西側の空白地帯の理由は不明である。しかしその更に西側にあたる1次 B調査において、住居址他の遺構を

確認しているため、集落内においてこのエリアに何らかの規制が存在し、そのため遺構が少な
いと考える。

3 遺物
第 1次調査での遺物は、古墳時代の土器がテンバコ3箱、平安～中世の土器・陶磁器がテン

バコ5箱、特殊遺物と

して銅製三尊仏像 1体、銅椀、鉄製品若干が出土している。

古墳時代前期末 (4世紀末～ 5世紀)の土器は、3検の第1号及び第 2号土器集中域から出土している。多くは甕

片であり、纏まった形で出土している。接合できるものもあるが、多くは摩耗している。

平安～中世の遺物は、土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器がみられる。ほとんどが住居址等の遺構内から
の出土

である。白磁片も5点出土している。特殊遺物として鋼製三尊仏、銅椀、布目瓦といったものがみられ、いずれも住

居址内から出土している。平瀬の地に法住寺と呼ばれる寺院があったとされることは前述のとおりであるが、
これら

の遺物は、その存在を示唆するものと考える。
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第 土早3 調

第 1節 調査の概要

1 調査地
今回の調査地は松本市大字島内7214番地他の水田、住宅地である。平瀬遺跡は、前述のとおり平瀬緑地造成に伴う

第 1次調査が平成 8年、9年におこなわれており、今回が第 2次調査となる。遺跡内のうち国道の対象面積は6000ピ

で、そのうち試掘調査によって遺構の存在が確認された部分を中心に4255ぷについて調査を実施した。

2 調査方法
今回の調査は、道路本体工事の都合上3回に分けて行った。調査を行った順に2次 A、 2次 B、 2次 Cと した。そ

れぞれについて、2次 A調査は、新島橋橋梁アンカーレッジ部分、 2次 B調査は堰によって囲まれた水田で、橋梁ア

ンカーレッジ部分の残り及び国道本線の一部、2次 C調査は国道本線部分となる。調査にあたっては、重機を使用し

て整地層を除去している。2次 A調査区の中央に任意の基準点を設け、磁北を基軸として調査区内に3mの方眼を設

定し、測量を行った。また、2次 C調査については、平安時代の面的調査終了後に、重機によって再度掘り下げをし、

遺物包含層のグリッド調査を行った。調査区の区分及び略称は、2次A=A調査区 (A地区)、 2次 B=B調査区 (B

地区)、 2次 C=C調査区 (C地区)、 C調査区台上北地区 (C台上北区)、 C調査区台上南地区 (C台上南区)と した。

なお、全体図(北半部 :第 5図、南半部 :第 6図 )の N、 S、 E、 Wは方位を表し、数字は基準点からの距離を示して

いる。遺構番号は、第 1次調査の番号を継いでいる。

3 遺構
住居址76軒、土坑52基、ビット262個、建物址2棟、竪穴状遺構 3基、溝址4条、流路址2条、土器集中域 lヶ所、

石列17本。

住居址を含む多くの遺構が平安時代後期に属すると考えられるが、古墳時代中期及び中世に属する住居址も確認さ

れている。土坑はいくつかが墓址とみられるが、残りについては用途不明である。ピットは、掘立柱建物址を構成す

るもの以外についての用途は不明である。

4 遺物
古墳時代から平安時代、中世にかけての遺物が出土している。古墳時代の遺物は、土師器の高杯、小形丸底壺など

を中心に、38住、土集 3よ り出土がみられ、前期末から中期にかけての良好な資料となりうるものである。平安時代

以降の遺物は、土師器、黒色土器、灰釉陶器の杯、椀といった食膳具を中心に多量の出土がみられる。また緑釉陶器、

青磁、白磁といった高級陶磁器片も多く出土している。金属製品では銭貨の他、鋤
・鍬、鎌等の農具、また刀子、釘

が多量に出土している。特殊遺物としては布目瓦や博仏型を転用した石製硯といった寺院関連遺物、また用途不明の

海星型の石製品がみられる。
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第 2節 遺構

1 概観
現在まで島内地区では古墳時代の遺構、遺物はほとんど知られていなぃ。平瀬遺跡の、奈良井川を挟んで対岸の平

瀬川東地籍には坂下 (泣坂)古墳群・下平瀬権現堂古墳が、高松地籍には高松立石古墳が存在する(した)こ とが知られ

ているが、詳細については不明な点も多く、また集落址に至っては全く確認されていない。今回の調査及び第 1次調

査において、古墳時代前期から中期にかけての 3ヶ所の土器集中域、 1軒の竪穴住居址等を確認することができた。

平安時代になると、梓川の氾濫原を避けるように集落が形成されはじめ、当遺跡をはじめ北方、北中など多くの遺

跡が確認されている。また古代末には、法住寺がこの付近に建立されていたことが知られている。今回の調査では寺

院に直接関連する遺構は確認できず、一般的な集落址が検出され、竪穴住居址数は71軒にのぼる。この中には、博仏

の型を転用したものとみられる石製硯や布目瓦といった寺院関係遺物が出土している遺構もあり、近傍における寺院

の存在を想起させてはいる。

中世では、この地を領していた平瀬氏の館が存在していたとされるが、これもまた、今回の調査ではそれに関連す

ると思われる遺構の確認はできなかった。鎌倉時代に属すると考えられる竪穴住居址が 4軒、掘立柱建物址が 2棟、そ

の他竪穴状遺構といった遺構が検出されている。

なお、各遺構の規模については、第 1～ 5表の一覧表を参照していただきたい。

2 竪穴住居址 (第 7～ 22図、第 1表 )
第 5号住居址 (第 7図 )

A地区南部で検出した。ピットは 6個確認し、その内 Pl、 P3、 P4、 P5が主柱穴とみられる。カマドは確認できな

かった。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。覆土中に多くみられた

礫は、住居廃絶時に投げ込まれたものであろう。遺物は多くみられず、土師器杯 0皿、黒色土器椀、灰釉陶器椀等が

出土した。本址の時期は、古墳～中世の遺物が混在するため明らかにすることはできない。

第 6号住居址 (第 7図 )

A地区南部で検出した。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はよく残

存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は灰釉陶器椀等で出土量はあまり多くない。本址の時期は、平安～中世の遺物

が混在するため明らかにすることはできない。

第 7号住居址 (第 7図 )

A地区南端で検出した。西側及び南側は調査区外にかかる。ピットは 2個確認したがいずれも掘り込みは浅く、柱

穴とは考えない。カマドは不明である。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち

上がる。遺物は食膳具、貯蔵具ともに多くの出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 11期、10世紀後

半の平安時代中期に属すると考える。

第 8号住居址 (第 8図 )

A地区中央部で検出した。ピットは 7個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは南西隅の焼土範囲と

思われるが不明である。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土

師器杯・椀・盤 0皿、灰釉陶器椀・段皿がみられる。本址の時期は、遺物及び切り合い関係から判断して古代 14期、

11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 9号住居址 (第 8図 )

A地区西部で検出した。ピットは1個確認したが柱穴と判断できない。カマドは東壁北隅の焼土範囲を想定する。床

面は黄褐色砂質土であまり硬くなく、床下から土坑が3基確認された。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺

物は土師器皿・杯、黒色土器杯・椀、灰釉陶器椀・皿がみられ、また鉄製の鋤先が 1″点出土している。本址の時期は、

遺物及び切り合い関係から判断して古代 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 10号住居址 (第 7図 )

A地区中央部で検出した。ビットは 2個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは東倶1中央の突出部に

あったとみられるが不明である。床面は黄褐色砂質土であまり硬くなく、北東部に焼土、炭化物の広がりが見られる。

壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。覆土中に多く含まれる礫は、住居廃絶時に投げ込まれたものと考える。遺

物は土師器杯・椀等の食膳具を中心に多くの出土がみられた。本址の時期は、遺物及び切り合い関係から判断して古

代 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。
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第 11号住居址 (第 9図 )

A地区中央部で検出した。ピットは1個確認したが柱穴と判断できない。カマドは西壁中央より検出した粘土カマ

ドで、火床前面に焼土及び炭化物の広がりがみられる。床面は、東側中央付近に炭化物範囲がみられ、その壁際に食

込んで柱或いは壁材と思われる炭化材が出土している。さらに覆土下層からは焼土及び炭化物が多く含まれているこ

とから本址は焼失住居である可能性もある。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物としては土師器杯・甕・

羽釜、灰釉1陶器椀等がみられ、また特殊遺物として用途不明の海星形石製品が 1点出土している。本址の時期は、遺

物から判断して古代 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 12号住居址 (第 10図 )

A地区中央部で検出した。ピットは1個確認したが柱穴と判断できない。カマドは確認することはできなかった。床

面は黄褐色砂質土でやや硬い。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯・椀等食膳具のみである

が、 8010住に大きく切られながらも図化し得るものだけで33点 という多量の出土がみられた6本址の時期は、遺物

及び切り合い関係から判断して古代 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 13号住居址 (第 8図 )

A地区中央部で検出した。ピットは確認できなかった。カマドは西壁北隅の壁を削り込んだ石組粘土カマドでよく

残存しており、火床はよく被熱している。床面は小礫混じりの茶褐色砂質土で硬い。壁はよく残存し、やや緩やかに

立ち上がる。遺物は土師器杯・椀 0小型甕がみられ、またカマド内からは下部を欠失している土師器甕もみられる。本

址の時期は、遺物から判断して古代 10期、10世紀中頃の平安時代中期に属すると考える。

第 14号住居址 (第 9図 )

A地区東部で検出した。床面からピットを確認することはできなかった。柱穴は、本址を切るビットのうちP99・ 1290

130である可能性がある。カマドは西壁中央で確認した石組粘土カマドで、袖石はよく残存している。壁はあまり残存

せず緩やかに立ち上がる。覆土中に多くみられる礫は、住居廃絶時に投げ込まれたものと考える。遺物としては土師

器杯・椀、灰釉陶器椀等の食膳具を中心に多くの出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 9期、10世

紀前半の平安時代前期に属すると考える。

第 15号住居址 (第 9図 )

A地区東部で検出した。ピットは4個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは西壁中央で確認した石

組粘土カマドで袖石はよく残存している。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち

上がる。遺物は土師器杯、黒色土器椀等多くの出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 10期、10世紀

中頃の平安時代中期に属すると考える。

第 16号住居址 (第 11図 )

A地区北部で検出した。ピットは4個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは確認することはできな

かった。床下より土坑が2基確認されたが、用途は不明である。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は多

く、土師器杯、黒色土器椀、灰釉陶器椀等食膳具を中心に出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 10

期、10世紀中頃の平安時代中期に属すると考える。

第 17号住居址 (第 10図 )

A地区中央部で検出した。西側の大部分が調査区外にかかり、東側のカマド部分周辺のみを調査し得た。ピットは

確認できなかった。カマドは東壁中央で確認した石組粘土カマドで袖石はよく残存している。床面は黄褐色砂質土の

地山でやや硬く、南壁際がテラス状になっている。遺物は、カマド周辺部の出土のみながら図化し得るものだけで 16

点を数え、土師器皿 0小型甕、黒色土器椀・杯等がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 13～ 14期、11

世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 18号住居址 (第 10図 )

A地区中央部で検出した。壁はほとんど残存せずカマドの痕跡及び床面の範囲のみを確認したにとどまる。ピット

は 1個のみ確認されており、柱痕がみられることから柱穴であると考える。本址の時期は、遺物がほとんどみられな

いため不明である。

第 19号住居址 (第 11図 )

A地区北部で検出した。ピットは1個確認したのみで、柱穴と判断できない。カマドは確認できなかったが、床面

西壁際に炭化物の広がりがみられるため、この部分に存在した可能性はある。床面は黄褐色砂質土でやや硬く、床下

から土坑 2基を検出した。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土師器杯・椀・羽釜、黒色土器椀等多く

の出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 12期、11世紀前半の平安時代中期に属すると考える。
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第 20号住居址 (第 10図 )

A地区北部で検出した。ピットは6個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは西壁北隅から被熱した

石が纏まって出土したため判断したが、火床からは焼土が若干みられたのみで、残存状況は良好ではない。覆土に含

まれる礫は、住居廃絶時に投げ込んだものとみられる。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はよく残存し、や

や緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯・皿・羽釜、黒色土器椀等多くの出土がみられた。本址の時期は、遺物から

判断して古代 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 21号住居址 (第 11図 )

A地区北部で検出した。ピットは確認できなかった。カマドも確認することはできなかったが、床下土坑 1内の覆

土に焼土、炭化物が多く含まれるため、それがカマド残痕である可能性もある。床面は黄褐色砂質土であまり硬くな

い。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土師器杯・盤等食膳具を中心に多くの出土がみられ、これらは

古代 8期、11期 と2時期のものがみられた。このことから、本址は古代 11期、10世紀後半の平安時代中期に属する

と考えるが、それ以前に古代 8期、 9世紀後半の平安時代前期の遺構が存在していた可能性がある。

第 22号住居址 (第 12図 )

A地区北部で検出した。ピット、カマドは確認できなかった。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ちあがる。床面は黄

褐色砂質土であまり硬くなく、北西隅部分がテラス状になっている。また床下から遺物の出土がみられたため、床下

土坑として調査した。その結果土坑部分西壁中央にカマド址とみられる焼土範囲が確認されたことから、本址が貼る

住居址があった可能性を想定した。しかし時間的制約により詳細な調査をし得なかったため、今回はそのまま床下土

坑として扱うこととした。遺物は、覆土上層部分のものと床下土坑部分合わせて、図化し得るものだけでも土師器杯
。

甕、黒色土器杯・椀等27点がみられた。それらは、覆土の上下による時期の峻別はできなかったが、大きくは古代 8

期と9期の 2時期に分かれることがわかった。よって本址の時期は古代 9期、10世紀前半の平安時代前期に属し、下

層の床下土坑として扱った部分が古代 8期、 9世紀後半の平安時代前期の住居址であった可能性がある。

第 23号住居址 (第 11図 )

A地区南部で検出した。ピットは9個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは確認できなかった。床

面は黄褐色砂質土の地山で硬い。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は、食膳具、煮炊具、貯蔵具が揃っ

ており、図化し得るものだけで24点を数える。それらは、古代8期、11期 と2つの様相を呈しているが、本址の時期

は古代 8期、9世紀後半の平安時代前期に属すると考えられ、11期の遺物は後に混入したものとみられる。

第 24号住居址 (第 12図 )

A地区南部で検出した。床面のビットは18個確認できた。柱痕を確認できたものはないが、いくつかは柱穴であっ

たとみられる。また周囲に多くのビットが見られ、これらも本址に伴うものである可能性がある。カマドは確認され

ていない。床面は小礫混じりの暗褐色砂質土で硬く、叩き締められている。壁はほとんど残存しない。遺物は非常に

少ない。本址の性格は、隣接する25住を工房跡と考えた場合、その居住空間であると考えられる。本址の時期は、形

状から判断して中世 1期、13～ 14世紀の鎌倉時代に属すると考える。

第 25号住居址 (第 12図 )

A地区南部で検出した。床面からピットは確認できなかったが、周囲に多くのビットが見られ、これらが本址に伴

う可能性はある。カマドは確認できなかった。床面は小礫混じりの黄褐色砂質土で硬いが平坦ではなく、西側部分の

約 1/3が緩やかに落ち込む凹部になっている。底部はほぼ平坦であるが、中央部がやや高い。3方は住居壁となり、

ほぼ垂直に立ちあがる。本址壁は凹部分をのぞいてあまり残存せず、やや緩やかに立ち上がる。遺物はあまり多くな

いが、土師器器台、灰釉陶器椀等の他、中世陶器片、青白磁瓶片がみられ、覆土上層部からは皇宋通費、紹聖元賓各

1点が出土した。また東側床面部分の直上からは被熱した石が多く出土しており、その床面の小礫も被熱を受けてい

た。本址の性格について、今回は住居址として捉えたが、床面の状況等から考えると居住施設ではなく、何らかの工

房跡と考えた方がよいかもしれない。北に隣接する25住が、本址に関わる居住空間であると考えられる。本址の時期

は、遺物及び形状から判断して中世 1期、13～ 14世紀の鎌倉時代に属すると考える。

第 26号住居址 (第 13図 )

A地区北部で検出した。西側の一部が調査区外にかかる。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂質

土であまり硬くなく、また平坦ではない。床下からは土坑 2基が確認され、内部から遺物が出土している。壁はよく

残存し、緩やかに立ち上がる。遺物は、床下土坑のものを含め、土師器杯、黒色土器椀、灰釉陶器椀等食膳具を中心

に多くの出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 14期、11世紀後半の平安時代中期に属すると考える。
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第 27号住居址 (第 13図 )

A地区北部で検出した。ピットは 2個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドも確認できなかった。床

面は黄褐色砂質土の地山であまり硬くない。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物の量は少なく、土師器

椀他若干の出土があったにとどまる。本址の時期は、遺物から判断して古代 8期、 9世紀後半の平安時代前期に属す

ると考える。

第 28号住居址 (第 12図 )

A地区東部で検出した。東側のほとんどが調査区外にかかる。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色

砂質土であまり硬くない。壁はあまり残存せず、緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯、黒色土器椀等がみられた。本

址の時期は判然とせず、遺物から判断して古代 8期以降であるとしかわからない。

第 29号住居址 (第 13図 )

A地区東部で検出した。東側の一部は調査区外にかかる。ピットは 1個確認され、柱穴の可能性がある。カマドは

西壁北隅で確認された石組カマドで袖石もよく残存し、覆土下層に焼土を含んでいる。床面は黄褐色砂質土の地山で

やや硬い。壁はあまり残存せず、緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯・椀・甕、黒色土器椀等がみられる。本址の

時期は、遺物から判断して古代 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 30号住居址 (第 13図 )

A地区西部で検出した。西側の一部は調査区外にかかる。ピットは 1個確認したが、柱穴と判断できない。カマド

は確認できなかった。床面は黄褐色砂質土の地山でやや硬い。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土師

器杯等食膳具の他、完形の鉄製鋤先が 1点出土している。本址の時期は、遺物から判断して古代14期、11世紀後半の

平安時代後期に属すると考える。

第 31号住居址 (第 14図 )

A地区北部で検出した。西側の一部は調査区外にかかる。ピットは 1個確認し、柱穴であると考える。カマドは東

壁中央で検出した石組粘土カマドで、袖石の一部は失われている。床面は小礫混じりの暗褐色土で硬い。壁はよく残

存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土師器杯・椀等食膳具を中心に出土している。本址は36住を切り、35住に切ら

れるが、時期については、遺物から判断して古代10期、10世紀中頃の平安時代中期に属すると考える。よって切り合

い関係にある 35・ 36住 との時期差はほとんどないとみられる。

第 32号住居址 (第 13図 )

A地区北東部で検出した。東側の一部が調査区外にかかる。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂

質土の地山であまり硬くない。壁はあまり残存せず、やや緩やかに立ち上がる。遺物の出土量は少なく、土師器甕の

他若干の土器片が出土したのみである。本址の時期は、遺物から判断することはできず不明である。

第 33号住居址 (第 13図 )

A地区北東部で検出した。東側の一部が調査区外にかかる。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂

質土の地山であまり硬くない。壁はあまり残存せず、緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯・皿、黒色土器杯等食膳

具を中心に若千の出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して、古代 14～ 15期、11世紀後半～ 12世紀の平安

時代後期に属すると考える。

第 34号住居址 (第 14図 )

A地区南部で検出した。ピットは 6個確認され、その内 Pl・ P3° P4・ P6の 4個が柱穴であるとみられる。カマドは確認

できない。床面は暗黄褐色砂質土の地山であまり硬くない。壁はあまり残存せず、緩やかな立ち上がりである。遺物

もほとんどみられず、本址の時期を明らかにすることはできない。

第 35号住居址 (第 14図 )

A地区北部で検出した。ピットは4個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは不明である。東壁際に

ある焼土は、31住 カマドの残存部分であると考える。床面は小礫混じりの暗褐色土で硬い。壁はよく残存し、ほぼ垂

直に立ち上がる。遺物は多く、図化できるものだけで27点を数え、食膳具を中心に出土がみられる。本址は31036住

を切り、3軒の切り合いの中では一番新しいが、時期については遺物から判断すると古代10期、10世紀中頃の平安時

代中期に属するとみられ、切り合い関係にある31036住 との時期差はほとんどないと考える。

第 36号住居址 (第 14図 )

A地区北部で検出した。ピットは 3個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは不明である。床面は小

礫混じりの暗褐色土で硬い。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯、黒色土器杯等の食膳具を

中心に出土がみられる。本址の時期は、遺物から判断して古代 10期、10世紀中頃の平安時代中期に属すると考える。
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3軒の切り合いの中では一番古いが、時期的な差はほとんどない。

第 37号住居址 (第 14図 )

B地区北部で検出した。東側及び西側は調査区外にかかる。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂

質土の地山であまり硬くない。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物としては土師器杯・羽釜、黒色土器

椀、灰釉陶器皿・椀等がみられる。本址の時期は、遺物から判断して古代 11期、10世紀後半の平安時代中期に属する

と考える。

第 38号住居址 (第 15図 )

B地区中央部で検出した。東倶1と 西側は調査区外にかかる。覆土は黒褐色土で、この遺跡全般でみられる灰褐色土

の覆土を有さない。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ちあがる。床は黄褐色砂質土でやや軟弱である。ピットは 2個確

認したが、いずれも掘り方は浅く柱穴と断定できない。カマドは調査区外にあるとみられ不明である。また炉も確認

されない。遺物は床面直上から土師器高杯・壺・小形丸底壺等が出土している。本址の時期は、遺物から判断して 5

世紀前半の古墳時代中期に属すると考える。

第 39号住居址 (第 15図 )

B地区南端で検出した。西側及び南側の一部が調査区外にかかる。覆土内には5～ 20cm大の礫がみられ、住居廃絶

後投げ込まれたものとみられる。床は黄褐色砂質土でやや軟弱である。ピットは4個確認され、柱穴とみられる。壁

はよく残存し、ほぼ垂直に立ちあがる。カマドは調査区外にあるとみられ不明である。遺物の量は少なく、図化し得

るものはなかった。本址の時期は、遺物から判断できず不明である。

第 40号住居址 (第 15図 )

B地区南部で検出した。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂質土で非常に硬い。壁も39住覆土部

分より下部はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。出土遺物は中世土師器皿等の他、青磁瓶・椀・不明品が各 1点み

られる。本址の時期は、遺物の量が少ないので判然としないが、中世 1期、13世紀以降の鎌倉時代に属すると考える。

第 41号住居址 (第 15図 )

B地区南東隅で検出した。調査区東壁のセクションのみで確認した遺構であるが、西側壁及び南西隅を確認したた

め住居址と判断した。ピットは不明である。カマドは、西壁際で焼土が多量にみられるため、そこにあった可能性は

あるが、面的な調査を行っていないため不明である。壁は、残存部ではしっかりとした垂直な立ち上がりを確認した。

遺物の出土はみられなかったため時期は判然としないが、切り合い関係から判断して40住 より新しい時期、すなわち

中世 1期以降、13世紀以降の鎌倉時代に属すると考える。

第 42号住居址 (第 15図 )

B地区中央部で検出した。西側の大部分は調査区外 (水路下)にかかる。ピット、カマドは確認できない。床面は

黄褐色砂質土でやや硬い。壁の立ち上がりはあまり明瞭ではない。遺物は非常に少なく、本址の時期は不明である。

第 43号住居址 (第 15図 )

B地区中央部で検出した。西側の大部分は調査区外 (水路下)にかかる。ピットは 1個確認したが柱穴と判断でき

ない。カマドも確認できない。床面は黄褐色砂質土の地山でやや硬い。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ちあがる。遺

物は非常に少なく、図化し得たものは古墳時代の高杯が 1点のみであるが、本址に伴う遺物であるとは考えない。本

址の時期は不明である。

第 44号住居址 (第 15図 )

C地区南部で検出した。ピットは 7個確認したが、いずれも掘り方は浅く柱穴と判断できない。カマドも不明であ

る。床面は黄褐色砂質土の地山でやや硬く、南西部に焼土の広がりがみられる。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ちあ

がる。遺物は土師器杯・皿・盤、黒色土器杯、灰釉陶器椀等多量の出土がみられた。土師器のうち 1点には墨書もみ

られる。その他には高杯の脚部が 1点出土しているが、これは周囲の古墳時代の遺構からの流入品であると考える。本

址の時期は遺物の量の割に判然としないが、古代 9期、10世紀前半の平安時代前期に属すると考える。

第 45号住居址 (第 15図 )

C地区南部で検出した。ピット、カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂質土の地山でやや硬く、中央部に焼

土の広がりがみられる。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ちあがる。遺物の量はそれほど多くないが、食膳具、貯蔵具、

煮炊具が揃って出土している。本址の時期は、遺物から判断して古代 11期以降、10世紀後半以降の平安時代中期に属

すると考える。

第 47号住居址 (第 16図 )

C地区南部で検出した。ピットは3個確認したがいずれも柱穴と判断できない。カマドは東壁中央で確認した石組
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粘土カマドであるが、土坑に切られる。床面は黄褐色砂質土の地山でやや硬く、北東隅に周溝がみられる。壁はよく

残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器羽釜・小型甕、灰釉陶器皿・段皿がみられる。本址の時期は、遺物

から判断して古代 11～ 12期、10世紀末～ 11世紀初頭の平安時代中期に属すると考える。

第 48号住居址 (第 16図 )

C地区南部で検出した。西側の一部が調査区外 (水路下)にかかる。ピットは1個確認し、柱穴と考える。カマド

は確認できない。床面はほとんどが11溝に切られて残存しないが、黄褐色砂質土の地山でやや硬い。壁はあまり残存

せず、やや緩やかに立ち上がる。遺物は少なく、図化し得るものはない。本址の時期は、遺物から判断できず不明で

ある。

第 49号住居址 (第 16図 )

C地区南部で検出した。西側の一部が調査区外 (水路下)にかかる。ピットは2個確認したがいずれも柱穴と判断

できない。カマドも確認できなかった。その他の施設は床下土坑が 2基、北及び東壁沿いに周溝がみられる。床面は

黄褐色砂質土地山でやや硬い。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯・皿、灰釉陶器椀がみら

れる。本址の時期は、遺物から判断して古代 15期、12世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 50号住居址 (第 16図 )

C地区南部で検出した。ピットは3個確認したがいずれも柱穴と判断できない。カマドは東壁中央で確認した石組

粘土カマドであるが残存状況は良好ではない。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はあまり残存せずやや緩や

かに立ち上がる。遺物は土師器杯・椀・盤、灰釉陶器椀・皿等がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 13

期、11世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 51号住居址 (第 16図 )

C地区南部で検出した。北東部は調査区外にかかる。床面で確認したピットは3個で、いずれも柱穴と断定するこ

とはできない。このうちP3の内部から焼土、鉄滓が出土しており、また本址内からは砥石、フイゴ羽口が出土してい

ることから、 P3は鍛冶炉とみられる。カマドは調査区外にあるとみられ不明である。床面は65住の覆土であり、あ

まり硬くない。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ちあがる。なお、床下で検出した65住 は、本址に先行する住居址の可

能性がある。遺物として土師器杯、灰釉陶器広口壺 0短頚壺等がみられる。本址の時期は遺物から判断して古代14期、

11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 52号住居址 (第 17図 )

C地区南部で検出した。本址内を南から北へ流れる農業用水路が切るため検出は困難であった。ピットは14個確認

したがいずれも柱穴と判断できない。カマドは東壁北隅の壁を削り込んだ石組粘土カマドで袖石もよく残存する。床

面は暗褐色粘質土であまり硬くない。壁は比較的よく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯・盤、黒色

土器椀、灰釉陶器壺等が出土し、また青白磁瓶が 1点みられた。本址の時期は、遺物から判断して古代13～ 15期、11

世紀後半～ 12世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 53号住居址 (第 16図 )

C地区南部で検出した。西側は調査区外にかかる。本址内からはビット、カマドを検出することはできなかった。床

面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はやや緩やかに立ち上がる。遺物として土師器椀等食膳具が数点みられる。本

址の時期は、遺物から判断して古代 12～ 14期、11世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 54号住居址 (第 18図 )

C地区南部で検出した。北東部は調査区外にかかる。ピットは 1個確認したが柱穴と判断できない。カマドは確認

できない。床面は黄褐色砂質土でやや硬い。壁は比較的よく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物はそれほど多く

はないが食膳具、貯蔵具、煮炊具が確認された。本址の時期は、遺物から判断して古代15期、12世紀の平安時代後期

に属すると考える。

第 55号住居址 (第 17図 )

C地区南部で検出した。ピット、カマドは確認できない。床面は小礫混じりの暗褐色粘質土で硬い。壁はよく残存

し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器椀、黒色土器椀等食膳具を中心に出土がみられた。本址の性格について、

今回は住居址として扱ったが、規模・形状から判断すれば竪穴状遺構とすべきものかも知れない。時期については、遺

物から判断して古代 12期、11世紀前半の平安時代中期に属すると考える。

第 56号住居址 (第 18図 )

C地区南部で検出した。北西部は調査区外にかかる。ピットは 8個確認したがいずれも柱穴と判断できない。カマ

ドは不明である。床面は黄褐色砂質土でやや硬い。壁は比較的よく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土師器杯・
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椀、灰釉陶器椀といった食膳具を中心に出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 15期、12世紀の平安

時代後期に属すると考える。

第 57号住居址 (第 18図 )

C地区南部で検出した。ピットは 6個確認したがいずれも柱穴と判断できない。カマドは不明である。東壁の北隅

に若干の焼土、炭化物範囲を確認したため調査したが、痕跡を明らかにすることはできなかった。床面は小礫混じり

の暗褐色土で硬く、床下から土坑を検出した。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器杯・椀「皿、

黒色土器杯・椀、灰釉陶器椀等食膳具が多く出土している。本址の時期は、遺物から判断して古代 14期、11世紀後半

の平安時代後期に属すると考える。なお本址は、76住の上面にあたる部分で検出されていること、また西側部分が水

路のため未調査であったことから考えると、76住の覆土上層部分である可能性もある。

第 58号住居址 (第 18図 )

C地区南部で検出した。54・ 56住の調査中、床面と思しき面を確認したが、54056住の覆土の変化と捉えて調査を

した。しかし両住居址の土層確認の際、それが上面に存在した住居址の床面であったことが判明したため、58住とし

た。そのため、本址の規模・形状については全く明らかにできず、またピット、カマドも確認できない。床面は暗灰

褐色土で硬い。本址床面直上まで表土が載るため、壁もほとんど残存しない。遺物の量も少なく、本址の時期は不明

である。

第 60号住居址 (第 18図 )

C地区南部で検出した。ピットは7個確認したがいずれも柱穴と判断できない。カマドは西壁北隅の石組粘土カマ

ドであるが、袖石の多くは失われている。床面は黄褐色砂質土でやや硬い。壁は比較的よく残存し、ほぼ垂直に立ち

上がる。遺物は土師器杯・椀・羽釜・甕、黒色土器椀、灰釉陶器椀がみられ、食膳具、煮炊具、貯蔵具が揃っている。

本址の時期は、遺物から判断して古代 15期、12世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 61号住居址 (第 19図 )

C地区南部で検出した。ピットは11個確認された。このうち P2、 P6、 P8が主柱穴とみられ、P8の底から石が確認

された。カマドは確認できなかった。床面は黄褐色砂質土でやや硬い。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺

物は土師器杯・椀・盤、黒色土器椀等の食膳具を中心に出土がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 9期、

10世紀前半の平安時代前期に属すると考える。

第 62号住居址

欠番とした。後に79住 として扱っている。

第 63号住居址 (第 19図 )

C地区南部で検出した。ピットは33個確認され、P13° P14° P15は柱穴とみられる。カマドは東壁北隅で確認された

粘土カマドである。床面は黄褐色砂質土でやや硬い。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物はあまりみられ

ない。本址の時期は不明である。

第 64号住居址 (第 18図 )

C地区南部で検出した。ピットは 1個確認したのみで、柱穴と判断できない。カマドは不明である。床面は黄褐色

砂質土でやや硬い。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物の量は少なく、本址の時期は不明である。

第 65号住居址 (第 19図 )

C地区南部で検出した。北東部は調査区外にかかる。ピットは2個確認したが、いずれも柱穴と判断できない。カ

マドも確認できなかった。床面は黄褐色砂質土でやや硬い。本址を貼る51住は、本址を拡張したものである可能性が

ある。遺物は少なく、土師器杯等が若干出土したにとどまる。本址の時期は判然とせず、切り合い関係から判断して

古代 14期以前であるとしかわからない。

第 66号住居址 (第 16図 )

C地区南部で検出した。ほとんどが調査区外であるため、住居内施設の確認はできない。床面は黄褐色土の地山で

硬いこと、壁もほぼ垂直にしっかりと立ち上がることから、本址を住居址と判断した。遺物は図化し得るものはみら

れなかったが、若干の出土はみられた。本址の時期は判然としないが、切り合い関係から判断して古代13期以降、11

世紀後半以降の平安時代後期に属すると考える。

第 67号住居址 (第 20図 )

C地区南部で検出した。ピットは2個確認したがいずれも柱穴と断定できない。壁はほぼ垂直に立ちあがる。カマ

ドははっきりしないが、西壁中央から焼土・炭化物がみられたため、この部分がカマドの痕跡である可能性がある。壁

はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土師器杯・盤、黒色土器椀、灰釉陶器段皿等がみられる。本址の時期
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は、遺物から判断して古代 13～ 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第 68号住居址 (第 19図 )

C地区南部で検出した。ピットは4イ固確認し、このうちP4は柱穴とみられる。カマドは確認できなかった。床面は

黄褐色砂質土でやや硬い。壁はあまり残存せず緩やかに立ち上がる。遺物量は少なく、土師器杯等若干の出土がみら

れたにとどまる。本址の時期は遺物が少ないため不明である。

第 69号住居址 (第 21図 )

C地区中央部で検出した。ピットは 3個確認されたが、いずれも柱穴と判断できない。カマドは東壁ゴヒ隅で検出し

た石組粘土カマドで、残存状況は良好である。床面は茶褐色粘質土の地山で硬い。壁はよく残存し、垂直に立ち上が

る。遺物は土師器甕・椀、黒色土器杯等が出土した。本址の時期は判然としないが、遺物から判断して古代の11～ 15

期、10世紀後半～ 12世紀の平安時代後半期に収まると考える。

第 73号住居址 (第 20図 )

C地区南部で検出した。遺構自体の残存部分が少なく、ビットは確認できなかった。カマドは東壁中央で検出した

石組粘土カマドで、天丼石の一部も残存し、良好な状態である。床面は黄褐色砂質土で硬い。壁はよく残存し、ほぼ

垂直に立ち上がる。遺物はカマド周辺を中心に多く出土し、食膳具、貯蔵具、煮炊具が揃ってみられる。本址の時期

は遺物から判断して古代 11～ 12期、10世紀後半～ 11世紀前半の平安時代中期に属すると考える。

第 74号住居址 (第 20図 )

C地区南部で検出した。遺構自体の残存部分が少なく、ビット、カマドは確認できなかった。壁はよく残存し、lほ

ぼ垂直に立ち上がる。遺物の量は少ない。本址の時期は判然としないが、遺物から判断して古代 11～ 12期、10世紀

後半～ 11世紀前半の平安時代中期に属すると考える。

第 75号住居址 (第 20図 )

C地区南部で検出した。遺構自体の残存部分が少なく、ビット、カマドは確認できなかった。壁はよく残存し、ほ

ぼ垂直に立ち上がる。遺物は少なく、土師器椀等若干の出土をみたのみである。本址の時期は判然とせず、遺物から

判断して古代 8期以降であるとしかわからない。

第 76号住居址 (第 20図 )

C地区南部で検出した。ピットは 5個確認したがいずれも柱穴と断定できない。カマドは西壁南寄りで検出した石

組粘土カマドで、上面は廃棄に伴う投石によって壊されていたが、袖石はよく残存していた。床面は黄褐色砂質土で

硬い。壁はあまり残存せず、やや緩やかに立ち上がる。遺物は土師器皿・椀、黒色土器椀、灰釉陶器椀等が出土した。

本址の時期は、遺物から判断して古代 14期、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。上面で検出した57住 は、

本址の上層覆土である可能性がある。

第 77号住居址 (第 19図 )

C地区南部で検出した。63住に切られ、ほとんど残存しないため、柱穴、カマドは不明である。床面は黄褐色砂質

土でやや硬い。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物量も少なく、土師器皿等若干の出土をみたのみである。

本址の時期は、遺物から判断できず不明である。

第 78号住居址 (第 18図 )

C地区南東部で検出した。ピットは 5個確認したがいずれも柱穴と断定できない。カマドは確認できない。床面は

黄褐色砂質土でやや硬い。壁はよく残存し、垂直に立ち上がる。遺物量は少なく、食膳具の土師器椀等若干量が出土

したにとどまる。本址の時期は、遺物から判断して古代 15期、12世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 79号住居址 (第 21図 )

C地区南部で検出した。当初は62住 として掘り下げたが不明瞭のため一旦欠番としたものが後に住居址であること

が判明したもので、本来ならば62住 とするところであるが、整理の都合上 79住 とした。ピットは床面では確認でき

なかった。カマドは西壁中央で確認した石組粘土カマドで、袖石はかなり崩れている。床面全体に焼土・炭化物が散

乱し、中央部付近では炭化材がみられることから本址は焼失住居であると考える。壁はよく残存し、ほぼ垂直に立ち

上がる。遺物は土師器杯・盤、黒色土器椀、灰釉陶器椀等がみられた。本址の時期は、遺物から判断して古代 15期、

12世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 80号住居址 (第 21図 )

C地区南部で検出した。ピットは 7個確認したがいずれも柱穴と断定できない。カマドは西壁中央部で確認したが、

火床が残存するのみで良好ではない。床面は黄褐色砂質土であまり硬くない。壁はよく残存し、やや緩やかに立ち上

がる。遺物は土師器杯・椀・元、黒色土器椀、灰釉陶器椀等食膳具を中心に、図化できるものだけで27点 を数える。
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本址の時期は、遺物から判断して古代 14～ 15期、11世紀後半～ 12世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 81号住居址 (第 22図 )

C台上北区、遺構確認トレンチによって確認した。北側の一部が調査区外にかかる。ピットは 2個確認したがいず

れも柱穴と判断できない。カマドは確認できない。床面は砂礫混じり黄褐色土で硬い。壁はほとんど残存しない。出

土遺物は非常に少ないため、本址の時期は不明である。

第 82号住居址 (第 22図 )

C台上北区、遺構確認トレンチによって確認した。東側の一部は調査区外にかかる。ピット、カマドは確認できな

い。床面は砂礫混じり黄褐色土で硬い。壁はほとんど残存しない。出土遺物は非常に少ないため、本址の時期は不明

である。

第 83号住居址 (第 22図 )

C台上北区で確認した。東側の一部が撹乱により失われている。ピット、カマドは確認できない。床面は砂礫混じ

り黄褐色土で硬い。壁はほとんど残存しない。出土遺物は非常に少ないため、本址の時期は不明である。

第 84号住居址 (第 22図 )

C台上北区で確認した。ピットは 5個確認したがいずれも柱穴とは考えない。カマドは確認できない。床面は砂礫

混じり黄褐色土で硬い。壁はほとんど残存しない。遺物としては土師器杯等がみられ、また白磁不明品底部が 1点出

土している。本址の時期は、遺物から判断して古代 14～ 15期、11世紀後半～12世紀の平安時代後期に属すると考え

る。

第 85号住居址 (第 22図 )

C台上北区北端で確認した。北側及び東倶1の一部が調査区外にかかる。ピットは 6個確認したがいずれも柱穴とは

考えない。カマドは確認できない。床面は砂礫混じり黄褐色土で硬い。壁はほとんど残存しない。出土遺物は非常に

少ないため、本址の時期は不明である。

第 86号住居址 (第 22図 )

C台上北区、遺構確認トレンチによって確認した。ピットは 6個確認したがいずれも柱穴とは考えない。カマドは

確認できない。床面は砂礫混じり黄褐色土で硬い。壁はほとんど残存しない。出土遺物は非常に少ないため、本址の

時期は不明である。

3 掘立柱建物址 (第 23図、第 2表 )
第 12号掘立柱建物址 (第 23図 )

A地区南端で検出した。南側の一部は調査区外にかかるため、全体の規模は不明である。黄褐色砂質土の地山を掘

り込む。切り合い関係は 7住を切る。東西 2間乃至 3間 ×南北 1間以上の総柱式建物址である。柱痕はPlのみから検

出された。遺物の出土はみられないため本址の時期は判然としないが、形状及び切り合い関係から中世 1期、13世紀

の鎌倉時代に属すると思われる。

第 13号掘立柱建物址 (第 23図 )

A地区西部で検出した。黄褐色砂質土の地山を掘り込む。他遺構との切り合い関係はない。東西、南北ともに 1間

四方の、内側に土坑を取込む側柱式の建物址である。柱痕はいずれのビットからも検出されない。ピット、土坑とも

に遺物の出土はみられないため、本址の時期は判然としないが、形状等から中世 2期、14世紀以降の室町時代に属す

ると思われる。

4 土坑  (第 24・ 25図、第 5表 )
今回の調査では52基の土坑を検出した。しかし、用途、時期の判明できるものは少なく、また遺物の出土も少ない。

ここでは、遺物を伴うもの、用途について考えうるものの数個について述べていきたい。

第42号土坑 (第 24図 )

A地区西部で検出した。他遺構との切り合い関係はない。平面形は円形である。本址は13建の4個のビットに囲ま

れていることから、13建に伴う土坑である可能性がある。遺物の出土はみられなかった。本址の時期は、13建に伴う

ものであれば中世2期、14世紀以降の室町時代に属すると考えてよいだろう。

第44号土坑 (第 24図 )

A地区中央部で検出した。黄褐色砂質土の地山を掘り込む。他遺構との切り合い関係はない。覆土中より骨粉が若

干出土している。人骨の残存状況はあまり良好ではなく、ほとんど風化しつつある。残存部位として確認できるのは
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上肢骨のみで、出土状態から横臥屈葬で土葬にされていたとみられる。被葬者の年齢および性別は不明である。遺物

として鉄製小刀が 1点出土しており、副葬品であると考えられる。本址の時期については遺物が少ないため詳細は不

明であるが、覆土より中世 1期、13世紀の鎌倉時代に属すると考える。

第 54号土坑 (第 24図 )

B地区北部で検出した。他遺構との切り合い関係は37住 を切る。平面形は長円形で、黄褐色砂質土の地山を掘り込

む。遺物量は少ないが、特殊遺物として、裏面に三尊仏の彫刻を持つ石製硯 (石
-79)が 1点出土している。時期は

遺物のみから判断できないが、覆土の状況及び切り合い関係から中世 1期、鎌倉時代以降に属すると考える。

第 58号土坑 (第 24図 )

B地区東部で検出した。他遺構との切り合い関係は38住 を切る。平面形は長円形で、黄褐色砂質土の地山を掘り込

む。川原石を数段積んであったようであるが、上段は耕作などによって失われ、底部の2段のみ残存している。石に

よって囲まれた部分の規模は長軸 90 cm、 短軸 60 cmで、底部は黄褐色砂質土で三和土状に叩き締められて
いる。その

下層からは人工的な構築はみられず、また遺物の出土はなかった。本址の性格については、墓址であるとみられるが

明確ではない。時期についても、古墳時代及び中世に類似したものがあるが、本址は伴出遺物がな
いため時期を特定

することは難しい。

5 ビッ ト
今回の調査では262個のビットを検出した。

.し
かし、建物址を構成するものの他は用途、時期の判明できるものは

少ない。またいくつかからは遺物の出土がみられたものの、意図的に埋設したという感じを受けるものはなく、用途

を明らかにはできない。

6 竪穴状遺構  (第 23図、第 3表 )
第 1号竪穴状遺構

A地区東部で検出した。黄褐色砂質土の地山を掘り込み、床面は平坦で硬い。ピット等の施設はみられない。壁は

よく残存し、やや緩やかに立ち上がる。西側の覆土中に多量の礫がみられ、これらは投げ込まれたものと考える。遺

物は須恵器壺が 1点出土したのみである。本址の時期、用途は不明である。

第 2号竪穴状遺構

A地区東部で検出した。黄褐色砂質土の地山を掘り込み、床面は平坦で硬い。ピット等の施設はみられない。壁は

よく残存し、やや緩やかに立ち上がる。遺物は灰釉陶器長頚壺が 1点出土したのみである。本址の時期は遺物から判

断して 7期以降、すなわち 9世紀後半以降であるとしかわからない。また用途は不明である。

第 3号竪穴状遺構

C地区南部で検出した。黄褐色砂質土の地山を掘り込み、床面は平坦で硬い。ピットが 1個検出されたため、当初

は住居址である可能性も考えたが、形状及び規模から竪穴状遺構とした。遺物は土師器杯
・椀、灰釉陶器皿がみられ

た。本址の時期は、遺物から判断して古代 7期以降、すなわち 9世紀後半以降であるとしかわからない。また用途は

不明である。

7 溝址・流路址  (第 25図、第 4表 )
第 11号溝址 (第 25図 )

C地区南東部用水堰東で検出した。48住、49住を切る。12溝 と同一のものである可能性がある。幅は概ね50cm前

後で一定しており、両岸とも壁は硬いことから人工の溝と考える。覆土は暗灰褐色砂質土の単層で、底部付近に 5～

10 cm大の礫を含む。これらの礫は自然礫であるとみられるが、人為的に投げ込まれたものである可能性が高
い。用途

については特定できないが、流水痕がみられないことから、区画溝等であった可能性はある。遺物としては土師器杯
・

椀等が混入している。本址の時期は判然としないが、12溝 と同一のものである可能性があることから、古代 14～ 15

期、11～ 12世紀の平安時代後期に属すると考える。

第 12号溝址 (第 25図 )

C地区南部で検出した。既存の農業用水路にほぼ沿った形で検出された。幅は概ね 100 cm前後で一定しており、両

岸とも壁は硬いことから人工の溝と考える。覆土は暗灰褐色土で、径10～ 20cm大の礫を多く含む。これらの礫は、多

くが自然礫であるとみられるが、主として底部からまとまってみられるため、人為的に投げ込まれたものである可能

性が高い。遺物は土師器杯・椀等が混入している。また特殊遺物として布目瓦の小片が数点みられる。用途に
ついて
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は特定できないが、11溝同様流水痕がみられないことから、区画溝等であった可能性はある。本址の時期について

は、遺物及び他遺構との切り合いから判断して古代 14～ 15期、11～ 12世紀の平安時代後期に属すると考える。11溝

と同一のものである可能性がある。

第 13号溝址

当初流路 2を 13溝と考えたが、自然流路と判断したため欠番とした。

第 14号溝址

C地区南部で検出した。幅は概ね50cm程度で一定し、両岸とも壁は硬いこと、また意図的に曲げて掘られているこ

とから人工の溝と考える。覆土は上層が暗灰褐色粘質土、中層が暗黄灰色土、下層が暗灰褐色土である。遺物は鉄製

品等が若干みられた。本址の用途は不明であるが、東側部分において石列 4と 一部重なるため、石列に関連した遺構

かもしれない。本址の時期は不明である。
｀

第 15号溝址

C地区南部で検出した。流路 3に沿った形で確認された。幅は概ね40cm程度で一定し、また両岸とも硬いことから

人工溝と考えた。覆土は暗灰色砂質土である。遺物はほとんどみられない。本址の用途及び時期は不明である。

第 2号流路址

C地区北部で検出した。当初は暗茶褐色の帯を溝と考えたが、幅も一定ではなく、覆土である暗茶褐色砂質土の堆
積も極めて浅いことから、人工溝ではなく、比較的短い期間の流路であると判断した。方向としては南から北に向かっ

て緩やかに流れたとみられ、上流にあたる流路 3と 同一である可能性がある。遺物は土師器杯・椀等の小片を若干含

むが、流れ込みによるものとみられる。本址の時期は不明である。

第 3号流路址

C地区北部で検出した。流路 2の追跡調査によって確認した。中途で流路 2と 断絶しているため別の流路 3と した

が、流路 2と 同じく暗茶褐色土の覆土であり、指向する方向もほぼ同じであるため、同一のものと考えてよいかもし

れない。遺物は土師器杯・椀等の小片を若干含むが、流れ込みによるものとみられる。本址の時期は不明である。

8土 器集中域 (第 23図 )
A地区北東部で検出した。平面形は不整形で、北束の一部は調査区外にかかる。他遺構との切り合い関係は、P176、
177、 178、 179に切られる。また52住、12溝にも切られるとみられる。確認された規模は長軸 (320)cm× 短軸213 cm

で緩やかに落ち込み、深さは5～ 21 cmである。底部は凸凹がみられ、あまり平坦ではない。覆土は黒褐色粘質土で単

層である。当初は、黒色土が堆積した部分が住居址などの遺構であると考えたが、平面形も不定形であること、落ち

込みもなだらかで壁が存在せず、底部に凹凸がみられ床面が確認できないこと、しかし覆土中に多量の遺物 (土器)が

纏まった形で出土しているのがみられるという理由から、第 1次調査において確認した2ヶ所の土器集中域と同様の

遺構であると考え、本址を第 3号土器集中域として扱うこととした。本来ならばグリッドを設定して、出土位置を確

認しながら遺物の取り上げをしなければならないのだが、時間的制約により、一部の土器を除き、出土状況を記録す

ることができなかったことを記しておく。ただし、本址において確認された土器はほぼ取り上げることができた。本

址より出土した土器については次節において詳述するが、4世紀末から5世紀初頭、古墳時代前期末から中期初頭に

かけてのものである。玉類、石製品については、遺構覆土のによる精査(洗浄)ができなかったこともあり、確認するこ

とはできなかった。

9 石列
今回の調査で、17本の石列が確認された。いずれもC調査区北部で検出している。当初、検出した石列 3及び石列
4か らそれぞれ緑釉陶器椀片、青磁小片が出土したことから古代の何らかの遺構ではないかと考えた。しかし高い部

分から掘り込まれているものもあるため、近世以降の暗渠等である可能性もある。詳細な時期及び用途については明

らかにできない。
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第 1表 住居址一覧表 ():推定、く〉:残存

轟
親
一

檬
＝ 羹藝藝羹: 袂翼脩 鸞辮 備肇:華難:警

難華蠅華華彗蠅 癬輛彗蝉
Ａ

７
隅丸方形 284× 284× 24 7.46 N-5° 一W 不 明 不 明 P20・ 21を切る

Ａ

７
隅丸長方形 348× 288× 58 8.15 N-0° 不 明 不明

Ａ

７
方形か (450〉 × (216〉 ×62 (7.70) N-13° 一E 不明

10C後
平安中

12建に切られる

Ａ

８ 隅丸方形 492× 468× 24 19。95 N-11° 一E 西壁南寄りか
1lC後
平安後

12住を切る
10住、P92に切られる

Ａ

８ 隅丸長方形 456× 284× 30 (11.26) N-3° 一W 西壁北寄りか
1lC後
平安後

51土を切る
30住、P141に切られる

Ａ

７ 隅丸方形 336× 280× 42 7.36 N-90° 一E 東壁中央か
1lC後
平安後

8・ 12住を切る

Ａ

９ 隅丸長方形 420× 376× 30 12.94 N-99° 一W 西壁中央
粘土

1lC後
平安後

P l14に 1刀 られる
海星形石製品出土

Ａ

ｌ０
隅丸長方形 568× 372× 40 (17.07) N-5° 一E 不明

1lC後
平安後

8010住 に切られる

Ａ

８
方形 300× 280× 28 6.95 N-15° 一W 西壁北隅

石組粘土
10C中
平安中

14
Ａ

９ 隅丸方形 408× 384× 32 12.59 N-88° 一W 西壁中央
石組粘土

10C前
平安前

29住・46土、 P99・ 1290
130・ 1310132に切られる

Ａ

９ 隅丸方形 360× 340× 32 10.46 N-88° 一W 西壁中央
石組粘土

10C中
平安中

P173に切られる

Ａ

ｌｌ 隅丸長方形 320× 276× 48 7.29 N-34° 一W 不 明
10C中
平安中

19住を切る
P175に切られる

Ａ

ｌ０
不 明 356× (144)× 48 (2.25) N-64° 一E 東壁中央

石組粘土
1lC後
平安後

西側区域外にかかる

Ａ

ｌ０
隅丸方形 264× 248× 一 6.00 N-6° 一W 西壁北寄りか 不 明

Ａ
Ｈ
隅丸長方形 436× 392× 44 (14.84) N-11° 一W 西壁中央か

1lC前
平安中

16住、P137に切られる

20
Ａ

ｌ０
隅丸方形 448× 424× 32 14.79 N-0° 北壁西隅

石組粘土
1lC後
平安後

27住を切る

Ａ
Ｈ

長方形 360× 316× 40 9.33 N-85° 一W 西壁中央か
10C後
平安中

27住を切る
P147に切られる
下層に9C後の住居址か

22
Ａ

・２
方形 346× 332× 68 10.00 N-20° 一W 不 明

10C前
平安前

52土を切る
下層に9C後の住居址か

23
Ａ

ｌｌ
隅丸方形か 400×  (316)× 60 〈9。 95) N-1° 一E 不明

9C後
平安前

西側区域外にかかる

24
Ａ

・２
隅丸長方形 492× 256× 8 11.97 N-0° な し

13～ 14C
鎌倉

P610188を切る
P186に切 られる
25住 とセットか?

25
Ａ
・２
隅丸長方形 520× 276× 48 11.69 N-8° 一E な し

13～ 14C
鎌倉

P64を 切る
住居ではなく工房か?
24住 とセットか?

26
Ａ

・３
不 明 (324)×  (256〉 ×56 (6.01) N-7° 一W 不 明

1lC後
平安後

西側区域外にかかる

27
Ａ
・３

不 明 352× (192)× 24 (4。 14) N-30° 一W 不 明
9C後
平安前

20021住 に切られる

28
Ａ

・２
不明 (168〉 × (70)× 16 (0。 86) 不 明 不 明

10C～
不明

29住に切られる
東側区域外にかかる

29
Ａ

・３
隅丸長方形 444× 416× 26 (15.65) N-91° 一W 西壁北隅

石組粘土
11後
平安後

14住を切る
P127013801660167・
168に切られる
東側区域外にかかる

Ａ

・３
不明 360×  (180〉 ×44 (5。 70) N-0° 不明

1lC後
平安後

9住を切る
西側区域外にかかる

Ａ

・４
隅丸長方形 408× 328× 40 (11.56) N-84° 一E 西壁中央

10C中
平安中

36住を切る
35住に切られる

32
Ａ

・３
不 明 (332)×  (224)× 12 (5.07) N-0° 不 明 不 明

45土、Pl16に切られる
東側区域外にかかる

33
Ａ

・３
不 明 (220)×  (160)× 22 (2.92) N-0° 不 明

11～ 12C
平安後

東側区域外にかかる

34
Ａ

・４
隅丸方形 336× 316× 8 9.19 N-11° 一E 不 明 不明 48・ 491Lに切られる

Ａ

・４
長方形 316× 288× 42 7.65 N-0° 不明

10C中
平安中

31・ 36住を切る
P169に切られる

36
Ａ

・４
隅丸長方形 428× 268× 34 (9.83) N-8° 一E 不明

10C中
平安中

31・ 35住、 P143に切ら
れる

37
Ｂ

・４ 不明 384× (216)× 44 (7.34) 不 明 不 明
1lC前
平安中

53・ 54・ 551Lにリワらオ■る
東側西側区域外にかかる

38
Ｂ

・５ 不明 660× (400)× 44 (21.03) N-8° 一E 不明
5C前
古墳中

42043イ主、 57058三Lに切
られる
東側西側区域外にかかる

39
Ｂ

・５ 不 明 484× (348〉 ×32 (15.88) 不 明 不 明 不明
40・ 41住に切られる
西側南側区域外にかかる
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灘

Ⅲ
彗薗華 ‖

40
Ｂ

・５ 不 明 348×  (228)× 52 (4.89) 不 明 不 明
13～ 14C
鎌倉

39住を切る
41住に切られる
東側区域外にかかる

41
Ｂ

・５ 不 明 (184)× (20)× 60 (0.34) 不 明 不 明
13～ 14C
鎌倉
39040住を切る
セクションのみで確認

42
Ｂ

・５ 不明 (276)× (68)× 20 (0。 95) 不 明 不 明 不 明
38住を切る
西側区域外にかかる

43
Ｂ

・５ 不 明 (380)×  (180〉 ×30 (4.59) N-11° 一E 不 明 不 明
38住を切る
西側区域外にかかる

44
Ｃ

‐５ 不 明 392× (240)× 40 (7.57) N-0° 不 明
10C前
平安前

45住、3竪を切る
P203・ 204・ 207に切られる
東側区域外にかかる

45
Ｃ

‐５ 不明 372× (204〉 ×48 (5。 62) N-0° 不 明
10C後～
平安中

64土、 P209を 切る
44住、72土に切られる
東側区域外にかかる

46 欠番 欠番

47
Ｃ

・６ 方形 244× 236× 24 5。 15 N-82° 一W 東壁中央
石組粘土

10～ 1lC
平安中

73・ 77Lに切られる

48
Ｃ

・６ 不 明 (252)× 〈132〉 ×18 (0.60) 不 明 不 明 不明 11溝に切られる

49
Ｃ

‐６ 隅丸方形か 420×  (342)× 26 (6.70) N-0° 不 明
12C
平安後

50住を切る
11溝に切られる

50
Ｃ

・６ 不 明 328×  (220)× 12 (6.21) N-90° 一E 東壁中央 10C
平安後

49住、78土に切られる

Ｃ

・６ 不 明 (308)× (248)× 62 (4.23) N-0° 不 明
HC後
平安後

66住に切られる
東側区域外にかかる
P31ま鍛冶炉か

52
Ｃ

・７ 隅丸方形 624× 596× 24 (32.13) N-80° 一E 東壁北隅
石組粘土

11-12C
平安後

53080住 を切る
79住、12溝に切られる

53
Ｃ

‐６ 不 明 (286〉 × (232〉 ×32 (5.65〉 N-26° 一W 不 明
1lC
平安後

67・ 73074075住を切る
52055住、71土に切られる
西側区域外にかかる

54
Ｃ

‐８ 隅丸長方形 512× 380× 44 〈14.26) N-10° 一E 不明
12C
平安後

56058・ 64078住 に切られる
北東側区域外にかかる

Ｃ

・７ 不 明 (292)×  (248)× 62 (6.07) N-24° 一W 不 明
1lC前
平安中

53・ 67・ 73074・ 75住を切る
71土、 P219に切られる
西側区域外にかかる

Ｃ

・８ 不明 (404)×  (180)× 32 (4,80) 不明 不 明
12C
平安後

54・ 58064・ 78住を切る
北東側区域外にかかる

Ｃ

‐８ 方形 428× 412× 48 13.68 N-17° 一W 不明
1lC後
平安後

76住を切る
75土、 P224に切られる
76住の覆土か

58
Ｃ

・８ 不 明 一×一×16 不 明 不明 不 明
54住を切る
56・ 78住に切られる

59
欠番

60
Ｃ

・８ 隅丸長方形 500× 388× 32 17.10 N-98° 一W 北東隅
石組粘土

12C
平安後

61住を切る

61
Ｃ

・９ 隅丸方形 372× 372× 36 (11.96) N-4° 一E 不 明
10C前
平安前

68住を切る
60住に切られる

62
欠番

63
Ｃ

‐９ 隅丸長方形 500× 320× 44 13.98 N-7° 一W 東壁北隅
粘土

不明
1lC後か

77住を切る
60住に切られる

64
Ｃ

・８ 不明 (204)×  (52)× 28 (0.66) 不 明 不明
不明
～12C

54住を切る
56078住 に切られる
北東償J区域外にかかる

65
Ｃ

・９ 不 明 (260)× (196)× 16 (2.82) 不 明 不 明
12C
平安後

51住に切られる
北東側区域外にかかる

66
Ｃ

‐６ 不明 (72)×  (22)× 36 (0.11〉 不 明 不 明
不明
1lC後か

51住を切る
北東側区域外にかかる

67
Ｃ

２０ 隅丸方形 308× 304× 34 8.33 N-1° 一E 西壁中央か 1lC後
平安後

73074075住を切る
53055住、88土に切られる

68
Ｃ

・９ 長方形 292× 284× 12 6.90 N-0° 不明 不明 61住に切られる

69
Ｃ

２． 隅丸方形 296× 268× 36 7.20 N-22° 一E 東壁北隅
石組粘土

10～ 12C
平安後半

70
欠番

欠番

欠番
Ｃ

２０ 隅丸長方形 376× 296× 28 (11。 03) N-105° 一E 東壁中央
石組粘土

10～ 1lC
平安中

74075住 を切る
52053・ 55067住 に切られる

74
Ｃ

２０ 不明 288×  (64)× 26 (0.90) 不 明 不 明
不明
10～ 1lCか

53055・ 67073住 に切られる

75
Ｃ

２０ 不 明 240×  (44〉 ×28 (0.62) 不 明 不 明
10C～
不明

53・ 55067073住 に切られる

76
Ｃ

２０ 隅丸長方形 468× 288× 20 12.64 N-95° 一W 西壁南隅
石組粘土

1lC後
平安後

57住に切られる
57住は覆土上層か
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Ｃ

・９ 不明 (332)×  (20〉 ×32 (0。 19〉 不 明 不明 不明 60063住 に1卯 られる

78
Ｃ

・８ 不 明 (200)× (108〉 ×36 (1.87) 不 明 不明
12C
平安後

54064住 を切る
56住に切られる
北東側区域外にかかる

79
Ｃ

２． 隅丸長方形 460× 388× 40 14.70 N-82° 一W 西壁中央
石組粘土

12C
平安後

52080住 を切る
77住、12溝に切られる

80
Ｃ

２． 隅丸方形 396× 372× 44 11.83 N-72° 一W 西壁中央
11～ 12C
平安後

52・ 79住、12溝に切られる

Ｃ

２２ 不 明 (258〉 × (184〉 ×6 (3.42) 不明 不 明 不 明
確認トレンチに切られる
Jヒ佃J区域外にかかる

82
Ｃ

２２ 不明 520×  (288〉 ×8 (12.67) N-0° 不 明 不 明 確認トレンチに切られる

Ｃ

２２ 方形 (432)× 392× 12 (14.91) N-7° 一E 不明 不明 84・ 85住を切る

84
Ｃ

２２ 長方形 540× 420× 10 (20。 98) N-0° 不 明
11-12C
平安後

85住を切る
83住に切られる

85
Ｃ

２２ 不 明 (500〉 × (300〉 ×8 (13。 05) 不明 不 明 不 明
83084住 に切られる
北側東側区域外にかかる

86
Ｃ

２２ 不 明 416×  (284)× 8 (9.02〉 N-15° 一E 不明 不明
84住、96土、確認トレ
ンチに切られる

第 2表 掘立柱建物址一覧表

第 3表 堅穴状遺構一覧表

第 4表 溝、流路址一覧表

0:推定、⇔ :残存

0:推定、⇔ :残存

0:推定、⇔ :残存

鰤
A

23

不明
総柱式

N-0°
(6.97)

2間 (3間 )
×1間以上
340(536)× 220

桁行 184～ 220
(202〉

梁行 164～ 180
(172)

円形
径 32-52
深 16-60

Pl
のみ

不明
中世 1
(鎌倉)か

7住を切る
12建P7=P25

A

23

方形
側柱式
N-3° 一E
2.90

1間 ×1間
168× 184

桁行 184
梁行 168

円形
径 28～ 48
深 12～ 24

不明
中世 2
(室町)か

42土を伴うか

|:11::lil:,:

一図

Ａ

２３
隅丸長方形 312× 232× 22 5。 12 N-2° 一E な し 不 明

2竪を切る
P52に切られる

Ａ

２３ 隅丸長方形 244× 192× 44 2.88 N-4° 一W な し
9C～
不明

1竪に切 られる

Ｃ

２３ 不 明 (260〉 ×172× 30 (1.91) N-0° ピット1個
9C～
不明

44住に切られる
東側区域外にかかる

::螺 1

Ｈ
溝

Ｃ

南

N9・ E12
(北西端)

N130E12
(南端)

半円形 (540)
100
～ 110

30
～ 35

不明
11-12Cか

48・ 49住 を切る  第25図
12溝と同一か
両端は区域外にかかる

・２
溝
Ｃ

南
N150El
(南端)

N310W7
(北端)

半円形 (3,200)
100
～200

17
～22

11-12C
平安後

52・ 79・ 80住を切る 第25図
11溝と同一か
両端は区域外にかかる

・３
溝

欠番

・４
溝
Ｃ
南
N380W25
〈南東端〉

N420W36
(西端)

逆台形 (1,280)
40
-60

15
～20 不明

N41-E26で約 60度曲がる
15溝を切る
石alJ 4に伴うか

・５
溝
Ｃ

南
N390W35
〈南端〉

N45・ W33
〈北端〉

半円形 (580)
40
-50

8

～ 10
不明 14溝に切られる

流路
2
Ｃ
北
N54・ W36
(南端)

N84・ W44
(北端)

皿状 (3,080〉
140
-300

2
～ 10 不 明

石夕J7・ 8・ 9010・ 11・ 13014
に切られる
流路 3と 同一か

鵬
３

Ｃ

南

N42・ W38
(南端)

N49・ W34
(北端)

皿状 (740〉
160
～240

2
～ 8

不 明
14溝、石列 16に切られる
流路 2と同一か

一-29-一



第 5表 土坑一覧表 ():推定、〈〉:残存

胴 地:図 一図 率華:薗彗:彰
華堀華曇彗華模

時 一期
＝

備 薄
¨輩郡騨群:輝難器深:尊彗(重戦

42 A中 24 円形 88× 76× 24 中世か 13建に伴うか
43 A中 24 長円形 144× 90× 16 中世 墓址か
44 A中 24 楕円形 136× 68× 15 中世 墓址 副葬品刀出土
45 A北 24 楕円形 70× 64× 8 32住を切る、北東側区域外にかかる
46 A中 24 長円形 58× 48× 20 10C中～ 14住を切る
47 欠番
48 A南 24 楕円形 60× 48× 10 34住を切る
49 A南 長円形 104× 56× 4 34住を切る
50 A中 不 明 48× 一×14 28住を切る、20住のセクションでのみ確認
A中 楕円形 80× 68× 24 ～ 1l C後 9住に切られる

52 A北 不明 126× (56)× 52 9～ 10C 22信二に七ワらオ■る
53 長円形 (84〉 ×82× 75 13C 西側区域外にかかる
54 長円形 90× 76× 36 中世か 37住を切る、遺物として三尊仏彫刻のある石製硯出土
55 B北 楕円形 112× 92× 64 中世か 37住を切る
56 不 明 104× (36)× 80 中世か 37住を切る、東側区域外にかかる
57 B南 円形 124× (124)× 50 38住を切る、西側区域外にかかる
58 B南 長円形 152× 124× 24 古墳或は中世 38住を切る、石組で囲まれている、墓址か
59 B南 楕円形 164× 132× 100 38住、60土を切る
60 B南 不明 (48)×  (44)× 16 38住、59土に切られる
C南 不整円形 170× 160× 20 53・ 62土、 P205に 切られる

62 C南 不整長円形 100× 80× 24 61土を切る
63 C南 円形 132× 132× 34
64 C南 不 明 60×  (40)× 6 ～10C前 45住に切られる
65 C南 円形 54× 48× 8
66 C南 円形 88× 76× 12

67 C南 不整楕円形 132× 100× 34 古代 11溝に切られる、西側区域外にかかる
68 C南 円形 40× 36× 4 P225を切る
69 C南 円形 54× 44× 10
70 C南 長円形 152× 116× 14
C南 円形 52× 46× 12 中世 530551Lを切る

72 C南 楕円形 158× 92× 56 10C後～ 45住を切る
73 C南 長円形 144× 102× 26 1l C前 ～ 47住 を切る、77土に切られる
74 C南 25 楕円形 122× 82× 18

C南 長円形 72× 64× 8 中世か 57住を切る

欠番

C南 不整楕円形 132× 84× 18 1l C前 ～ 47住、73土を切る
C南 25 円形 164× 164× 26 1l C前 ～ 50住を切る
C南 25 円形 52× 50× 14 中世 12溝を切る

80 C南 円形 48× 44× 12 中世 12溝を切る
81 C南 楕円形 82× 56× 20 11-12C
82 C南 25 不整形 104× 44× 24
83 C南 25 楕円形 94× 60× 18

84 C南 25 楕円形 42× 28× 12
85 C南 25 楕円形 76× 54× 8 古墳

86 欠番
87 欠番
88 C南 長円形 128× 100× 16 9C後～
89 C南 長円形 174× 32× 10

90 C台 楕円形 (162)× (60)× 一 85住、91土に切られる、未掘
91 C台 25 円形 84× 76× 12 90土を切る
92 C台 25 楕円形か 68× (32)× 6 85住に切られる
93 C台 楕円形 72× 58× 12

94 C台 円形 62× 62× 12

95 C台 楕円形 96× 76× 16 中世か 84住を切る
96 C台 長円形 (156)× 112× 14 86住を切る、確認トレンチに切られる
97 C南 長円形 136× 92× 76 61土を切る
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1  ~◎

驀

驀

爬

痣

瑾

σ
一

A′

D′

ml

A′

bl

7住

ｍヽ

（く
蝶
酬
へ
禦
Ｓ
ざ
ぺ
）

（く
嘔
嘲
へ
禦
゛
翠
ぺ
）

（く
螺
興
引
撃

。
禦
ぶ
ざ
ぺ
）

（く
蝶
刺
ヽ
く
ぶ

。
興
ぶ
翠
ぺ
）
‖ 引 引 羽

墨醤畳§
K tt Lm雪

Ａ
一

A′

建12P2

建12P3

土

土

土

土

土

土

髄
色
色
髄
髄
色

灰

褐

褐

暗

暗

褐

(炭化物粒微量混入 )

(炭化物粒少量混入 )

(炭化物粒混入 )

(炭化物粒多量混入 )

(炭化物粒混入 )

ml

A′

10住

土

土

土

土

土

土

髄醜色髄囀髄

灰
灰
褐
灰
暗
灰

(黄色土粒多量混入 )

(炭化物粒少量混入 )

(黄色土粒少量混入 )

(黄色土粒少量混入 ) （く
颯
パ

。
暴
＝
Ｊ
鰹
枢
）
引
Ｊ
駆
Ｋ
雷

¨
目

（く
嘔
醐
へ
禦
引
環

。
禦
黎
ざ
ぺ
）
＝
Ｊ
駆
畔

¨
Ｈ

o                   2m

第5～7・ 10号住居址

-31-

0

轟
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鰺
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Ｔ

Ｉ

Ｏ
　
　
　
。

評義 
°
エ

ゝ

61  υ J

がy sas。

第7図



P2

°P5   ヽ
◎
P6

引
Ｊ
寧
蟄

＝
Ｊ
駆
Ｋ
型

引
Ｊ
駆
Ｋ

引
Ｊ
駆
寒

（く
螺
暴
黎
翠
バ

。
暴
引
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）
引
Ｊ
駆

（く
蝶
興
゛
翠
ぺ
）
引
Ｊ
Ｋ
雪

（く
螺
興
ぶ
ざ
ム

・
製
＝
螺
）
引
Ｊ
躯
Ｋ
塾

引
Ｊ
寧
枢
雷

（く
嘔
パ

・
製
引
Ｊ
寧
楓
）
＝
Ｊ
駆
留

A                       A′
573.40m

9住

ヾ

第8図 第809013号住居址

（く
嘔
興
引
環

。
禦
Ｓ
翠
ぺ
）
引
Ｊ
駆

¨
≧

（く
嘔
嘲
へ
禦
＝
撃

。
暴
ぶ
翠
ぺ
）
＝
Ｊ
駆

¨
日

（く
蝶
禦
引
Ｊ
寧
終

・
興
＝
環

。
禦
゛
翠
ぺ
）
引
Ｊ
駆
Ｋ

¨
目

（く
嘔
嘲
へ
禦
Ｓ
翠
ぺ
）
＝
Ｊ
螺
К

¨
Ｈ

ml

σ
一

Ｃ
一

Ａ
一

A′

13住 麒 絋 硼 絋 硼

573.10m

mlml

I:暗褐色土
Ⅱ:茶褐色土 (¢ 1.0～ 3.Ocm大 の礫混入)
Ⅲ :褐色土 (焼土粒多量混入)
Ⅳ :茶褐色土 0                 2m

ψゲQ     V          ∂
°
∫。  祀

0｀
0。

O  ｀ の
G
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11住

0           2m

I:暗褐色土 (炭化物粒少量混入 )

Ⅱ:暗褐色土 (炭化物粒多量、焼土粒混入 )

Ⅲ:灰褐色土 (茶褐色土粒混入 )

Ⅳ :褐 色 土 (炭化物粒・焼土粒混入 )

V:灰褐色土 (炭化物粒・焼土粒少量混入 )
Ⅵ :茶褐色土 (炭化物粒・焼土粒混入 )

15住

第9図 第11・ 14・ 15号住居址

σ
一　
バ
一

P173

D:

Ａ

一　
Ｄ

一

引

Ｊ

駆

雪

ニ

（く
螺
嘲
へ
禦
゛
翠
ぺ
）
引
　
Ｊ
　
駆

≧̈

引
Ｊ
寧
К
雪
¨
日

引
　
Ｊ
　
寧

【
目

引

Ｊ

駆

К

ニ

14住

I:灰褐色土 (炭化物粒・焼土粒少量混入、上部鉄分沈澱)

Ⅱ:灰褐色土 (I層より砂質強)
Ⅲ:灰褐色土 (炭化物少量混入)

Ⅳ:暗褐色土 (焼土粒多量混入)

ぬ i讐 ´ 0

。浮l【
・
。ィ

″‐    鼈      0_マ yVLヽ
0°
｀
さ(:ノ

ら｀
θ6

′給山
°°
フ
の
 。

~ご
      Q

0jyq 
ο

亀  ロ

g ふ

0     ^
0    0  い

0

Oo
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12住

0                   2m

一ｍ 18住

ml

17住

I:灰 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )

Ⅱ:褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒混入 )
Ⅲ:暗茶褐色土 (炭化物粒。焼土粒混入 )

A                 AI

鏃 尚 尚 尚 尚 尚 尚 尚 尚 m57330m

一ｍ

鱚
頷

鱚

磋

饉

饉

饉

磋
ｍ

だ
一

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

ml

A:

一ｍ

ml

Al

一ｍ

涙
頷

頷

頷

頷

瞑

バ
一

I:暗灰褐色土 (炭化物少量混入)

Ⅱ:暗黄褐色土 (炭化物微量混入)

Ⅲ:暗 褐 色 土 (炭化物粒・焼土粒多量混入)

Ⅳ:暗茶褐色土 (炭化物粒・焼土粒多量混入)

第 10図  鮮]12・ 17018

一ｍ

ノ

ｄ

Ｆ

Ｉ

◎

Ｐ・

は
理
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

「              ◎

D 。 O    ο ettP。0ゆ

 ο
。
ケ
θ l

°   θ  υ
 tt Q

lθ  呵       

の°

Pl◎

◎
P21

一-34-一

20号住居址



16住 19住

21住

一ｍ

I:暗褐色土 (鉄分。炭化物多量、焼土粒混入)

Ⅱ:暗褐色土 (炭化物粒多量、焼土粒混入)

Ⅲ:暗褐色土

Ⅳ :灰褐色土 (炭化物粒少量、焼土粒多量混入 )

V:明褐色土

I:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒混入 )

Ⅱ:暗灰褐色土 (炭化物粒微量混入 )

Ⅲ:暗 褐 色 土

じ l bl

Ｃ

一Ａ

一

C:

=

ml

Al

I:暗褐色土 (鉄分多量混入 やや粘質)
Ⅱ:暗褐色土 (焼土粒少量、炭化物粒混入)

Ⅲ:やや砂質の強いⅡ層

Ⅳ:灰褐色土 (炭化物粒。焼土粒多量混入)

I:灰褐色土 (鉄分多量混入)

Ⅱ:灰褐色土 (焼土少量、鉄分多量、炭化物粒混入)

Ⅲ:灰褐色土 (黄色土塊・鉄分多量混入)

Ⅳ:暗褐色土

V:灰褐色土

(I～Ⅲ層はφ10～20cm大 の礫少量混入)

0                    2コ n

第11図 第16019・ 21023号住居址

〇

β
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O      P6
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Ｑ
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招
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22住

24025住

0                    21n

I:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒少量混入 )

Ⅱ:褐 色 土
Ⅲ:暗灰褐色土

Al

颯
RЮm

B!
プ
一　
バ

一

Ｄ

一　
Ａ

一

Ｐ３９
（）
　
Ａ
・

24住

I:灰 褐 色 土 (炭化物少量、鉄分多量混入 )

Ⅱ:暗灰褐色土

Ⅲ:暗灰褐色土 (炭化物少量混入 )

Ⅳ:褐 色 土
V:暗灰褐色土 (炭化物粒・焼土粒混入 )

Ⅵ :灰 褐 色 土 (茶褐色土粒混入 )

Ⅶ :暗灰褐色土 (炭化物粒混入 )

Ⅷ :灰 褐 色 土

Ⅸ :茶 褐 色 土 (炭化物粒微量混入)                   .

A                                   AI

颯 盪 淵 明 錢 颯 颯 錢 錢 錢

573.71m

灰褐色土(炭化物多量・鉄分斑状に混入)

Bl

Ｃ
一

Ｃ
一

294ヒ

/紗

。 1。    %の
 、

②

胸ふ ∫ 、φ
i鞣 ≫

01

ぢ⌒ R6卜の「17
Z住、人
ψ
②:Mる

3b _p
Pr登2Ll―
」
P15

了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

ヽ

「

「
で

絋 絋 絋 絋

573.40m

灰褐色土

第 12図  第22・ 24・ 25028号住居址
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26住

30住

I:暗灰褐色土 (茶褐色土粒・炭化物粒混入)

Ⅱ:暗灰褐色土 (炭化物粒混入)

Ⅲ:茶 褐 色 土
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褐色土

第13図 第26027・ 29030032033号住居址

一-37-一

27住

◎
P2

/

0     。〆

£

鶉 淵 絋

574.00m

暗灰褐色土 (茶褐色土粒混入 )

A             A:
R伽

I:褐 色 土

Ⅱ:褐 色 土 (茶褐色土粒微量混入 )

0                   2m
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31036住 35住

ml           ml

Al

颯 巫 絋 絋 絋 硼 淵

573.401

1:暗灰褐色土 (炭化物粒。焼土粒少量混入 )

Ⅱ:暗 褐 色 土 (炭化物粒微量混入 )

Ⅲ:暗 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )

37住

・４３
　
Ｂ
ヽ

Ｐ

Ａ
一

31住

I:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒多量混入 )

Ⅱ:茶 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )

36住

I:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒混入 )
Ⅱ:暗 褐 色 土 (炭化物粒微量混入 )

Ⅲ :茶 褐 色 土 (黄色土粒少量混入 )

34住
―
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ｍml

颯 明 明 靱 鉤 鉤 m573.50m

C                           ci

＝
Ｊ
躯
紙

I:灰 褐 色 土

Ⅱ:暗 褐 色 土 0           2m

第14図 第31・ 34～37号住居址
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39・ 400411主

Ａ
一

40住                39住
I:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒多量混入)I:茶 褐 色 土
Ⅱ:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒少量混入)Ⅱ :灰 褐 色 土
Ⅲ:灰 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )

Ⅳ :灰 褐 色 土 (茶褐色土粒少量混入 )

41住

I:灰 褐 色 土

Ⅱ:灰 褐 色 土 (焼土粒混入 )

Ⅲ:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒少量混入 )

Ⅳ :灰 褐 色 土 (黄色土粒少量混入 )

V:暗 褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒少量混入 )

44住

42住                 38住
I:灰 褐 色 土 (炭化物粒・焼土粒混入)I:黒 褐 色 土 (褐色土粒混入 )
Ⅱ:褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒混入)Ⅱ :褐 色 土

Ⅲ :暗 褐 色 土

ml

AI

６

　

ノ

ノ一 /

I:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒少量混入 )

Ⅱ:褐 色 土

I:暗灰褐色土 (焼土粒少量、赤褐色土粒多量混入)

Ⅱ:暗灰褐色土 (炭化物粒微量、褐色土粒混入)

Ⅲ:暗灰褐色土 (炭化物粒少量、赤褐色土粒混入)

Ⅳ:暗灰褐色土 (赤褐色土粒少量混入)

V:暗灰褐色土 (炭化物粒。焼土粒多量混入)

Ⅵ:暗灰褐色土 (褐色土粒多量混入)

Ⅶ:暗灰褐色土 (炭化物粒少量、焼土塊多量混入)

Ⅷ:暗灰褐色土 (灰色土粒多量混入)

Ⅸ:褐 色 土 (炭化物粒少量混入)
X:赤 褐 色 土

測:褐 色 土 (焼土粒少量混入)
畑:砂   礫 (焼土粒混入)
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罫
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第15図 第38～45号住居址
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b」 怖

47住

51・ 66住

bl 

“

|

澳
爬
黎

一〇

澪
縣
籐
籐
洟

一ｍ

バ
一

A F
I:暗灰褐色土 (焼土。褐色土粒少量混入 )
Ⅱ:暗灰褐色土 (褐色土粒多量混入、西側に炭化物粒。焼土粒多量混入)

Ⅲ:暗灰褐色土 (褐色土塊多量混入)

Ⅳ:茶 褐 色 土

V:暗 褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒多量混入)

OI

I:暗灰褐色土

Ⅱ:暗 褐 色 土

Ⅲ :茶 褐 色 土

Ⅳ :黄 褐 色 土

50住

I:灰 褐 色 土

Ⅱ:暗灰褐色土 (φ lcm大の礫少量混入 )

AI

49住

Al

明
R“m

I:茶 褐 色 土

Ⅱ:暗灰褐色土 (炭化物粒。焼土粒混入)

Ⅲ:茶 褐 色 土 (焼土粒微量混入)

Ⅳ:褐 色 土 (焼土粒多量混入)

53住

（く
嘔
嘲
へ
暴
引
Ｊ
鰹
楓
）
引

Ｊ

寧

蟄

¨
目

引
Ｊ
寧
Ｋ
蟄

¨
Ｈ

Ｊ
８

0                  2m

51住

I:暗 灰 色 土 (鉄分混入 )

Ⅱ:暗灰褐色土 (黄褐色土塊少量混入 )

Ⅲ:暗灰褐色土 (黄褐色土塊少量混入 )

Ⅳ :暗 褐 色 土 (黄褐色土塊少量混入 )

V:暗灰褐色土 (黄褐色土塊。鉄分少量混入 )
Ⅵ :暗灰褐色土 (炭化物粒。塊多量混入 )

Ⅶ :暗灰褐色土 (焼土塊少量混入 )

Ⅷ :暗黄褐色土 (灰色土粒少量混入 )

Ⅸ :暗 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )

X:茶 褐 色 土 (炭化物粒・焼土粒混入 )
測 :暗黄褐色土 (炭化物粒。焼土粒混入 )

畑 :黄 褐 色 土

畑 :暗茶褐色土 (炭化物粒混入 )

昴16図 第47～51 53・ 66号住居址
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52住

℃
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第17図 第52055号住居址

I:暗黄褐色土 (鉄分多量混入 )

Ⅱ:暗 褐 色 土 (鉄分・炭化物粒混入 )

Ⅲ:暗 褐 色 土

Ⅳ :暗 褐 色 土 (黄褐色土粒混入 )

V:暗灰褐色土

Ⅵ :暗灰褐色土 (焼土粒混入 )

Ⅶ :灰 褐 色 土

Ⅷ :暗 褐 色 土 (鉄分少量混入 )

Ⅸ :黄灰褐色土 (粘質 )

X:暗 褐 色 土 (焼土粒少量混入 )

Ⅲ :暗灰褐色土 (炭化物粒少量混入 )

Ⅲ :暗黄灰色土 (粘質 )

畑 :暗黄灰色土 (焼土粒混入 )

Ａ
一

や
Ｏ
　
ο

Ｓ

が

Ｑ

つロ

夕ゆ
0°

野 句
′ロ

雌

I:灰 褐色土(φ l～ 3cm大の礫少量混入)

Ⅱ:褐 色 土(焼土粒微量、炭化物粒混入)
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ル′́
ず~~~｀ 、ヽ、

-41-



540560(58)064078住

168旬

IP3ο^詳

OR P40

Al

一ｍ

56住

I:暗 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )
Ⅱ:茶 褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒多量混入 )

Ⅲ :褐 色 土 (黄色土粒多量混入 )
Ⅳ :茶 褐 色 土

V:茶 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )
58住

I:暗 褐 色 土 (炭化物粒微量混入 )

64住

I:暗茶褐色土 (炭化物粒微量混入 )

Ⅱ:暗茶褐色土 (黄色土粒。砂粒混入 )

78住

I:茶 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )

Ⅱ:暗 褐 色 土 (炭化物粒微量混入 )

Ⅲ:暗 褐 色 土 (黄色土粒混入 )

Ⅳ :暗 褐 色 土 (黄色土粒多量混入 )

θ  ヽ

54住

I:暗灰褐色土

Ⅱ:茶 褐 色 土 (黄色土粒混入 )

Ⅲ:暗黄褐色土 (炭化物粒少量混入 )

`ノ
。

00
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δ

0

57住
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４

Ｐ７
‐

０
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61住

65住

一ｍ
一ｍ

（く
螺
嘲
ヽ
ポ
＝
Ｊ
駆
）
＝
Ｊ
鰹
К
型
¨
日

（く
蝶
刺
ヽ
ポ
Ｓ
翠
ぺ
）
＝
Ｊ
駆
К
型
¨
目

（く
嘔
禦
＝
Ｊ
躯
。さ
。点
ポ
′嘲
へ
興
゛
ざ
ぺ
）
引
Ｊ
駆
К
塾
¨
Ｈ

褥

瑾

瑾

鏃

Ａ
一

ml

Al

630771主

bl
司

Ｈ

一国

く
′
ml

Ｃ
一

Ａ
一

Ｄ
一

I:暗灰褐色土 (鉄分混入)

Ⅱ:暗灰褐色土

I:褐  色 土 (黄色土粒混入 )
Ⅱ:褐 色 土
Ⅲ:黒 褐 色 土

Ⅳ :灰 褐 色 土

o                     21rl

Al

Al

Ci

ml

Al

ml
A:

77住

I:暗黄灰色土 (鉄分混入 )
63住

I:暗黄灰色土

Ⅱ:暗灰褐色土 (炭化物粒少量、黄褐色土粒
。鉄分混入 )

Ⅲ:暗灰褐色土 (黄褐色土粒。鉄分少量混入 )

Ⅳ :暗黄褐色土 (黄褐色土粒。鉄分多量混入 )

V:暗 褐 色 土

Ⅵ :暗黄灰色土 (鉄分混入 )

Ⅶ :暗黄灰色土 (鉄分多量混入 )

Ⅷ :暗 褐 色 土 (黄褐色土粒・炭化物粒少量混入 )

Ⅸ :暗黄褐色土 (黄褐色土粒少量、鉄分混入 )

X:暗 褐 色 土 (炭化物粒・焼土粒少量混入 )

測 :暗 褐 色 土 (炭化物粒多量混入 )

Ⅲ :炭 化 物

Xlll:暗黄灰褐色土

皿 :焼   土
W:暗 褐 色 土 (炭化物粒少量混入 )
mII:暗黄褐色土 (黄褐色土粒微量、鉄分混入 )

pll:茶 褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒微量混入 )

Ⅷ :暗 褐 色 土 (炭化物粒少量、鉄分混入 )

XIX:暗 褐 色 土 (焼土粒少量、炭化物粒混入 )

63065068・ 77号住居址

一-43-一
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第19図  第61



67073074075住
bl

76住

74住

I:暗 褐 色 土

67住

I:暗黄褐色土 (鉄分混入 )

Ⅱ:暗 褐 色 土 (鉄分少量混入 )

73住

I:暗灰褐色土 (鉄分多量混入 )
Ⅱ:暗灰褐色土 (Ⅲ層より明黄 )

Ⅲ:暗灰褐色土

Ⅳ :暗 褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒少量混入 )

75住

I:暗黄褐色土

Ⅱ:黄 褐 色 土 (鉄分多量混入 )

Ａ
一

73住カマド

LI

A!

Ci

ml

A:

I:暗灰褐色土 (礫混入 )

Ⅱ:暗 褐 色 土 (炭化物粒。焼土粒少量混入 )

Ⅲ:暗黄褐色土 (黄褐色土混入 )

Ⅳ :暗黄褐色土

V:暗灰褐色土

第20図 第67073～ 76号住居址
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一ｍ
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I:暗灰褐色土 (炭化物粒少量混入)

Ⅱ:暗 褐 色 土 (黄褐色土粒少量混入)

Ⅲ:暗黄褐色土

Ⅳ:暗黄褐色土 (黄褐色土塊混入)

V:暗黄褐色土 (焼土粒少量、炭化物粒混入)

A                      '         A!
572.90m

I:暗灰褐色土 (炭化物粒少量、鉄分多量混入)

Ⅱ:暗 褐 色 土 (炭化物粒。塊多量、焼土粒。鉄分混入)

Ⅲ:暗黄褐色土 (鉄分。炭化物粒少量、黄褐色土粒多量混入)

Ⅳ:暗黄褐色土 (鉄分・炭化物粒少量混入)

V:暗 褐 色 土 (鉄分少量混入)

Ⅵ:暗黄褐色土

Ⅶ:暗黄褐色土 (黄褐色土粒少量混入)

Ⅷ:暗 褐 色 土

80住

ml

Ai

も＼  bl

o                    2m

第21図 第69079080号住居址
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81住

C                                 ci

D                                Dl

86住

83住

ml  Pl

A             l

暗褐色土(礫混入)

85住         _ ,   = .

A                  :

暗褐色土(茶褐色土粒。礫混入)

第22図 第81～86号住居址
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12建

1竪

3竪

◎
旦

13建

A

P6

B

B

Ｂ

一
　

Ａ

一

OpQ
A               A:

.20m

Bl

I:暗灰褐色土 (炭化物粒混入 )

Ⅱ:暗灰褐色土 (茶褐色土粒混入 )

Ⅲ:褐 色 土

Al

ml ml

A                        A:

I:灰 褐 色 土 (茶褐色土粒混入 )

Ⅱ:灰 褐 色 土

Ⅲ:灰 褐 色 土 (焼土粒
。炭化物粒微量混入 )

2竪

I:暗 褐 色 土 (炭化物粒混入)

Ⅱ:暗 褐 色 土

Ⅲ:暗 褐 色 土 (鉄分多量混入)

● l       bl

一ｍ

だ
一

澳

襦

驀

頷 A      ml

「一課
ｍ
　
ｏｍ

＞

入

入

混

混

量

粒

微

土

粒

色

物

褐

化

茶

炭

土

土

土
髄機動
藪
画
Ⅲ‥暗　
　
冊塾
中集器土

573.00m

黒 褐 色 土 (粘質)

第23図 建物址、竪穴状遺構、土器集中域
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第 3節 遺物

1 土器・陶磁器 (第 26～ 42図、第 6表 )
今回の調査によって出土した遺物は、整理用テンバコ30箱 を数え、古墳時代・平安～中世の多量の良好な資料を得

ることができた。それらのうち図化し得たものは、土器、陶磁器が968点、金属製品が98点、石器が83点である。こ

こではそれらの様相について述べていく。

A 古墳時代の土器
今回の調査では、第1次調査に引き続き古墳時代の遺構を調査することができた。特に今回は、1軒ではあるが古墳

時代中期の住居址を確認し、遺物を得ることができた。ここでは今回確認した古墳時代の遺物について述べていく。

第 38号住居址出土土器群

図化し得たものは10点で、そのうち古墳時代に属するものは土師器小型壺 (対)2点、小型甕 1点、甕 1点、高

杯 5点がみられた。いずれも古墳時代中期の5世紀に属する。また上層には混入した。青磁椀 1点もみられた。

第 78号ピット

高杯脚部が 1点みられる。古墳時代中期の5世紀に属する。

第 3号土器集中区出土土器群

図化し得たものは17点で土師器高杯 5点、壺 8点、小型丸底壺 1点、短頚壺 1点、甕 1点で、いずれも古墳時代前

期末から中期にかけての4世紀末から5世紀という過渡期の貴重な資料といえる。高杯は脚部のみ残存するものが4点、

杯部のみ残存するものが 1点である。特に885の 高杯脚部は、内部が中空ではなく詰まっており、前期の様相を色濃

く残しているもので貴重な資料である。今回出土したこの土集3の遺物は、第 1次調査の土集 1、 土集2の土器とほぼ

同時期に属するもので、該期の集落が周囲にあることをしめしている。

B 平安時代の土器
(1)種別・器形

種別には土師器、黒色土器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、輸入陶磁器 (白磁、青白磁)な どがある。出土した

土器、陶磁器類の大半を占めている。竪穴住居址覆土中からの出土が多い。以下では文献 1に従って種別に器形を述

べていく。緑釉陶器の分類は文献 2に従った。

土師器

576点 図化した。器形には杯 A、 皿 A、 椀、盤、鉢、甕類 (小型甕 E、 小型甕 D、 甕、羽釜、甑)な どがみられる。

杯 A
ロクロ成形、底部回転糸切り、無高台の土師器である。320点図化した。ttA Ⅱと杯 AⅢ の2つの法量がある。

杯AⅡ は黒色土器AttAの法量を受け継ぐものである。8期に出現する。23住の出土のものが最も古いものである。

以後、15期まで確認できる。8期の23住では口径 13。 2cm、 器高 3。4cmである。以下、9期では口径 12。 2cm、 器高 3。3cm、

10期では口径 11。 5cm、 器高 3。 lcm、 11期では口径 10。 5cm、 器高 2。9cm、 12期では口径 11。 6cm、 器高 2。9cm、 14期では

口径 9.8cm、 器高 2。 23こm、 15期 では 9。3cm、 器高 1。8cmである。時間の経過とともに口径、器高を減じていく。初期

の杯 AⅡ は薄手であるが14期以降はかなり厚手である。また15期の杯 AⅡ の底部には回転糸切痕が不明瞭なものが

多くみられる。体部に墨書のあるもの (511、 842)、 体部内面にタール状の付着物のあるもの、底部に穿子Lさ れるもの

(565、 566)がある。

杯 AⅢ は12期 に出現する。口径平均 13。 6cm、 器高平均 3。9cmである。15期 まで確認できる。14期 までは各出土土

器群で2点以上みられるものの15期では1点以下しかみられない。

皿A
ロクロ成形、底部回転糸切り、無高台の土師器である。17点図化した。ttA Iと 皿 AⅡ の2つの法量がある。形態

には口縁端部を折り返すものと口縁部内面に沈線を巡らせるものがある (45、 46、 412、 969)。

皿AIは 6点出土している。60住、63住で2点ずつ出土している。口径 13。4～ 18。4cmである。器高のわかる個体
はないが 3cm前後である。

皿 AⅡ は11点出土している。60住で3点出土している。口径 9.2～ 11。 Ocm、 器高 1。35～ 1。75cmで ある。57住出土

の645は 内面に黒色処理がなされており黒色土器に分類されるものかもしれない。
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椀

ロクロ成形、底部回転糸切、付高台の土師器である。9期～15期の土器群にみられる。口径 12。4～ 16.5cm、 器高 3.4

～ 6。45cmの椀と口径 10cm前後の小椀もみられる。80点図化した。

9期では14住で4点、44住で8点、61住で6点出土している。いずれも体部の形態が直線的に立ち上がるものであ

る。10期では9期 と同様の形態を呈するものが多いが423の ような体部に腰の張る形態がみられる。11～ 12期では高

台の低いものが19住でみられる (258、 259、 261)。 50住出土の椀には559の ような体部が直線的に立ち上がる形態と

ともに558は体部に腰の張る形態がみられる。14期、15期では全体の分かる資料は少ないが12住出土の134は体部が

腰の張る形態である。小椀では620が腰の張る形態で初期のものである。14期、15期の小椀はすべて体部が直線的に

立ち上がる形態を持つ。

盤

ロクロ成形、底部回転糸切、付高台の土師器である。身部が浅く足高の高台をもつ。口径20～ 30cmの 盤Aと 口径

15cm(盤 BI)、 日径 10cm(盤 BⅡ )の盤Bがある。tt A12点 、盤 B50点図化した。

盤Aは全体の分かる資料がない。8期の21住に脚部がみられる (297)。 高台側面に透かしがみられる。また9期に

は 521、 525がある。13～ 14期 には口径 20cm前後のものがみられる (80、 93、 247、 569、 675、 737)。

盤Bは 2法量に分かれる。ttB Iは 8期の21住にみられるが (295、 296)、 おそらく混入であろう。10期 の 13住出

土の 156、 35住出土の447が初期のものである。伴出する土師器椀とほぼ同じ形態である。13～ 14期には9住に3点、

12住に4点と比較的多く出土している。10住出土の90は盤BIの 口縁部破片である。口縁部内面に2本の沈線が巡る

もので12期の南栗遺跡 SB192(文献 1)に同じものがみられる。15期 の52住、79住でも出土している。盤BIの下

限であろうか。盤 BⅡ は10期 の50住出土の 557が初期のものである。14期 の 279、 843、 15期 の 589、 906は身部が

浅い形態になっている。

鉢

ロクロ成形、底部回転糸切、付高台の土師器である。tt Aは 口径 20cm前後で杯 Aと 相似形である。4点図化した

(94、  299、  755、  873)。

21住出土の299は 8期 に属する。口縁部が外反する形態である。±81出土の873も 同様の形態である。69住出土の

755は杯 Aと 相似形の形態である。

甕類

小型甕 D、 小型甕 E、 羽釜 A、 羽釜 B、 甑、甕類がある。

小型甕Dはロクロ成形で体部にカキロ、ロクロロがみられ、日径と器高の比が 1:1に なる甕である。今回調査の土

器群での煮炊具の主体となっている。口径 10。 7～ 23。8cm、 器高 9.6～ 20.5Cmで ある。34点図化した。

8期の小型甕 Dは 22住 (328)と 23住 (351、 352、 353、 354、 356、 359)で 出土している。328は全体のわかるも

ので口径 16。 2cm、 器高19.4cmで ある。23住では6点出土している。353と 359に は内面にカキロがみられる。353は

口径 13。 2cm、 354は口径 19.6cmと 2つの法量がみられる。9期では 14住 (174、 175)と 44住 (522、 524)で出土し

ている。175は 口径 12.2cm、 522で 15。6cmである。522で は内面にカキロがみられる。10期では13住 (159、 160)、 15

住 (208)、 16住 (232)、 35住 (451、 453)で出土している。内面のカキロがみられなくなる。口径 20cm前後の 160、

232、 日径 10～ 13cm前後の 159、 208、 451の 2法量ある。11～ 12期では7住 (30、 32)、 73住 (776、 777)で 出土し

ている。7住、73住ともに2つ の法量がある。13～ 14期では10住 (97)、 17住 (248)、 29住 (410)、 67住 (747)で

出土している。97、 248は全体のわかる資料である。ともに口径、器高が10cm程度である。15期では全体の分かるも

のはないが 60住出土の 704、 705は 口縁部の破片であり、日径 20cm前後である。

小型甕Eはナデ調整の甕である。l点図化した。15期の79住で805が出土している。口径 11。2cmである。内面にハ

ケロがみられる。14期の8住出土の 57、 58は 内タト面ナデ調整の甕である。口径 27cm前後である。小型甕 Eの系統の

甕か。

羽釜は指ナデ、ハケロ、板状工具によるナデなどが器面にみられる甕で、鍔部が口縁部下にみられる。鍔部の全周

する羽釜 Aと鍔部が 2箇所ある羽釜 B(758)が ある。11期から15期 まで小型甕Dと ともに煮炊具の主体となってい

る。全体のわかるものはない。羽釜 Aは口径 15.2～ 24。4cm、 羽釜 Bは 1点のみ出土しており口径 22。4cmである。10

点図化した。

羽釜は11期 に出現する。37住出土の472、 45住出土の544、 73住出土の779が初期のものである。472は口径 24。4cm、

779は 口径 20。9cmである。779に は外面にハケロがみられる。12期では19住出土の268がある。13～ 14期では67住

(749)で 1点、15期では60住 (706)、 79住 (807)で 1点ずつ出土している。口径は20cm前後が主体を占めるが 23
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住出土の355は 口径 15。2cmと 小さいものである。

甑は20住で1点 (287)出土している。全体の分かるものである。体部に指圧痕、雑な板状工具ナデ痕がみられる。

口縁部下に鍔部が付かない。口径 26。4cm、 器高21cmである。共伴する286、 287も 甑の可能性がある。

不明甕類は54住 (613)、 67住 (750)で出土している。613は足釜の脚部であろうか。750は獣脚の付 く鍋の底部で

ある。

黒色土器

内面および内タト面に黒色処理をするロクロ成形の土師器である。器形には杯 A、 椀がある。内面のみ黒色処理を行

う黒色土器 A、 内外面とも黒色処理を行う黒色土器Bがある。底部は回転糸切り痕、ナデ痕を持つ。黒色処理前にほ

とんどの個体でミガキが施されるが、まれにミガキのないものもある。黒色土器Aは 111点、黒色土器 Bは 11点図化

した。

杯 A
無高台の黒色土器である。黒色土器 A、 黒色土器B(131)が ある。24点図化した。

8期の22住で4点 (302、 303、 304、 325)出土している。口径 12.8～ 14cm(13.4cm)、 器高3.6～ 4。lcm(平均 3.9cm)

であり、8期の土師器杯 Aの法量とほぼ一致する。302、 303、 304は 内面にヘラ記号がみられる。9期以降の住居址覆

土からも出土するが2点以下の出土しかなく混入したものと考えられる。57住出土の638、 639は 内面にミガキがない。

131は黒色土器 Bで 14期 の 12住から出土した。外面の黒色はみられないものの内外面にミガキが施される6

椀

付高台の黒色土器である。黒色土器 A、 黒色土器 Bがある。口径 12。 3～ 16。4cm。 器高 4。 15～ 7cm。 口径 10cm前後

の小椀もみられる。73点図化した (A:65点、B:8点 )。

黒色土器Aは 8期の21住 (288)22住 (305、 326)で出土している。305はやや丸みを帯びた形態の体部である。9

期では14住、44住、61住で出土している。61住出土の708は直線的な立ち上がりの体部である。10期では13住、15

住、16住、35住で出土している。体部は直線的な立ち上がりの形態がみられるとともに147の ような腰の張る形態が

みられるようになる。11～ 12期では小椀 (249)も みられるようになる。14期では腰の張る形態が主体を占めている。

15期 には出土数も減り、全体の分かるものはない。

黒色土器 Bは 9期の44住で 1点 (491)が みられるが混入であろう。遺構にともなうのは14期 からである。51住

(568)、 80住 (834)で 1点ずつみられる。15期では52住、79住で出土している。79住では椀、小椀がみられる。椀、

小椀ともに体部が直線的に立ち上がる形態である。

須恵器  ―

器形には壺類 (469、 881、 954)、 甕類 (535、 918、 925)がある。6点図化した。469は 11期の37住から出土した。

短頚壺かもしれない。自然釉が器面にみられる。器形のわかるものには石列1か ら出土した甕D(925)がある。凸帯

と耳部が外面にみられる。44住出土の535は 甕類の一部である。タト面にタタキロがみられる。

灰釉陶器

ロクロ成形で器面に灰釉のかかる硬質の陶器である。器形には椀、皿類 (皿、段皿)、 瓶類 (広口瓶、短頚壺)があ

る。168点図化した。

椀

ロクロ成形、付高台、タト面下半には回転ヘラ削りが施されるものもある。タト面底部には回転ヘラ削り痕、ナデ痕、回

転糸切り痕などがみられる。内外面底部には重ね焼きでの溶着を防ぐ目的で施釉されないものが多い。107点図化した。

8期では21住 (300)、 22住 (327)で 1点ずつ出土している。2点 とも刷毛で施釉されている。327は 高台外面に稜

のある形態である。9期では14住 (180)、 44住 (528、 529、 530、 531、 532、 533)で出土している。特に44住では6

点出土している。高台タト面に稜があり、体部が緩やかに立ち上がる形態である。10期では13住、15住、16住、31住、

35住、36住で出土している。157、 426は刷けで施釉しているが漬け掛け施釉のものが主体を占めている。口径 13cm

前後、器高3cm前後のもの (425、 448、 462)、 日径 13。8～ 16。 85cm、 器高5cmの ものと2つの法量がある。11～ 12期

では7住、19住、37住、50住、73住で出土している。7住出土の 22、 26は これまでの緩やかに立ち上がる体部の形

態とは違い、体部に腰の張る形態である。26は内面全面に施釉されている。高台の形態には外面に稜が不明瞭なもの

もみられてくる。10期 と同様に24、 265、 770な どの口径 13cm前後、器高3cm前後のものもみられる。刷毛で施釉さ
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れるものはみられない。13～ 14期では体部が緩やかに立ち上がる形態のものはみられない。高台の形態は高く直線的

である。外反するものもみられてくる (109、 283、 796)。 内面口縁部に沈線が巡るものもある (246、 376、 378)。 口

径 12。8cm～ 16.85cm、 器高 5.3～ 6.8cmの 範囲内にある。15期では550、 636な どのように高台断面が三角形を呈する

ものがみられる。口径 13～ 15。8cm、 器高 6.2～ 6。8cmの範囲内にある。

皿類

ロクロ成形、付高台、外面下半には回転ヘラ削りが施されるものがある。外面底部には回転ヘラ削り痕、ナデ痕、回

転糸切り痕などがみられる。椀と同様に内外面底部には施釉されない。皿と段皿がある。42′点図化した。

8期では21住では皿が1点出土している (301)。 口径 13。 lcmである。9期では14住 と竪3にみられる。段皿は1点

しかなく、内面の段は不明瞭である。皿の割合が高い。皿の口径は 12。1～ 12。8cmである。11～ 12期では段皿がなく、

すべて皿である。口径 12。3～ 13.6cmで ある。13～ 14期では段皿の割合が大きく皿はほどんどみられない。15期では

79住で段皿が 1点みられるのみである。

瓶類

外面上半はロクロナデ痕、外面下半は底部まで回転ヘラケズリ痕、内面にはロクロナデ痕がみられる。高台は付高

台である。刷毛で施釉されている。広口瓶と短頚壺がある。全体のわかるものは少ない。18点 図化した。

14住出土の181の短頚壺である。外面の肩部に沈線がみられる。450、 534、 574、 668は広口瓶の口縁部である。口

径 13cm前後と20cmの 2つの法量がある。9期～ 15期 にみられる。

緑釉陶器

小破片を含めて44点出土している。このうち15点 を図化した。器形には椀、皿類 (段皿、耳皿)がみられる。7住

で 5点、23住で 2点、57住で4点、C検出面で17点出土している。分類は文献 2に従った。

椀

椀には体部が緩やかに立ち上がる形態 (349、 350)と やや腰の張る形態 (27、 527)がある。口径 10cm程度の椀 (831、

938)も みられる。高台はすべて付高台である。349は 19住、23住、35住間で接合する。350は b類。半分以上が残存

している。349、 350と も8期に属する。27は e類の椀。体部は腰が張る形態である。11期 に属する。29、 953は体部

下半の回転ヘラケズリ痕、高台底部の沈線などの調整が似ている。935は f類かもしれない。

皿類

皿類には段皿 (205、 662、 953、 1003、 1018)、 耳皿 (1010、 1014)がある。205は 15住、31住、36住間で接合する。

10期 に属するもので口径 15.2cmで ある。57住出土の662は 口径 12。8cmである。

14期 に属する。耳皿の 1010と 1014は 同一個体である。15期 に属する。

輸入陶磁器

白磁、青白磁がみられる。

白磁のうち古代の遺構に伴うものは4″点ある。4′点図化した。51住 (571)、 54住 (615)、 67住 (982)、 84住 (799)

で出土している。分類できるものでは571が玉縁口縁のみられるV類、799は外面にヘラケズリ痕のあるⅣ類の可能性

がある。11世紀代 (14～ 15期 )の遺構にみられる。

青白磁は15期の52住で 1点出土している (599)。 599は瓶子類の体部破片で外面には唐草文と蓮弁文がみられる。

(2)出土土器群

今次調査では古代 8～ 15期 まで土器群がみられる。以下では各期の土器群について組成と特徴をみていく。

8期の土器群

21住、22住、23住がある。

土師器、黒色土器 A、 灰釉陶器、緑釉陶器で構成される。

食器 :土師器杯 A、 盤 A、 鉢 A、 黒色土器 A tt A、 椀、灰釉陶器椀、皿類、緑釉陶器椀がみられる。

煮炊具 :小型甕 Dがみられる。

貯蔵具 :灰釉陶器瓶類がみられる。

土師器杯 Aが出現する。23住で口径平均 13.2cm、 器高平均 3。4cmである。土師器杯 Aの割合が高く、黒色土器A

杯 Aも みられる。灰釉陶器椀は直線的に緩やかに立ち上がる形態で高台外面に稜がみられる。すべて刷毛塗り施釉で

ある。23住で緑釉陶器が 2点出土している。煮炊具では小型甕Dがみられる。23住出土の 353、 359に はカキロがみ
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られる。貯蔵具は23住に灰釉陶器瓶類 (360)がみられるものの11期以降に混入した可能性がある。

9期の土器群

14住、44住、61住がある。

土師器、黒色土器 A、 須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器で構成される。

食器 :土師器杯 A、 椀、盤 A、 黒色土器 A tt A、 椀、灰釉陶器椀、皿類、緑釉陶器椀がみられる。

煮炊具 :小型甕 Dがある。

貯蔵具 :須恵器甕類、灰釉陶器広口瓶、短頚壺がある。

土師器椀が多くなる。土師器椀は直線的に立ち上がる形態を持つ。土師器杯 Aは口径平均 12。 2cm、 器高平均 3。3cm

である。61住ではみられないものの14住、44住では灰釉陶器の割合が高くなる。灰釉陶器椀は8期 と形態は同じだが

漬け掛け施釉のものが多い。灰釉陶器皿類は44住でまとまって出土しており、皿が多く段皿は少ない。煮炊具は小型

甕 Dがみられ、44住出土の 522にはカキロがみられる。貯蔵具は14住出土の 181が全体のわかる資料である。44住
では灰釉陶器瓶類とともに須恵器甕類がみられる。

10期の土器群

13住、15住、16住、31住、35住、36住がある。

土師器、黒色土器 A、 灰釉陶器、緑釉陶器で構成される。

食器 :土師器杯 A、 椀、盤 B、 黒色土器 A椀、灰釉陶器椀、緑釉陶器段皿がみられる。

煮炊具 :小型甕 Dがある。

貯蔵具 :灰釉陶器広口瓶がある。

土師器盤Bが出現する (156、 447)。 土師器杯 Aは口径平均 11。 5cm、 器高平均 3。lcmである。土師器椀と黒色土器
A椀には腰の張る形態のものがみられてくる (147、 423)。 灰釉陶器は9期 と同じ形態で漬け掛け施釉のものが多い。

灰釉陶器椀は2法量みられる。煮炊具は小型甕Dがみられる。体部にカキロのみられるものはなくなる。貯蔵具には

灰釉陶器広口瓶がある。

11期の土器群

7住、37住、50住がある。

土師器、黒色土器 A、 須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器で構成される。

食器 :土師器杯 A、 椀、盤 B、 黒色土器 A椀、灰釉陶器椀、皿類がある。

煮炊具 :小型甕 D、 羽釜 Aがある。

貯蔵具 :灰釉陶器瓶類、須恵器甕類がある。

土師器杯 Aは口径平均 10。5cm、 器高平均 2。9cmである。灰釉陶器椀は体部に腰の張る形態が出現する。また9期と

同じく2法量みられる。緑釉陶器は7住で 5点出土している。煮炊具は小型甕 Dあ る。羽釜 Aが出現する。
12期 の土器群

19住、73住がある。

土師器、黒色土器 A、 灰釉陶器で構成される。

食器 :土師器杯 AⅡ 、杯 AⅢ、椀、黒色土器 A椀、灰釉陶器椀、皿類がある。

煮炊具 :小型甕 D、 羽釜 Aがある。

貯蔵具 :み られない。

土師器杯 Aに AⅢが出現し、従来からのAⅡ と合わせて2つの法量がみられる。土師器杯 AⅡ の口径平均 11.6cm、

器高平均 2.9cmである。黒色土器 Aに小椀がみられる。灰釉陶器椀は直線的に緩やかに立ち上がる形態であるが、高

台に稜を持たないものもみられる。2法量みられる。灰釉陶器皿類は皿のみがみられる。煮炊具は小型甕 Dと 羽釜A
がある。73住では両方出土している。

13期 の土器群

明瞭な土器群はみられない。おそらく67住が該当するとおもわれる。

土師器、黒色土器 A、 灰釉陶器、白磁がある。

食器 :土師器杯 A、 土師器盤 A、 土師器盤 B、 黒色土器 A椀、灰釉陶器椀、皿類 (皿、段皿)、 白磁がある。

煮炊具 :小型甕 D、 羽釜 Aがある。

貯蔵具 :み られない。

土師器杯 Aに はAⅡ とAⅢの2法量みられる。土師器杯 AⅢ は3点のみ出土しており、口径 9。1～ 11。05cm、 器高

1.6～ 2。65cmである。白磁は混入であろう。灰釉陶器皿類はほとんどが段皿である。煮炊具は小型甕Dと 羽釜 Aがみ
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られる他、鍋の底部がある (750)。

14期の土器群

8住、9住、10住、11住、12住、17住、20住、26住、30住、51住、62住、57住、76住、80住がある。今回の調

査で最も多くみられる土器群である。

土師器、黒色土器 A、 黒色土器 B、 灰釉陶器、緑釉陶器で構成される。

食器 :土師器杯 AⅡ 、杯 AⅢ、椀、盤 A、 盤 B、 皿 A、 黒色土器 A椀、灰釉陶器椀、皿類 (段皿)、 緑釉陶器椀、段

皿がある。

煮炊具 :小型甕 D、 甑、羽釜がある。

貯蔵具 :灰釉陶器広口瓶、瓶類がある。

土師器杯 AにはAⅡ とAⅢの2つの法量がある。口径平均 9。8cm、 器高平均 2。2cmである。tt A、 黒色土器 B椀、

杯Aが出現する。土師器椀、黒色土器A椀は腰の張る形態が多い。土師器小椀はすべて直線的に立ち上がる形態であ

る。灰釉陶器椀は直線的に緩やかに立ち上がる形態はみられない。内面口縁部に沈線の巡るものがみられる。皿類は

13点のうち段皿が 12点みられる。輸入陶磁器がみられるが混入である。煮炊具は小型甕 Dと羽釜の組み合わせであ

るが、20住では甑がみられる。貯蔵具は灰釉陶器広口瓶で2法量みられる。

15期の土器群

49住、52住、54住、56住、60住、79住、溝 12がある。

土師器、黒色土器 A、 黒色土器 B、 灰釉陶器、緑釉陶器、輸入陶磁器 (青白磁、白磁)で構成される。

食器 :土師器杯 AⅡ 、杯 AⅢ、椀、盤 B、 皿 A、 黒色土器 A椀、黒色土器B椀、灰釉陶器椀、段皿、緑釉陶器椀があ

る。

煮炊具 :羽釜 A、 小型甕 B、 小型甕 Eがある。

貯蔵具 :灰釉陶器広口瓶、瓶類がある。

土師器杯 AにはAⅡ とAⅢ の2つの法量がある。ひとつの土器群で杯 AⅢが1点以下しかみられなくなる。土師器

杯 AⅡ は口径平均 9。3cm、 器高平均 1。8cmである。60住 と63住では皿Aがみられる。土師器椀、黒色土器 A椀がと

もに少なくなる。黒色土器Bの小椀が出現する。灰釉陶器椀には550、 636の ような高台断面形が三角形を呈するもの

がみられる。皿類は段皿が 79住で1点 しかみられない。52住で青白磁瓶子類、54住で白磁 (615)がみられるなど輸

入陶磁器が出現する。煮炊具は小型甕 Eが 79住で 1点出土している (805)。

(3)文字関係資料

17点出土している。いずれも平安時代の土器である。墨書 (298、 511、 842)、 刻書 (410)、 ヘラ記号 (269、 302、

304、 491、 604)、 墨痕のあるもの (108、 107、 110、 266、 345、 471、 636、 865、 910)な どがある。

298は土師器杯または椀の口縁部に墨書されている。511、 842は土師器杯 AⅡ のタト面墨書されている。墨書土器は

は 8、 9、 14期 にみられる。410は小型甕Dの外面底部に「金」と刻書されている。ヘラ記号は黒色土器 Att A(302、

303、 304、 491)、 黒色土器 A椀 (269)、 黒色土器 B椀 (491)、 土師器杯 A(604)が みられる。内面にヘラ記号され

ている場合が多いが 491はタト面底部にヘラ記号がみられる。器面に墨痕のあるものは9点出土した。すべて灰釉陶器

椀、皿類である。このうち朱墨の付着するものはみられない。23住出土の345は破断面にも墨痕がみられる。

(4)そ の他

遺構間で接合する個体が 5点ある。

緑釉陶器椀 (349)が 19住、23住、35住間で接合する。緑釉陶器段皿 (205)が 15住、31住、36住間で接合する。

灰釉陶器短頚壺 (181)が 14住、19住間で接合する。須恵器壺類 (881)が P252、 P254で接合する。土師器羽釜 (749)

が 51住、67住、73住で接合する。

C 中世
(1)器種 0器形

器種には輸入陶磁器、土師器、陶器などがある。57″点出土しているιこのうち32点図化した。5住、6住、25住、40

住、竪 2、 ± 53で比較的まとまってみられる。

輸入陶磁器

青磁、青白磁、自磁がある。
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青磁

小破片も含め29点出土している。このうち11点 を図化した。時期が分かるものはすべて13世紀代に属する。ほと

んどの器形が椀であるが盤 (966)、 皿または杯 (6)な どもみられる。遺構に伴うものはP15(978)、 P51(883)、 竪

2(972、 985、 991)、 ± 57(868)、 6住 (11、 975、 989)な どで9点ある。残りは検出面などから出土している。椀に

は器面に蓮弁文、鏑蓮弁文、劃花文などの紋様がみられる。

青白磁

2点出土している。2点図化した。梅瓶 (488)、 瓶子類 (350)がみられる。25住 (350)、 40住 (488)で 出土して

いる。488は梅瓶の体部片である。外面は渦文、内面はロクロナデ痕がみられる。599は 口縁部から頚部にかけての破

片である。口縁が折り返されている。

白磁

6点出土している。このうち2点図化した (334、 962)。 遺構にともなうものは6住 (974、 976)、 25住 (334)、 ± 53

(971)、 残りは検出面から出土している (962、 981)。 分類できるもので 974が V類、962はⅣ類である。

土師器

皿、内耳鍋がみられる。

皿は7点出土している。すべて I類 (手捏ね成形)である。Aと Bの 2法量ある。40住で3点出土している。法量
から12世紀末葉～前葉、13世紀中葉～後葉の2時期に分けることができる。

内耳鍋 (806)は 1点出土している。79住の遺物となっているが位置から溝 12に属するものと考えられる。口辺部

片で耳部が縦位に付けられている。口唇部に面取りがされ外面は横方向のナデ痕がみられる。断面形は直立し体部へ

向かって広がっていくような形態である。文献 1の分類ではみられないものである。13世紀代のものか ?

陶器

11点 出土した。山茶碗 (860、 882、 929)、 常滑系陶器 (994)、 古瀬戸系陶器 (330、 486、 489)、 須恵質陶器 (34、

333、 335)、 東海系陶器 (34、 996)、 不明品 (995)がある。

929の 高台には籾殻圧痕がみられる。古瀬戸系陶器には卸皿 (330)、 瓶子類 (489)がある。34は捏鉢の口縁部片。

端部中央に沈線が入る。Ⅵ類に分類される。333は底部片。335は橘鉢である。摺目が一組 7本で2組みられる。

(2)土器群

文献 1では在地系土器の土師器皿、内耳鍋を柱とした時期区分がされている。今次調査では土師器皿が 7点出土し

ており、それを中心として土器群の時期をみていく。

土師器皿は手捏ねの I類のみがみられる。5住、6住、40住、76住、± 53で出土している。このうち 5住 (4)、 76

住 (793)は状況から混入と考えられる。遺構に伴うものは6住、40住、± 53がある。また25住には土師器皿はみら

れない。

6住出土土器群

6点出土した。土師器皿、青磁椀、自磁椀がある。土師器皿は法量から13世紀中葉～後葉に位置する。 青磁は時
期がわかるもので13世紀代。白磁にはV類がみられる。本址土器群は13世紀中葉～後葉中世1期第3段階に位置する。

平安時代の混入がみられる。

25住出土土器群

5点出土した。須恵質陶器 (鉢、橋鉢)、 古瀬戸系陶器卸皿、白磁椀、青白磁瓶子類がある。時期のわかる在地系の

土器は須恵質陶器鉢 (333)、 橋鉢 (335)がある。333が 13世紀代に湖る可能性のあるものである。一方、335は 14世

紀代に位置する。古瀬戸系陶器の卸皿も14～ 15世紀代である。599は青白磁瓶子類である。13世紀代に位置する。時

期にかなり幅があり時期を特定できない。13～ 14世紀代。

40住出土土器群

11点出土した。土師器皿 (483、 484、 485、 486)、 古瀬戸系陶器 (486)、 青磁、青白磁梅瓶がある。土師器皿は4点

出土しているがいずれも13世紀中葉～後葉 (中世 1期第 3段階)に位置する。

± 53出土土器群

2点出土している。土師器皿 (876)、 白磁椀 (971)がある。土師器皿は1点出土している。13世紀中葉～後葉 (中

世 1期第 3段階)に位置する。

竪 2出土土器群

3′点出土している。青磁椀 (972、 985、 991)がある。時期の分かるもので 13世紀代のものがある。
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まとめ

今回の調査では古墳時代中期、平安時代、中世の3時期の土器、陶磁器がみられる。

古墳時代中期の土器群は38住、土器集中3でみられる。l次調査でも該期の土器群がみられており周囲に集落の存

在が予想される。平安時代の土器群は大部分の遺構からみられる。時期は8～ 15期がみられるが特に9期、10期、14

期、15期の土器群が多くみられ、良好な資料といえる。中世は13世紀～14世紀代がみられるが特に13世紀中葉～後

葉 (中世 1期第 3段階)が比較的多くみられる。

平安時代では緑釉陶器が比較的多く出土しており、25住、40住、52住では青白磁瓶子類、梅瓶といった高級陶磁器

が出土している点は集落の性格を示しているのでないだろうか。

文献1 長野県埋蔵文化財センター 1990「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4」 松本市内その1 総
論編

文献2 長野県埋蔵文化財センター 1989「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書3」 塩尻市内その2 吉
田川西遺跡                                   |
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土師器盤BⅡ 黒色土器B小椀

灰釉陶器椀

土師器盤BI 黒色土器B椀
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第6表 1 土器観察表 (古墳時代の土器)
醐
¨
暉曇却蔚葺澤謁: 種 Elll 形

一
器
一 菩齢 腑 一舗帥

隣存驚 調馨 備者 業測覇晨

5住ベル ト 古墳 高杯 外面ミガキ、内面ケズリ・ナデ

25住フ 土 器台 ナデ 穿孔されている

294主 弥 生 ミニチュア 外面波状文、手持ちヘラケズリ、内面板状工具ナデ 内面にタール状の付着物

35住 No.21 古墳 高杯 磨滅激しい

38住 No。 8 古墳 高杯 (19.6) 口1/8 口縁ヨコナデ、ミガキ

38住 No.5、 南、
ク土

古墳 甕 底完 内外面ハケロ、底面ナデ

38住東フク土 古 墳 高杯 外面ミガキ、内面ナデ

38住 No.3 古 墳 高杯 外面ミガキ、内面しぼり痕

38住 No。 7 古墳 高杯 外面ミガキ、内面しばり痕

38住 No.6 古墳 高杯 外面ミガキ、内面上半しば り痕、下半ナデ痕

38住 古墳 小型壺 ロー部 口縁ナデ、外面ナデとケズリ、内面ナデ

38住 No。 5 古墳 小型壷 底 2/3 外面ナデとケズリ

38住 No.1 古墳 小型甕 (13.6) ロー部 口縁ヨコナデ、外面ナデ、内面指ナデとケズリ状ナデ

43住 No.1 古墳 高杯 (16。 4) ロー部 口縁ヨコナデ、内外面ナデとハケロ

44住ベル ト 古墳 高杯 外面ナデ、内面しばり痕

61住 SW 土 (12.1) 口1/6 体部強くケズリ後ナデ、一部ミガキか?

±85No.1 古墳 外面ナデ、内面ハケロ?、 底面ナデ ±85-1

古墳 高杯 底 1/3 端部ヨコナデ、外面ケズリとナデ、内面ナデ

土集 3No。 3 古墳 高杯 外面ハケロ、貫通孔 (4単位 )、 内面ナデ 土集 3-4

土集 3No.2 古墳 高杯
外面ミガキ、外面上端と下端に工具痕、内面しば り痕、内

面下部ハケロとナデ
土集 3-5

土集 3No.1 古墳 高杯 (12.8) 底 1/3 外面ミガキ?、 内面ナデ 土集 3-17

土集 3No.5 古墳 高杯 外面ミガキとナデ 土集 3-8

土集 3下層 古墳 高杯 外面ミガキと一部ハケロ、内面しば り痕 土集 3-9

土集 3下層 古墳 壺 ? (5.4) 底 4/5 内外面工具によるナデ痕、外面底部ナデ 土集 3-10

土集 3下層 古墳 壷 底完 内外面工具によるナデ痕、外面底部ナデ 内面被熱による黒変 土集 3-11

土集 3No.5 古墳 小型丸壺 口3/4 底完
口縁ヨコナデ、外面上半ハケロ、外面下半手持ちヘラケズ
リ、内面ハケによるナデ

土集 3-1

土集 3下層 古墳 短頚壷 (12.0 口1/6 口縁ヨヨナデ、外面ハケロ、日縁内面ハケロ、内面ケズリ 土集 3-2

土集 3下層 古墳 (12.5) 口2/3 底 1/2
口縁ヨコナデ、外面上部ハケロ後ミガキ、外面下半ケズリ

後ミガキ、外面底部ヘラケズリ、内面上部ハケロ後ミガキ、

下部ミガキ

土集 3-3

土集 3No.8 古墳 (17.6) 口1/3 口縁ヨコナデ、外面ハケロ、内面板状工具によるナデ 土集 3-7

土集 3No.4 古墳 外面ハケロ、内面ハケロ、内面下部ナデ 土集 3-14

土集 3No.7、 下層 古墳 壷 (6.6) 口完 底 2/3
口縁ヨコナデ、外面ケズリ後ハケロ、内面板状工具による
ナデ、外面底部ナデ

土集 3-6

土集 3下層 古墳 甕 (14.2) ロー部 口縁ヨヨナデ、外面ハケロ、内面ナデ 土集 3-12

土集 3No.7 古墳 壷 外面板状工具ナデ、内面板状工具ナデ 土集 3-15

土集3No.7 古墳 (15,2) 口1/3 口縁ヨコナデ、外面ケズリ、内面板状工具ナデ 土集 3-16

土集 3下層 古墳 甕 (7.2) 底一部欠 内外面ナデ 土集 3-13

検出面N 古墳 高杯 外面ミガキ、内面ナデ A検 -14

グリットNo。 1 古墳 高杯 外面ミガキ、内面ナデ

検出面N 古墳 高杯 外面ハケロ後ミガキ A検 -15

第 6表2 土器観察表 (平安時代の土器)
N朝■ 輌EIJ 一形

＝
器
＝

一朧 輔
榊 癬 ::

薄
一
備
¨

5住フ 黒 A 椀 (7.2) 高台 1/6 ロクロナデ、付高台

5住フ 土 杯または椀 口1/12 ロクロナデ

5住ベル ト 灰 (10.6) 口1/8 ロクロナデ

6住 NE 灰 ロクロナデ

6住NE 灰 椀 (7.2) 高台 1/8 底面 1/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

6住床 灰 瓶類 底面 1/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 底部

7住 N 土 杯 AⅡ (10。 4) 口1/4 底1/4 ロクロナデ、回転糸切

7住 N 土 杯AⅡ (10。 4) 口1/4底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

7住 S 土 杯 AⅡ (5。0 口1/12 底1/3 ロクロナデ、回転糸切

7住 S 土 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切

7住 P2 土 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切

7住 N 土 椀 高台 1/2 底面完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

7住 N 土 椀 高台2/3 底面完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

7住 N 黒 A 椀 (7.2) 高台3/4 底面完 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

7住 S 土 盤 A 高台 1/4 底面一部 ロクロナデ、付高台

7住 灰 口1/2 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
内面底部に 1条の沈線、外面底部
にヘラで付けた傷

7住 N 灰 椀 (14。 4) (6.2) (5。 7) ロー部 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 内面全面施釉

7住 灰 瓶類 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 底部

7住 N 灰 椀 (3.7) 口1/4 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 内面一部黒変

7住 No.3 灰 椀 口1/4 ロクロナデ

7住 No.2 灰 椀 (15。 6) 口1/3 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 内面全面施釉

7住 S 土 小型甕D 口1/8 口縁ヨコナデ、内外面ロクロナデ

7住 N 土 (21.8) ロー部 口縁ヨコナデ、内外面ミガキ

7住 N、 S 土 小型甕D 外面ロクロナデ、内面板状工具ナデ

7住 N 土 甕 底 1/3
内外面板状工具ナデ、外面底部手持ちヘラケズリ、底部木
葉圧痕

8住 No。 3 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.4 土 杯 AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.3 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.15 土 杯 AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.14 土 杯 AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.15 土 杯 AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 NW 杯AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.14 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.12 土 杯 AⅡ 口完 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切

8住床 土 杯AⅡ (10。 2) (2.4) 口1/8 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 内面一部にタール状付着物

土 ロー部 ロクロナデ、内面口縁部に沈線

8住 Wベ 土 (13.6) 口1/12 ロクロナデ、内面口縁部に沈線

8住 No.17 土 杯または椀 (13.4) 口1/6 ロクロナデ

8住 No.13 土 杯 AⅢ 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.10 土 杯 AⅢ 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No。 18、 No.5 土 杯 AⅢ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切

8住 No.11、 RTE 土 椀 高台一部欠 底面完 ロクロナデ、付高台、回転糸切
器面に小穴多い。激しく被熱して

8住 No。 9 土 盤BI (14.8) (8。 2)
口1/8 高台 1/2 底面 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
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8住 NE 灰 椀 (13.4)

ロー部 高台1/3 底面
1/2

ロクロナデ、付高台、回転糸切

8住 灰 椀 口1/5 ロクロナデ、回転ヘラケズリ

8住 SW 灰 段皿
口1/12 高台 2/3 底
面4/5

ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

8住 No.8 灰 広口瓶 高台 3/4 底面一部欠 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台、
8住 No.2 土 小型甕E? (27.8) 口1/5 口縁ヨコナデ、内外面ナデ

8住 SW、 NW 土 小型甕E? (26.4) 口1/5
口縁ヨコナデ、外面ハケロ、内面上半指ナデ、下半板状工
具ナデ

9住 No。 21 黒 A 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面黒色処理 混入

9住 No.8 黒 A 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
9住 フ 土 (9。 2) 口1/4 ロクロナデ、端部面取り
9住検 土 杯AⅡ 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
9住 N 土 杯 AⅡ 口1/5 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切 内外面にタール状付着物

9住 No。 9 土 杯 AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切 外面にタール状付着物

9住 N 土 杯 AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切
9住 N 土 杯 AⅡ 口3/4 底 4/5 ロクロナデ、回転糸切 内外面にタール状付着物

9住 No.11 土 椀 (10。 4) (3.3)
口1/7 高台一部 底面
1/2

ロクロナデ、付高台、回転糸切 直線的に立ち上がる体部

9住 No.12 土 杯 AⅢ 2.2) (2.7) 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
9住検 土 杯AⅢ (3。4) 口1/3 底2/3 ロクロナデ、回転糸切

9住 No.19、 床、
土 杯AⅢ (12.6) (5。 6) 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切

9住 No.1、 No。 9 土 杯または椀 口1/5 ロクロナデ
9住 No。 20 土 杯 AⅢ (3。 9) 口1/5 底1/5 ロクロナデ、回転糸切
9住 S 土 盤 BI 口1/4 ロクロナデ

9住カマ ド土 盤
ロー部 高台 1/3 底面
一部

ロクロナデ、付高台 高台外面にタール状付着物

9住 No.6 土 盤BI (7.6) 高台 1/2 底面完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 底面、高台内面にタークレ状付着物

9住 No.5 灰 段皿 (12.4) (2.5) 口1/10 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切
口縁部～内面にかけてタール状の

付着物

9住 No.2、 No.7 灰 椀 (15。 4) (6.2) 口1/12 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
9住 N 灰 椀 (14。 4) 口1/6 ロクロナデ
9住 No.3、 No。4 灰 口3/5 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 内面底部に沈線

9住 No。 16 土 盤 A (24.4)
口1/6 高台欠 底面
1/2

ロクロナデ、回転糸切後ナデ

10住 E 黒 A 杯 A 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 混入

10住 No。 31 土 杯 A (5。 8) 底完 ロクロナデ、回転糸切
10住 No。 26 土 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切
10住 フク土 土 杯 A 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切
10住 No。 5 土 盤BI 高台 1/2欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
10住 No。 18 土 椀 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ 黒色土器 ?

10住 No。 9 土 杯AⅡ 回一部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切
10住 No。 11 土 杯 AⅢ (5。 2) 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
10住 No。 32 土 盤BI (15。 2) 口1/4 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

10住床 土 盤BI? (14.2) 口1/10 ロクロナデ 口縁部内面に2本の沈線。8住 に同
一個体 (実測図なし)

10住 RTEフ ク土 土 杯 AⅡ (11.6) ロー部 底 1/6 ロクロナデ、回転糸切
10住 No。 10 土 杯AⅢ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
10住 No.13 土 盤A? (19。 2) 口1/2 ロクロナデ
10住 No。 8 土 鉢 A (19.4) 口1/8 ロクロナデ
10住 No. 土 (11.8) 口1/8 高台一部 ロクロナデ、付高台、回転糸切
10住 No。 1 灰 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
10住 No. 土 小型甕D (10.8) 口1/2 底完 口縁ヨコナデ、ロクロナデ、底部回転糸切
H ttNo.29 黒 A 椀 底 3/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

11住 黒 A 杯 A 底完
ロクロナデ、回転糸切後ナデ後ミガキ、内面ミガキ後黒色
処理

混入

11住 No.31 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
11住 NE 土 杯 AⅡ 口3/5 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
11住 SE 土 杯 AⅡ (44) (2.5) 口1/4 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切
11住 No。 26 土 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切後ケズリ?
11住 No.16 土 椀 口2/3 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 直線的に立ち上がる体部

11住 No.14 土 杯 AⅢ 底完 ロクロナデ、回転糸切 内面にタール状付着物

H ttSW 土 盤BI (14。 2) 口1/8 ロクロナデ、回転糸切
HttNo.9、 SW 灰 椀 (14。 2) 口1/6 ロクロナデ 内外面に墨痕

H ttNo.20 灰 椀 口完 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 内面底部と外面に墨痕

11住 No。 17、 No.21 灰 椀 口1/2 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 外面の一部と内面筋状に黒変

H ttSW 灰 椀 (15。 2) 口1/4 ロクロナデ 内外面に墨痕

11住床 土 甕 (8.8) 底 2/3 外面板状工具ナデ、内面、底部ナデ
11住 No。 5 土 羽釜B? (23.2) 口1/8 口縁ヨコナデ、外面ナデ、内面横方向ナデ 鍔部なし。甑か ?

12住 SWフ 土 杯 AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No.7 土 杯 AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 フク土 土 杯 AⅡ (104) 口1/4 底1/4 ロクロナデ、回転糸切
12住 No.19 土 杯AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切 内面炭化物付着

12住 No。 20 杯 AⅡ 回完 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No.14 土 杯 AⅡ 口5/6 底完 ロクロナデ、回転糸切 内面煤付着

12住 No.1 土 杯 AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No。 2 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No。 15 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 フク土 土 杯AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No。 16 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No.13 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 フク土 土 杯AⅡ 口3/4 底 3/4 ロクロナデ、回転糸切 全体的に歪み有 り

12住 フ 土 杯 AⅡ 口5/6 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No。 21 土 杯 A皿 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 SNフ ク土 土 杯AⅢ 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 SWフ ク土 土 杯AⅢ 底完 ロクロナデ、回転糸切
12住 No.9 黒 A 杯 A ロー部欠 底完 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、外面回縁部にミガキ 混入。底部の糸切痕不明瞭。

12住 NE 黒 B 杯 A (12.6) 口1/4 底2/3 外面ミガキ、内外面ミガキ内面のみ黒色処理、底部手持ち
ヘラケズリ

12住 SE 黒 A 椀 口5/6 高台 1/3欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 内面摩滅

12住 No.18 黒 A 椀 (15。 2) (7.2) ロー部 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
12住 No.10 土 椀 ロー部欠 高台 1/4欠 ロクロナデ、付高台、底部ナデ
12住 No.3 土 盤BI ロー部欠 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
12住 フク土 土 杯 AⅢ (3。 7) 口1/2 底 2/3 ロクロナデ、回転糸切 全体的に歪み有 り。

12住 フク土 土 杯 AⅢ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切                 | 内外面摩滅
12住 フク土 土 杯AⅢ (14.6) ロー部 底完 ロクロナデ、回転糸切                 | 内面摩滅
12住 フク土 盤BI (15.2) 口1/2 高台1/2欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ         | 低い高台
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16住 No。 21 土 杯AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切
16住 No。 35 灰 椀 (15.6) 口1/4 ロクロナデ
16住 No。 25 灰 椀 口1/4 底完 ロクロナデ、回転ヘラケズ リ、付高台

16住 No.3 灰 椀 (16.2) 口1/2 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切
16住 Eベル ト 灰 瓶類 ロクロナデ 頚部

164主 No。 8、 No.30、
土 小型甕D (19。 5) (20.5) 口1/4 口縁ヨコナデ、ロクロナデ

17住 No。 1 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
17住カマ ド 黒 A 杯 A (14.5) 口1/3 底 1/2 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切 混入

17住 Nフ ク土 黒 A 杯または椀 (13.7) 口1/3 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
17住 Nフ ク土 黒 A 杯または椀 (14.8) 口2/5 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
17住 Nフ ク土 黒 A 杯または椀 口1/5 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
17住 Nフ ク土 黒 A 杯または椀 口1/4 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

17住 No.3 黒 A 杯 A (14.4) ロー部欠 高台欠
ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切、外面底部
外周手持ちヘラケズリ

混入

17住 N 黒 A 椀 (15.1) 口1/3 底完
ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切後ナデ、付
高台

17住カマ ドNo.1 土 杯 AⅡ 口5/6 底完 ロクロナデ、回転糸切 内面一部にタール状の付着物

17住カマ ドNo.2 土 盤BI 底完 ロクロナデ、回転糸切、付高台
17住カマ ド 灰 段皿 (5。 3) 口1/3 底 1/5 ロクロナデ、付高台
17住 Nフ ク土 灰 椀 底 3/5 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、回転ヘラケズリ後ナデ
17住 No。 2 灰 段皿 ロー部欠 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ 内外面一部にタール状付着物

17住 Nフ ク土 灰 椀 口2/3 底完
ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台、日縁内面に沈線、
回転ヘラケズリ後ナデ

17住 N 土 盤 A 口2/3 ロクロナデ、付高台後ナデ、回転糸切後ナデ
17住 Nフ ク土 土 小型甕D (12.2) ロー部 口縁ヨコナデ、ロクロナデ 一部黒変

19住 S Eベル ト 黒 A 椀 (11.35) 口1/14底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 腰の張る体部。外面磨滅激しい
19住 黒 A 椀 口1/3 底 1/8 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
19住 Eベル ト 土 杯AⅡ (12。 1) (5.5) 口1/10 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
19住 Nベル ト 土 杯AⅡ 口1/2 底 1/6 ロクロナデ、回転糸切後ナデ
19住 土 杯 AⅡ 口1/6 底 2/3 ロクロナデ、ヘラ切り?
19住 土 杯AⅡ (11.4) 口1/10 底完 ロクロナデ、回転糸切
19住 土 杯AⅢ (13.2) 口1/7 底完 ロクロナデ、ヘラ切り
19住 No。 20 土 杯 AⅡ (11.6) (5.2) 口1/8 底 1/5 ロクロナデ、回転糸切
19住 No.5 土 杯AⅢ 口1/16 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切後ナデ
19住 土 椀 (7.05) 口1/3 高台一部 ロクロナデ、付高台、回転糸切
19住 No.6 土 椀 (14.5) (6.2) 口1/16 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
19住 No.18、 NE 土 盤BI 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
19住検 土 椀 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
19住 NW 灰 椀 底 3/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
19住 Eベル ト 灰 椀 (7.25) 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
19住 NW 灰 椀 底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 底部外面に煤付着

19住 Eベル ト 灰 椀 (12。 9) 口1/4 底1/3 ロクロナデ、付高台
19住 No.7 灰 椀 (6。 95) 口1/4 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 転用硯

19住 No.9、 MN 灰 椀 (15.8) 口1/2 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
19住 No.17 土 羽釜 A (22.5) 口1/16 口縁ヨヨナデ、ロクロナデ、鍔部貼り付け後ヨコナデ
20住 No。 5 黒 A 椀 口3/4 高台一部欠 ロクロナデ、付高台、内面黒色処理後ミガキ 内面にヘラ記号

20住 NW 黒 A 椀 ロー部 底 1/4 ロクロナデ、付高台、内面ミガキ後黒色処理
20住 土 杯AⅢ (12.8) 口1/3 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切
20住 No.H 土 杯AⅢ (6.6) ロー部 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
20住 No.10 土 杯AⅢ 口1/2 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切
20住 No.7 土 杯AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
20住 土 杯AⅡ (10.6) (5.8) 口1/3 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切
20住 土 杯AⅡ (10.6) (5.7) 口1/8 底 3/4 ロクロナデ、回転糸切
20住 No.16 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
20住No.8 土 杯AⅡ (11.2) 口2/5 底完 ロクロナデ、回転糸切
20住 No。 9 土 盤BE 口完 高台 1/3欠 ロクロナデ、付高台
20住 NW 土 椀 (4.8) 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
20住 No。 15 灰 椀 口1/3 高台1/4欠 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台
20住Eベル ト 灰 段皿 底 1/4 ロクロナデ、付高台
20住NE 灰 椀 (7.2) 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ後ナデ
20住 Eベル ト 土 羽釜B? 口1/12 口縁ヨヨナデ、外面ナデ、内面工具ナデ 鍔部なし

20住No.6 土 羽釜B? ロー部 口縁ヨコナデ、内外面工具ナデ 鍔部なし

20住 No.14 土 羽釜B? (24.4) 口1/4 口縁ヨコナデ、内外面工具ナデ、日縁内面指圧痕
20住 No.3、 7 土 甑 ロー部欠 底 3/4 端部ヨコナデ、指圧痕、雑な工具ナデ

21住 NW 黒 A 椀 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
21住 NE 黒 A 杯または椀 口1/8 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
21住 No.17 黒 A 杯 A (14.6) 口1/8 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
21住 黒 A 杯または椀 (14.6) 口1/2 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
21住 No。 14 黒 A 杯または椀 (16.8) 口1/8 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
21住 No.8、 NIW 黒 A 杯または椀 口1/8 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
21住 No.7 土 杯AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切
21住 No.11 土 盤BI (15。 2) 口1/3 ロクロナデ 混入

21住 No.1 土 盤BI 高台 3/4欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切 混入

21住 No.6 土 盤 A (14.2) 底 1/2 ロクロナデ、脚部貼り付け、透かし4単位
21住 土 杯 A ロー部 ロクロナデ 墨書

21住 Sベル ト 土 鉢 A 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
21住 No。 14 灰 椀 (13.4) 口1/6 ロクロナデ 刷毛塗り

21住 NE 灰 (13.1) ロー部 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 刷毛塗り

22住 No。 6 黒 A 杯 A (12.8) 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 内面にヘラ記号

22住床下 No.7 黒 A 杯 A 底完
ロクロナデ、回転糸切のち手持ちヘラケズリ、内面ミガキ
後黒色処理

内面にヘラ記号

22住床下 No.1 黒 A 杯 A 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 内面にヘラ記号

22住No.1 黒 A 椀 (15。 6) (7.8) 口1/6 高台一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面黒色処理後ミガキ
22住床下フク土 黒 A 杯または椀 (13.8) 口1/4 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
22住床下フク土 黒 A 杯または椀 口1/4 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
22住 No.19 土 杯または椀 (14.2) 口1/4 ロクロナデ
22住 No.22 土 杯AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
22住 No.4 土 杯AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
22住 土 杯AⅡ 口1/3 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切
22住 20 土 杯AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
22住床下 No.6 土 杯AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
22住床下フク土 土 杯AⅡ 回2/3 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切
22住 土 杯AⅡ (12.4) 口1/8 底2/3 ロクロナデ、回転糸切
22住床下 No.4 土 杯AⅡ 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
22住 No.9、 H 土 杯AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切
22住 No。 2 土 杯 AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切                | 全体的に歪み

22住 No.11 土 杯AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
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31住 No。 9 土 杯 AⅡ 口2/3 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切
31住 No.6 土 杯AⅡ (11。 25) 口1/8 ロクロナデ
31住 土 杯 AⅡ (12.2) 口1/10 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
31住 No.10 土 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切
31住 No。 3 土 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切後ナデ
31住 No.8 土 椀 (13.4) (6.85) 口1/6 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
31住 No。 1 土 椀 ロー部欠 底一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切

31住 SEフ ク土 土 椀
口1/2 底一部欠 高台
欠

ロクロナデ、回転糸切

31住 No。 5 灰 椀 ロー部欠 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 漬け掛け

31住 No.4 灰 椀 ロー部欠 高台一部欠 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 刷毛塗り

32住 No.1 土 小型甕D (10.2) 底 1/2
外面板状工具ナデ (一部ハケロか?)、 内面板状工具ナデ、
底面回転糸切

小型甕D?

35住 No.11 黒 A 椀 底 3/4
ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ、内面ミガキ後黒色
処理

35住 No.23 黒 A 椀 (7.7) 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

35住 SW 黒 A 椀 底 3/4
ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ、内面ミガキ後黒色
処理

35住 No。 9 土 杯 AⅡ 口1/2 底3/4 ロクロナデ、回転糸切
35住 No.28 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
35住 No.16 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
35住 No。 2 土 杯 AⅡ (11。 2) ロクロナデ、回転糸切 内外面にタール状の付着物

35住 No。 6 土 杯 A (5。2) 底完 ロクロナデ
35住 ベル ト、36住 S〕 土 杯 AⅡ (11.7) 口1/2 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
35住 No.24 土 杯AⅡ 口2/3 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切
35住 No.27 土 杯AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切

35住 No.13 土 杯AⅡ (5。65)
口2/5底 3/5ロ クロナ
デ、回転糸切 口縁に煤付着、外面底部から体部にかけて黒変

35住 No.28 土 杯AⅡ (12) 口1/3 底2/5 ロクロナデ、回転糸切

35住 フク土、ベルト
(W)

土 杯AⅡ 口5/6 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切 内外面にタール状の付着物

35住 土 杯AⅡ (12.6) (6.45) 口1/4 底 2/5 ロクロナデ、回転糸切
35住 No.19 土 椀 (14.4) 口1/6 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
35住 SW 土 椀 (13.7) 口1/14底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切
35住 No.15 土 椀 (13.3) (6.55) 口1/4底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切
35住 No.10 土 椀 (13.6) 口1/4 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ 内面に黒変あり

35住 No.22 土 盤BI (17.15) 口1/4 底一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
35住 No。 20 灰 椀 口1/2 底 2/3 高台欠 ロクロナデ、回転ヘラケズリ
35住 ベル ト (W) 灰 椀 (7.75) 底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
35住 NE、 36住 blE 灰 瓶類 (12.8) 口1/6 回縁ヨコナデ、ロクロナデ 口縁部

35住 No.4 土 小型甕D ロー部欠 底 3/4 口縁ヨコナデ、ロクロナデ、回転糸切後ナデ
35住ベル ト (W) 土 甕 (18。 4) 口1/8 口縁ヨヨナデ、内面板状工具ナデ
35住 No.26、 36住 NE 土 小型甕D 底完 ロクロナデ、底面回転糸切
36住 No。4 黒 A 杯 A (15.3) 口1/3 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切後ナデ、内面黒色処理後ミガキ 混入

36住 S 黒 A 杯または椀 (13.2) 口1/8 ロクロナデ、内面黒色処理後ミガキ
36住 No。 6 土 椀 (7.55) ロー部欠 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切

36住 No.8 土 杯AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切
36住 No。 2 土 杯AⅡ 口1/2 底 2/3 ロクロナデ、回転糸切
36住 NW 土 杯 A (12.8) 口1/8 ロクロナデ
36住 No.5 土 椀 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切
36住 No.9 灰 椀 (12.9) 口1/3 底 2/5 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
36住 SWフ 灰 椀 (7.6) 底 1/5 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

37住 Eフ 黒 A 杯または椀 (14.7) 口1/4 ロクロナデ
37住 No.4 黒 A 椀 (7.8) 高台 1/2 底面 1/3 ロクロナデ、付高台、内面ミガキ後黒色処理
37住 土 杯または椀 口1/8 ロクロナデ B地区と重複する
37住 No。 6 土 杯 AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切 C地区と重複する
37住 No。 6 土 杯AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
37住 フク土 須 短頚壷B? 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切 自然釉。混入か ?

37住 No。 7 灰
口1/4 高台1/5 底面
2/3

ロクロナデ、付高台、回転糸切、日縁に輪花 内外面に煤付着

37住 No.3、 No.5 灰 椀 ロー部欠 底完 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 外面墨痕

37住 No.8 土 羽釜A (24.4) 口1/12
口縁ヨコナデ、外面ナデ、鍔部貼り付け後ヨコナデ、内面
工具ナデ

44住土 No.1 黒 B 椀 底面完 高台一部欠 回転ヘラケズリ後ケズリ、付高台、内外面ミガキ後黒色処
理

ヘラ記号、混入 ?

44住 No.23、 NE 黒 A 杯 A (1■ 8) (5.6) 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 混入

44住 黒 A 杯 A (12.6) (5.6) 口1/3 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 混入

44住SW 黒 A 杯または椀 口1/3 ロクロナデ、内面ミガキ
44住 No。 16 黒 B 杯または椀 (14.8) 口1/16 内外面ミガキ後黒色処理

44住 NQ21、 SW、 ± 1 黒 A 椀 口1/4底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面黒色処理後ミガキ
44住 No。 24 黒 A 椀 底面完 高台一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ

44住± 2、 No.21、 ± 1 土 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住 No.5 土 杯AⅡ 口1/6 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切
44住フ 土 杯AⅡ (5。8) 口1/12 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
44住 No.10、 No.29 土 杯 AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住 土 杯AⅡ (12.2) ロー部 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切と回転ヘラケズリ

44住 No。 13 土 杯 AⅡ 口1/8 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住ベル トW 土 杯 AⅡ (11.6) ロー部 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住 No. 土 杯AⅡ 口1/2 底 2/3 ロクロナデ、回転糸切
44住ベル ト 土 杯AⅡ (11.4) 口1/8 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住 No.19 土 杯 AⅡ (12.2) 口1/3 底3/4 ロクロナデ、回転糸切
44住 No.21 土 杯AⅡ (12.4) 口1/6 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住SE 土 杯AⅡ (12.6) 口1/12 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住 No。 21、 No.23 土 杯AⅡ (12.8) (5.8) 口1/8 底完 ロクロナデ、回転糸切
44住ベル トW 土 杯AⅡ (12.8) (5.6) 口1/16 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切 墨書

44住ベル トSW 土 椀 (14.8) ロクロナデ

44住 No.5、 ± 1 土 椀
口1/3 底面完 高台
1/2

ロクロナデ、付高台、回転糸切

444庄 No.8、 No。 21 土 椀 (14.8) 口1/16 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

44住ベル トSW 土 椀 (15。 6) (7.2) 口1/4底 1/4 ロクロナデ、付高台
44住 No。 9 土 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 外面に煤付着

44住 No。 6 土 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切
44住NW 土 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
44住 No.11 土 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 内外面一部黒変

44住ベル トW 土 盤BI? (17.8) 口1/3 ロクロナデ
44住 土 盤A? 底面 1/2 高台欠 ロクロナデ、付高台
44住 No.4、 Pl 土 小型甕D (15。 6) 口1/8 口縁ヨコナデ、外面ロクロナデ、内面カキロとナデ
44住Nベル ト 土 甕 (14.8) 内外面板状工具ナデ
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岬44住 NooH、 Pl 土 小型甕D 底 1/2 内外面ロクロナデ、外面下部ケズリ、底面回転糸切

44住 No.18 土 盤A? (28.8) ロクロナデ
44住ベル ト、SW 灰 椀 (17.8) 口1/8 ロクロナデ、回転ヘラケズリ

44住 No.20、 ベル ト
灰 椀

口7/8 底面完 高台一
部欠

ロクロナデ、付高台、回転糸切のちナデ?

44住 No。 15 灰 椀 (15。 8) 口1/3 底 1/4 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台、回転糸切

44住SW 灰 椀 (7.2) 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

44住SW 灰 椀 底 3/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切 ?

44住No.7 灰 椀 底 3/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切

44住Nベル ト 灰 広口瓶 (13.6) 口1/6 口縁ヨコナデ、ロクロナデ 口縁部

44住 No.3 須 甕類 (12.4) 外面タタキロ、下部ケズリ、内面板状工具ナデ、底面ナデ

45住フ 黒 A 椀 底面 1/6 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

45住SE 土 杯または椀 (11.6) 口1/3 ロクロナデ
45住SE 土 杯 A 口1/8 ロクロナデ
45住NE 土 椀 口1/12 ロクロナデ

45住NE 土 杯 A 底一部 ロクロナデ、回転糸切

45住 No。 2 土 椀 底 3/8 ロクロナデ、付高台、回転糸切

45住ベル ト 灰 椀 (13.2) 口1/6 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切

45住 No。4 土 小型甕D 底 1/4 外面ナデ、内面ロクロナデ、底面ナデ

45住 No.6 土 羽釜A (21.8) 口1/6 口縁ヨヨナデ、内外面板状工具ナデ、鍔部貼り付け後ナデ

49住No.3 土 杯AⅡ 口1/4底 1/2 ロクロナデ、回転糸切

49住 No.2 土 杯 AⅡ (9。 3) (4.4) 口1/4 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

49住フ 土 杯 AⅡ (9.55) 口1/3 底 2/3 ロクロナデ、回転糸切

49住 No.4、 No.5、
土 杯AⅢ 口1/3 底1/2 ロクロナデ、回転糸切

49住 No。 5 土 盤BⅡ 高台のみ完 ヨコナデ
49住 No。 1 灰 椀 底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

47住フ 灰 段皿 口1/10 ロクロナデ、付高台 輪花

47住 No.3 土 小型甕D (13.8) 口2/3 底 1/3 口縁ヨコナデ、ロクロナデ、底面ナデ

50住 No。 6 土 杯AⅡ (10.2) (6。4) 口1/6 底 1/8 ロクロナデ、回転糸切
50住 No.2 土 杯 AⅡ 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

50住 No。4 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切

50住 No.1 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切 内外面に煤付着

50住 No.5 土 盤 BⅡ ロクロナデ、付高台、回転糸切

50住 No。 8 土 椀 口1/4 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 内面に煤付着、腰の張る体部

50住 No.7 土 椀 口1/2 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 内外面に煤付着

50住 No。 3 灰 椀 口1/4 ロクロナデ

51住検出面 土 口1/8 ロクロナデ、ヨヨナデ 古代終わり、もしくは古墳時代土

師器

51住 No。 6 土 杯AⅡ 口5/8 底完 ロクロナデ、回転糸切
51住 P3 土 (8。 2) 口1/8 底一部 ロクロナデ、回転糸切

51住 フ 土 杯 AⅡ (10.8) (5。4) 口1/4 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切

51住床 土 杯 A (4.0 底 1/4 ロクロナデ 底部中央に焼成前の穿孔あ り

51住P No.2 土 杯 A 底4/5 ロクロナデ 底部中央に焼成前の穿孔あり

51住 フ 土 椀 底面 1/5 高台 1/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切

51住床 黒 B 椀 (13.2) 口1/10 内外面ミガキ後黒色処理

51住 フ 土 盤A? 底面 1/6 高台欠 ロクロナデ
51住 No.1 土 杯AⅢ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

51住 ベル ト 灰 椀 (14.2) 口1/12 ロクロナデ

51住 フ 灰 椀 底面 3/4 高台 1/2 ロクロナデ、付高台
51住 フ 灰 広口瓶 (20) 口1/8 口縁ヨコナデ、ロクロナデ 口縁部、575と 同一個体か ?

51住フ、床 灰 広口瓶 (11.8) 底面 1/2 高台 1/2 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台 底部、574と 同一個体か ?

52住 No.10 土 杯 AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
52住 No。 14 土 杯AⅡ (44) 口1/5 底 4/5 ロクロナデ、回転糸切のち繊維状の圧痕

52住 No.12 土 杯 AⅡ 口3/4 底1/2 ロクロナデ、回転糸切
52住NE 土 杯 AⅡ 口1/4底 1/3 ロクロナデ、回転糸切

52住 SE 土 杯AⅡ (4。4) 口1/6 底1/2 ロクロナデ、回転糸切

52住 No。 9 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
52住 No.SE 土 杯AⅡ ロー部 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

52住 NE 土 杯AⅡ 口1/5 底完 ロクロナデ、回転糸切

52住 土 杯 AⅡ (5.6) 口1/4 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切
52住 No.35 土 杯AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
52住 No。 37 土 小型甕D 底 1/4 内外面ナデ、底面回転糸切

52住 N 黒 B 椀 (9。の 口1/4 内外面ミガキ後黒色処理

52住 No.23 黒 B 椀または杯 (142) 日1/4 内外面ミガキ後黒色処理

52住 No。47 土 盤BⅡ (5。 2) ロー部 高台 1/3欠 ロクロナデ、回転糸切

52住 No。 13 土 椀 (4.6) 高台一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切 小椀 ?

52住 No.7 土 椀 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切
52住 No.8 土 小型甕D (7.2) 底完 ロクロナデ、回転糸切

52住 No.15 土 杯 AⅢ (15.4) 口1/8 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切
52住 No。 13 土 盤BI 底完 ロクロナデ、回転糸切
52住 SE 土 ニチュア 底 1/6 内外面ナデ、底面ナデ ミニチュア

52住 NE 灰 椀 底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切

52住 No。 11 灰 椀 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切
52住 S 灰 椀 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切

52住 No.22 灰 瓶類 (142) 底 1/6 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 底部

53住 フ 黒 A 椀 (9.6) (4.4)
口1/10 底面完 高台
1/3

ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 直線的に立ち上がる。

53住 フ 土 椀 (5.2) 底面完 高台 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切

53住 フ 灰 段皿 (13.8) 口1/12 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台 体部がやや外反する。

54住フク土 土 杯 AⅡ 口1/2 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 ヘラ記号

54住SW 黒 A 椀 (6.2) 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
54住 NE 土 杯AⅡ (9。 2) 口1/6 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

54住 フク土 土 杯AⅡ (4.4) 口1/4 底ほぼ完 ロクロナデ、回転糸切
54住 NW 土 杯 AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
54住 NIW 土 杯 AⅡ (10.4) (4.8) 口1/2 底1/4 ロクロナデ、回転糸切

54住NE 土 杯 AⅡ 口1/12 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切

54住 SW 土 杯または椀 (13.8) 口1/4 ロクロナデ

54住 土 (10。 6) 口1/8 ロクロナデ
54住 No.5 土 ミガキ状ナデ痕 64住 の遺物、足釜の脚部 ?

54住 SW 灰 椀 口1/4 ロクロナデ

54住 No。 3 灰 椀 (6。0 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切
55住 黒 A 杯または椀 (12) 口1/8 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

55住 No。 12 黒 A 椀 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切

55住 No。 8、 57住 土 杯 A 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

55住 No.10 土 椀 (5.2) 口1/4 高台 1/3欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ 腰の張る体部

55住 No。 11 土 椀 口1/2 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

55住 No.6 土 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
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55住 SE 土 盤A? 底 1/6(高 台) 端部面取り

55住 SW 灰 口1/8 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ
55住 灰 椀 (16.4) 口1/8 ロクロナデ

56住 No。 2、 フ 土 杯AⅡ 口7/8 底完 ロクロナデ、回転糸切
56住 No.8 土 杯 AⅡ 口7/8 底完 ロクロナデ、回転糸切
56住 P8No.1 土 椀 底完 ロクロナデ、回転糸切後ナデ、付高台

56住 SW 土 杯 A 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

56住 No.4 土 杯 AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
56住 NE 土 杯AⅡ (10.4) 口1/4 底1/4 ロクロナデ、回転糸切

56住ベル トN 土 杯 A (5.2) 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

56住 灰 椀 (14.6) 口1/8 ロクロナデ
56住 No。 9 灰 椀 (14.4) 口1/8 ロクロナデ

56住 No.1 灰 椀 底 1/4
ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台、回転ヘラケズリ後
ナデ

施釉されている。三角高台。内面
に墨痕。平安 ?

56住 ベル トS 灰 椀 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 平安

57住 No.20、 ベル トS 黒 A 杯 A 口1/8 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面黒色処理、ミガキなし 8期頃のもの ?混入。

57住 No.1 黒 A 杯 A (15.6) 口1/8 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切、内面黒色処理、ミガキなし 8期頃のもの ?混入。

57住 No.39、 NE 黒 A 椀 (13.2) 口1/4 底完
ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ、内面ミガキ後黒色
処理

57住 No.2、 No。 3 黒 A 椀 (15.6)
ロー部 底面完 高台一
部欠

ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

57住 No.29 黒 A 椀 底面完 高台一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

57住 No.32 黒 A 椀 底完
ロクロナデ
処理

付高台、回転ヘラケズリ、内面ミガキ後黒色

57住 No.24 黒 A 椀 底面完 高台一部欠 付高台、内面ミガキ後黒色処理、回転ヘラケズリ

57住 NE 土 ( 口1/8 ロクロナデ、端部面取り、内面黒色処理 内面黒色処理。黒色土器 A?
57住 No.9 土 杯 AⅢ ( 3.6) 口1/3 底完 ロクロナデ、回転糸切

57住 No。 18 土 杯 AⅢ ( 3.2) 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

57住 No.14 土 杯AⅢ ( 口1/6 底3/4 ロクロナデ、回転糸切
57住 SW 土 杯AⅢ ロー部 底 1/5 ロクロナデ、回転糸切

57住検、58住 土 椀 (14。 4)
口1/6 底面完 高台永1
離

ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

57住 No.19 土 杯AⅡ 口7/8 底完 ロクロナデ、回転糸切後外周手持ちヘラケズリ 内面にタール状の付着物

57住 No。 34、 べ S 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切、底部にハケ状の圧痕

57住 No.36 土 杯AⅡ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
57住 No.40 土 杯AⅡ ( (4.6) 口3/8 底 2/3 ロクロナデ、回転糸切
57住 SE 土 杯AⅡ (4.6) 口1/12 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
57住 SW 土 杯AⅡ ( 口1/8 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
57住 No.33、 SE 土 杯AⅡ 口7/8 底完 ロクロナデ、回転糸切

57住 フ 土 杯 AⅡ 口3/8 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切後繊維圧痕
57住 NE 土 杯AⅡ 口1/6 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切
57住 SE 土 杯AⅡ ( (4。 2) 口1/8 底完 ロクロナデ、回転糸切

57住 NW 土 杯AⅡ 口3/8 底完 ロクロナデ、回転糸切

57住 NW 灰 段皿 ( 口1/6 ロクロナデ

57住 No.30 灰 椀 底面 1/3 高台欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切
57住 No.6 灰 椀 ( 口1/10 ロクロナデ

57住 SW 灰 椀 ( 5.2) 口1/10 ロクロナデ

57住 No.8、 No.26 灰 椀 (15。 6)
口1/6 底面完 高台
3/4

ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ後ナデ

57住 SE 灰 広口瓶 口1/5 口縁ヨコナデ、ロクロナデ 口縁部

62住 NE 土 杯AⅡ ロー部 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切

62住 SW 土 杯 AⅡ 口1/3 底 2/3 ロクロナデ、回転糸切

62住 NE 土 杯AⅡ 口1/8 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切
62住 NE 黒 A 椀 底一部 ロクロナデ、付高台、内面ミガキ後黒色処理
62住 フ 黒 A 椀 底 1/5 付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

62住 SEフ 土 杯AⅢ (12.6) (6.4) 口1/12 底一部 ロクロナデ、回転糸切

62住 SEフ 土 盤A? ロー部 ロクロナデ 内面に多量の炭化物付着

62住 SW、 SEフ 灰 椀 (8.4) 底面 1/3 高台 1/4 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台

63住 P22No.2 黒 A 杯または椀 (14.2) 口1/6 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

63住 No。 7 土 杯 A (6.2) 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切
63住 No.6 土 椀 底面完 高台 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ 60住の遺物か ?

63住 No.1 土 甕 ? 底完 ナデ

63住 SE 灰 椀 底 1/6 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

60住 No.30 黒 A 椀 底完 付高台、回転ヘラケズリ、内面ミガキ後黒色処理

60住 No.6 黒 A 椀 底完 付高台、回転ヘラケズリ、内面黒色処理後ミガキ

60住 No.7 土 杯 A Ill (15.2) (6.2) 口1/12 底 1/6 ロクロナデ、回転糸切
60住 No.1 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切

60住 No.35 土 杯 Aコ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

60住 No.21 土 杯AⅡ 日1/3 底 2/3 ロクロナデ、回転糸切
60住 No.10 土 杯AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切

60住 No.23 土 杯AⅡ 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

604庄 NE 土 杯AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

60住 No 20 土 椀
口3/4 底面完 高台
1/2

ロクロナデ、付高台 直線的に立ち上がる体部

60住 No37 土 杯 A 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切

60住 No.34 灰 椀 (14.4) 口1/12 ロクロナデ、付高台

60住 NW、 No.5、 ベ
ルト

灰 椀 (14.4) 口1/3 ロクロナデ

60住 No。 29、 No2 灰 椀 口2/3 底一部欠 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

60住 No.7 土 小型甕D 口1/5 口縁ヨコナデ、ロクロナデ
60住 No.7、 NE、 NW 土 小型甕D (21.2) 口1/6 口縁ヨコナデ、ロクロナデ

60住 No。 31 土 羽釜A (20.8) ロー部 口縁ヨコナデ後上面面取り、内外面ナデ

65住 土 杯 AⅡ (3.8) 口1/8 底一部 ロクロナデ、回転糸切

61住 No.7、 No.4 黒 A 椀 口1/2 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
61住 No.22 黒 A 椀 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

61住 No。 12 黒 A 椀 (7.2) 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

61住 No。 14 土 杯AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切

61住 No.10 土 杯 AⅡ 口1/6 底 1/5 ロクロナデ、回転糸切

61住 No.2 土 杯AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切

61住 No.5 土 杯AⅡ 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

61住 SW 土 (12.1) 体部強くケズリ後ナデ、一部ミガキか ?

61住 SW 土 杯AⅡ (12.8) (4.8) 日1/5 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

61住 No.23 土 杯AⅡ (14.45) 口2/5 底 2/5 ロクロナデ、回転糸切

61住 ベルトW、 No13 土 杯または椀 (15。 1) 口1/5 ロクロナデ

61住 No.14 土 椀 (13.9) (7.3) 口1/8 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
61住 No.3 土 椀 (14.45) 口1/8 底 1/6 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
61住 No.21、 NW 土 椀 (14.2) 口1/8 底ほぼ完 ロクロナデ、回転ヘラケズリ
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61住 Nol 土 椀
ロー部欠 底面完 高台
欠

ロクロナデ、回転糸切

61住 No.11 土 椀 底一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

61住 SW 土 椀 (7.65) 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ 底部外面に煤付着

67住 No 27 黒 A 杯または椀 (13.4) (6.95) 口2/5 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

67住 No.6 黒 A 杯または椀 (13.6) 口1/6 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

67住検 土 盤BI 口1/4 ロクロナデ 内面に多量の炭化物付着

67住ベル ト 黒 A 椀 底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

67住 No.17 杯AⅢ 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切
67住 No.29 土 杯AⅢ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切

67住 フ 土 杯AⅡ (4.6) 口2/3 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切

67住 No.18 土 杯AⅡ 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切
67住 No.23 土 杯 AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切
67住 No.20 土 盤BI (7.35) 底 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

67住 No.2 土 盤BI (13.2) (8.7) 口1/8 底一部欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切

67住 No.41、 No.30、
55住

土 盤BI (14。 2) 口1/3 底 1/8 ロクロナデ、付高台、回転糸切

67住 No.24、 No。 33、
No。 19、 Sベル ト、 55

住SW
土 盤A? (21.05)

口1/2 底面2/3 高台
欠

ロクロナデ、回転糸切後ナデ

67住 N 灰 (10.5) 口1/6 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

67住 No.5 灰 段皿 口完 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切
67住 SE、 53住 灰 段皿 (11.85) 口1/4 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切

67住 No.40 灰 段皿 口7/8 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

67住 No.26 灰 段皿 ロー部欠 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切
67住 N 灰 椀 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

67住 S 灰 椀 底面 1/2 高台 1/6 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 内面全面施釉

67住 SW 灰 椀 底 1/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

67住 No.13 灰 椀 (16.85) 口1/5 ロクロナデ、回転ヘラケズリ

67住 SW、 ベル ト 土 小型甕D 口1/6 ロクロナデ

67住 SE、 NE 土 羽釜 ? (10.55) 底 1/2 ナデ 底部内面に炭化物付着

67住 土 羽釜A 口1/10 口縁ヨヨナデ、内外面ナデ、鍔部貼り付け後ヨコナデ

67住 Nベル ト、55住
土 底面 1/3 ナデ、脚部貼り付け後ナデ 脚部 3単位 ?

68住 土 杯AⅡ 口1/6 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切

69住 No。 1 黒 A 杯 A 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 混入

69住 No.5 土 杯 A 底 1/3 ロクロナデ、回転糸切

69住 No.3 土 甕 底 1/2 ナデ

69住 No.2 土 鉢 A 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切

69住 No.17、 No.24
土 椀 (158) 口1/2 底面一部 ロクロナデ、回転糸切

69住 No.14、 No.18 土 椀 口1/4 底1/5 ロクロナデ、付高台、回転糸切

69住 No.4 土 羽釜B (22.4) ロー部
口縁ヨコナデ後上面面取り、外面板状工具ナデ、内面板状
工具ナデ、鍔部欠損痕

内面下半に炭化物付着、鍔部 2単
位 ?

73住 No.8 黒 A 椀 口5/8 底面完 高台欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

73住 No.10、 No.13 黒 A 椀 (16.4) 口1/8 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

73住 No17 黒 A 椀 (7.2) 底面完 高台 2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

73住 No.22 土 杯または椀 (11.8) 口1/6 ロクロナデ

73住 No.16 土 杯AⅡ 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切後ナデ

73住 No.27 土 杯 AⅡ 口3/4 底完 ロクロナデ、回転糸切後ナデ 内面タール状の付着物

73住 NW 土 杯 A 底 1/2 ロクロナデ、回転糸切

73住 No.14 土 杯 A 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切
73住 No.32 土 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

73住 No.22 土 椀 底面完 高台 3/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切

73住 No.26 土 盤BI
回3/4 底面4/5 高台
欠

ロクロナデ、付高台、回転糸切 内面タール状の付着物

73住 No.3 灰 椀 口1/4 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切

73住 No。 1 灰 ロー部欠 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切
73住 No.33 灰 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切

73住 フ 灰 底 1/3 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

73住 No。 20 灰 椀 (7.6) 底 1/6 ロクロナデ、付高台、回転糸切

73住 No.フ 灰 椀 高台 1/4 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

73住 No.15 土 小型甕D (1■4) ロー部 底完 口縁ヨコナデ、ロクロナデ、回転糸切

73住 No.7、 No.9、
土 小型甕D 口3/4 底完 口縁ヨコナデ、ロクロナデ、回転糸切

73住NW 土 羽釜A (22.6) 口1/8 口縁ヨコナデ、外面板状工具ナデ、内面板状工具ナデ 鍔部剥離

73住 No.20、 No.21、
No.22、 75住 No.2

土 羽釜A (20.8) 口1/4
口縁ヨコナデ、外面ハケロ、内面ナデ磨滅、鍔部貼り付け
後ナデ

3住 No.6、 No.18 土 小型甕D? (21.8) 口1/2
口縁ヨヨナデ、外面ハケロ後ロクロナデ、外面下半ケズリ
内面ナデ

75住No.1 土 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

75住 土 椀 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

77住 土 杯AⅡ (10.2) 口1/12 ロクロナデ

78住 土 杯 AⅡ (9.6) (5.2) ロクロナデ、回転糸切

78住 土 杯 AⅡ 口1/4底完 ロクロナデ、回転糸切
78住 土 椀 ロクロナデ、付高台
78住 灰 椀 (7.0 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

76住No.22 黒 A 杯または椀 口1/4 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

76住 No.7 黒 A 椀 回1/2 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

76住 No.12 土 椀 ロー部欠 高台一部欠 ロクロナデ、付高台 直線的に立ち上がる体部

76住 No.3 土 杯AⅡ (4.4) 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切
76住 カマ ド 土 杯AⅡ ロー部欠 底完 ロクロナデ、回転糸切

76住 No.4 土 椀 (6.6) 底 3/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切

76住plw 灰 椀 底 1/8 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ後ナデ
76住No.5 灰 椀 高台一部欠 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ後ナデ
84住 土

84住 土 ロクロナデ、端部面取り

79住 No.48 黒 B 椀
ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ、内面ミガキ後黒色
処理、外面一部にミガキ

直線的に立ち上がる体部

79住 No.33 黒 A 椀 ロクロナデ、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理

79住 No。 50 黒 B 椀
ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ、内面ミガキ後黒色
処理、外面一部にミガキ

直線的に立ち上がる体部

79住No.14 黒 B 椀
付高台、回転糸切後ナデ、内面ミガキ後黒色処理、外面ミ
ガキ

79住 No.21 土 杯AⅢ (14。 2) (68) ロクロナデ、回転糸切

79住 No.17、 No.58、
土 jヽ型甕 E (11.2) 口縁ヨコナデ、外面ナデ、内面ハケロ

79住 No.71 土 羽釜A (20.4) 内外面ナデ、鍔部貼り付け後ヨコナデ
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79住 フク土 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切
79住 No.13 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切
79住 No.2 土 杯 AⅡ (3.8) ロクロナデ、回転糸切
79住 No。43 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切 80住の遺物

79住 フク土NW 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切
79住 No.17 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切
79住 No.52 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切

79住 No.51 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切
79住 SE 土 杯 AⅡ (4.4) ロクロナデ、回転糸切
79住 No.34 土 杯 AⅡ (9。4) ロクロナデ、回転糸切後繊維状圧痕
79住 Nベル ト 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切

79住 フク土 土 杯 AⅡ (5.2) ロクロナデ、回転糸切
79住 No.28 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切

79住 フク土 土 杯AⅡ (4.4) ロクロナデ、回転糸切
79住 No。 34 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切
79住 No.7 土 盤BI ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
79住 No.1 土 盤BI ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
79住 ベル ト 土 盤BI (6。 2) ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ
79住、80住 SEフ ク土 土 盤BI (6.4) ロクロナデ、付高台、回転糸切

79住 No.44 土 盤BI ロクロナデ、付高台、回転糸切
79住 No。 23 土 盤BI ロクロナデ、付高台、回転糸切 80住の遺物

79住 No.29 土 盤BI ロクロナデ、付高台、回転糸切
79住 灰 段皿 (13.2) ロクロナデ
79住No.12 灰 椀 ロクロナデ、回転糸切

80住 No。 10、 NWフ 、
79住 フ

黒 A 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ

804庄 No.5、 No。 24 黒 B 椀 (16.4) 内外面ミガキ後黒色処理

80住カマ ド、No.1 黒 A 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
80住 No。 25 黒 A 椀 (7.6) ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理
80住 No.6 土 椀 (13.3) ロクロナデ、付高台{内面底部指頭圧痕
80住 No。 12 土 鉢A? (19.8) ロクロナデ
80住 No.6 土 盤BI? (17.8) ロクロナデ
80住No.lP7 土 杯 AⅢ (13.6) ロクロナデ、回転糸切
80住 No.1、 No.9、 SI 土 杯AⅢ ロクロナデ、回転糸切
80住 No.7カマ ド 土 杯AⅢ (14.2) ロクロナデ、回転糸切 墨書

80住 No.4 土 盤BⅡ ロクロナデ、付高台 79住の遺物

80住 No.9カマ ド 土 盤BI? ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

80住 No.2、 カマ ド 土 盤BI ロクロナデ、付高台、回転糸切
80住 No。 2 土 杯AⅡ (11.2) (5。 2) ロクロナデ、回転糸切
80住 No.6カマ ド 土 杯AⅢ (13.2) ロクロナデ、回転糸切
80住SW 土 杯AⅡ (9。 2) (4。4) ロクロナデ、回転糸切

80住 No。 19 土 杯AⅡ (9。 8) (5。 2) ロクロナデ、回転糸切
80住No.17 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切

80住 No.7 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切
80住 No。 11 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切
80住 No.18 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切

80住No.カ マ ドNo.3 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切
80住No.21 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切
80住カマ ドNo.10 土 甕 (10.2) ナデ

80住NW 灰 段皿 (12.8) ロクロナデ、付高台、回転糸切 輪花 (単位不明)

80住 No.22 灰 段皿 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台

80住No.22付 近 灰 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切
堅 lNo.1 陶器 椀 ? 底面 1/8 外面回転ヘラケズリ ?付高台。 山茶碗 ?胎土が粗い。 堅 1-1
堅2NWフク土 灰 瓶類 底 1/6 回転ヘラケズリ、付高台、ロクロナデ 底部 堅2-1

堅 3No.1 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切 堅3-3
堅 3 土 杯AⅡ (13.2) ロクロナデ、回転糸切 堅 3-4

堅 3 土 椀 (14.4) ロクロナデ 堅 3-5

堅3No.2 土 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ 堅 3-2

堅 3 灰 (12.8) ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 内面に墨付着。転用硯 ? 堅 3-1

±57 土 甕 口1/3 口縁ヨヨナデ ±57-1
±52フ ク土 土 椀 高台 1/3欠 ロクロナデ、付高台、回転糸切 ±52-1
±88SE 土 椀 (5。 8) ロクロナデ、付高台、回転糸切 ±88-2

±88No。 3、 ±88SE 灰 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切 ±88-1

±81 土 杯AⅡ (10。 6) ロクロナデ、回転糸切 」ヒ81-2
±81 土 鉢 A (22.4) ロクロナデ、回転糸切 ±81

±72No.1 灰 瓶類 外面ロクロナデ、外面下半回転ヘラケズリ、ロクロナデ 胴部 ±72

±78 灰 ロクロナデ、付高台、回転糸切 ±78-1
黒 A 椀 (14.8) ロー部 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

黒 A 椀 (15.4) ロー部 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理
土 杯AⅡ (12.4) 口1/4 底完 ロクロナデ、回転糸切 遺構不明

須 壷類 (11.8) 口縁ヨコナデ、内外面ロクロナデ

溝 11 土 杯または椀 ロクロナデ 溝 11-1

溝 1lNo.1 土 杯 A (13.6) (5。 6) ロクロナデ、回転糸切 口縁部にタール状の付着物 溝 11-2

溝 1lNo.2 土 小型甕D (9.6) ロクロナデ、底面ナデ 溝 11

溝 12No。 8 土 杯AⅡ ロクロナデ、回転糸切 溝 12"1

溝 12No.9 土 盤BⅡ (5。 6) ロクロナデ、付高台、回転糸切 溝 12

溝 12No.11 土 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切後ナデ 直線的に立ち上がる体部。 52住 ピ
ット内出土の可能性あり

溝 12

溝 12No.8、 EWO 土 杯または椀 (15.6) ロクロナデ 溝 12

溝 12No。 2 灰 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切 溝 12

溝 12No.6 灰 椀 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 転用硯 ? 溝 12-6

溝 12No.16 灰 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切 溝 12

溝 12フ ク土 灰 瓶類 内外面ロクロナデ 胴部～底部 溝 12

流路 3N42W36 土 甕 (10.6) 口縁ヨコナデ、内面ナデ 流路 3-4

流路 3N42W36 土 小型甕D (12.6) 口縁ヨコナデ、内外面ロクロナデ 流路 3-6

流路 3N42W36 土 甕 (13.6) 口縁ヨコナデ 流路 3-5
流路 3N42W36 土 壷 (24。 2) 口縁ヨヨナデ、内外面ロクロナデ 流路 3-2

流路 3N42W36 土 外面ナデ、内面板状工具ナデ 流路 3-3

流路 3ケ ンN30W36 須 甕 (10.4) Elクロナデ、底面ナデ 流路 3-1

石列TA 黒 A 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 石列-6

石列 3TA 灰 椀 ロクロナデ 石列-4

石列 lNo.2 灰 椀 ロクロナデ、付高台、回転糸切 石列-2

石列 3TA 灰 (12.6) ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 石列-3

石列TA 灰 (13.8) (7.2) ロクロナデ、付高台、回転糸切 輪花 (単位不明) 石列-5

石列 lNo.1 須 甕 D 凸帯、耳部貼 り付け後ナデ 石列-1

グリット 土 杯AⅡ (5.2) ロクロナデ、回転糸切

グリット 土 杯 AⅡ (11.6 (5.6) ロクロナデ、回転糸切
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盤鶉 :

グリット 灰 段皿 (10。 8) (6.4) ロクロナデ、付高台

グリット 灰 椀 (12.4) (6。 2) ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

グリット 灰 椀 (15.2) (7.4) ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台

グリット 灰 段皿 (14.6) ロクロナデ 輪花 (単位不明)

グリット 灰 段皿 (144) ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ

検出面N 黒 A 椀 底面4/5 高台 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 Attt-11

検出面N 黒 A 椀 (7.6) 底 1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切、内面ミガキ後黒色処理 A検 -10

検出面 土 杯 AⅡ ロクロナデ、回転糸切 C検 -1

検出面NE 土 椀 底面 1/5 高台 1/6 ロクロナデ、付高台 A検 -13

検出面NE 土 杯AⅡ (12.8) (7.2) 口1/5 底 1/4 ロクロナデ、回転糸切 A検 -8

検出面 土 (14.の ロクロナデ C検 -2

検出面N 土 盤BI (16。の 回1/6 ロクロナデ A検 -9

検出面N 土 甕 ロー部 口縁ヨコナデ、内外面ハケロ A検 -12

ケ ン 灰 椀 口1/8 ロクロナデ A検 -6

ケ ン 灰 椀 (7.8) 高台 1/6 ロクロナデ、付高台 Attt¨ 5

検出面 須 壺
外面回転ヘラケズリ、内面ロクロナデ、付高台、底面回転
ヘラケズリ

C検-3

ケ ン 灰 瓶類 底面一部 高台 1/6 外面回転ヘラケズリ、付高台、回転糸切、内面ロクロナデ 底部 Attt-7

検 灰 瓶類 (12.6) 底 1/12 外面回転ヘラケズリ、付高台、内面ロクロナデ 底部 B検 -1

ケ ン 灰 椀 底 1/3 ロクロナデ、回転ヘラケズリ A検 -4

ケ ン 灰 椀 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 A検 -2

ケ ン 灰 椀 (7.41 底面 3/4 高台 1/2 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ A検 -1

ケ ン 灰 椀 底 1/2 ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台 A検 -3

グリット検出面 陶器 仏飯器 現代 G検 -1

表採 土 口完 底完 ロクロナデ、回転糸切、日縁部に面取り 表採-2

表採 土 口1/2 底完 ロクロナデ、回転糸切、日縁部に面取り 表採 -1

表採 土 口2/3 底完 ロクロナデ、回転糸切、内面口縁部に沈線 表採-3

第 6表3 土器観察表 (平安時代の土器 緑釉陶器)

渕 | 輻 又華曇藝彗攀攀 | :!!::::|:::

7住 N 緑 椀 口1/4 底 1/4 ロクロナデ、底面回転ヘラケズリ?、 付高台。
全面に施釉。釉調淡黄緑色。

の剥落著しい。白色の胎土。

面に付着物。E類。

薬

外

釉
内 緑-3

7住 Nフ クド 緑 椀 (12.4) ロー部 ヨヨナデ、ロクロナデ 939と 同一個体か ? 緑-5

7住No.1 緑 椀 底 2/5
ロクロナデ、付高台、内面ヘラミガキ、外面体部下半から
底部にかけて回転ヘラケズリ。

全面に施釉。外面底部は釉薬剥落

か ?釉調淡緑色、濃緑色の斑点み
られる。高台底部に沈線。内面底

部に圏線と1つ のトチン痕。29と

同一個体か ?938と調整似る。

緑-6

15住 No.1、 31住、
36住 NE 緑 段皿 (15。 2) 口1/4 内外面ヘラミガキ

全面に施釉。釉調淡緑色。 15住、
31住、36住 間で接合する。

緑-4

23住 No。 1、 19住 DTE,
35住 No。 1

緑 椀 (15.2) 口1/6 外面ロクロナデ、内面ヘラミガキ
全面施釉。釉調淡緑色。濃緑色の

斑点。 19住、23住、35住間で接合
緑-2

23住 No。 1 緑 椀 (13.2) 口1/3 底1/2 内外面ヘラミガキ、付高台

全面施釉。釉調淡緑色。口縁部に

輪花 (4単位 ?)。 内面底部に 1つ

外面底部に 2つの トチン痕、内面
底部に圏線。B類。

緑-1

44住 No.1 緑 椀 (16.8) 口1/8 外面ロクロナデ、内面ヘラミガキ 全面施釉。 緑-12

57住 No。 12 緑 段皿 (12.8) 口1/4 底1/3 内外面ロクロナデ、付高台、回転糸切
釉調濃緑色。内外面底部に 1つず
つ トチン痕。D類 ? 緑-10

79住 SEフ ク土 緑 椀 口1/6 底1/3 内外面ロクロナデ、付高台
釉調淡黄緑色。高台周辺にのみ釉

が残る。
緑-11

N51W30よ り50cm
ほど南、N54W27 緑 椀 ロー部 内外面ロクロナデ 釉調濃緑色。2片が接合。 F類 ? 緑-15

緑 椀 (14.8) ロー部 内外面ロクロナデ 口縁部片。濃緑色。 緑-9

緑 椀 (12.6) ロー部 ロクロナデ
口縁部片。淡黄緑色。自色の胎土。

E類 ?
緑-16

緑 椀 (10.2) 口1/10 ロクロナデ 釉調濃緑色。内面に圏線。 緑-14

N57W24、 石列
緑 椀 底 2/5

内面ミガキ、外面ロクロナデ、付高台、底面回転ヘラケズ
リ

釉調濃緑色。外面底部に2つ のト
チン痕。内面部に2つの トチン痕

緑-7

緑 椀 (8。 6) 底 1/6 ロクロナデ、付高台 釉調淡黄緑色。白色の胎土。E類。 緑-8

C検出面 緑 段皿 底 1/4
内面ロクロナデ、回転ヘラケズリ、付高台、底面回転ヘラ
ケズリ

釉調濃緑色。高台底部に沈線。内

面にトチン痕。939と 調整似る。
緑-13

36住北フク 緑 椀
口縁部片。全面に施釉。淡緑色、

濃緑色の斑点。27と似る。

7住 緑 ヨコナデ
被熱している。939と 同一個体
か ?

7住 N 緑 205と 同一個体か ?

緑 椀 937と 同一個体か ?内面に圏線。

N51W30よ り50cm南 緑 内外面ロクロナデ
釉調濃緑色、外面には施釉されな

い。937と 同一個体か ?F類 ?

緑 内外面ロクロナデ 釉調濃緑色

第 2検出面フク土
緑 段皿 外面ロクロナデ、内面ヘラミガキ 釉調濃緑色。

緑 椀
釉調濃緑色。937と 同一個体か ?
F類 ?

石列確認 トレンチA
中央付近

緑 外面剥離。釉調淡緑色。

49住NEフ ク土 緑 耳皿 ロクロナデ
釉調淡黄緑色。剥落著しい。 1014
と同一個体。   ,

51住 981030 緑 釉薬みえない。緑釉陶器 の胎土 ?

57住 SW 緑 わずかに釉薬がある。

56住  57住 の可能性 緑 釉調濃緑色斑点。

NEフ ク± 981006 緑 耳皿 ロクロナデ
釉調淡黄緑色。剥落著しい。 1010
と同一個体。

11住 No.4 緑 釉調濃緑色。自色の胎土。E類 ?

57住 NE 緑 椀 内外面ロクロナデ
口縁部破片。釉薬剥落著しい。淡

黄緑色。

57住 SE 緑 段皿 釉調濃緑色。831と 同一個体

10住 フク●TE 緑 内外面ミガキ 釉調淡緑色。

緑 椀 口縁部片。釉調濃緑色の斑点。

緑 椀 内外面ロクナデ 釉調濃緑色。

Cをた 980920 緑 口縁部片。釉調濃緑色。
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1出 1土地点■注記 種別 器形 略一帥
齢一ｍ
舗
一ｍ
残存度 調1整 備考 実Ill:鴎

58住 の外 北側礫層
内

緑 口縁部片。釉調濃緑色。

第6表4 土器観察表 (中世の土器 0陶磁器)
1出:土地点■注記 種別 1器形 雌一ｍ

一離一ｍ
獅
帥
残:存度| 調整 鵬 業測難 |

5住ベル ト 土 (14.6) 口1/12 非ロクロ調整
12世紀末葉～ 13世紀前葉。内面
にタール状の付着物。

5住 青磁 皿または杯 ロー部 皿または杯 ?やや外反する。 磁-8

5住ベル トNS 青磁

6住 NE 土 口1/5 非ロクロ調整 13世紀中葉～後葉

6住 SE 青磁 椀 (14.6) ロー部 13世紀初頭 磁-12

7住 陶器 捏鉢 (28.2) 口1/12 口縁ヨコナデ、ロクロナデ 東海系陶器。 ・類。混入。
25住 SW 陶器 卸皿 底 1/8 古瀬戸系陶器。 14～ 15世紀。

25住 No.2
青

磁 瓶子類 口1/5 口縁部から頚部。日縁部が折 り返されている。 12～ 13世紀 (13世紀の可能性大 ) 磁-13

25住 NW 陶器 鉢 底 1/8 外面指ナデ、内面ナデ、底面ナデ 須恵質陶器。 13世紀まであがる。

25住ベル トW 白磁 椀 外面ロクロナデ 白磁 (?)、 12世紀代 ?

25住 No.3 陶器 摺鉢 (25.2) 口1/5 口縁部面取り。外面ナデ。摺目7本。
須恵質陶器。珠洲に類似する。 14
世紀。

38住東フク土 青磁 椀 ロー部 口縁ヨコナデ、ロクロナデ 蓮弁文

40住 Eフ ク土 土 底 3/4 非ロクロ調整 13世紀中葉～後葉

40住フク土 口1/2 非ロクロ調整 13世紀中葉～後葉

40住 Eフ ク土 土 底完 非ロクロ調整 13世紀中葉～後葉

40住Eフク土 陶器 (3.8) 底一部欠 ロクロナデ、回転糸切、内面底部に灰釉が施釉されている 古瀬戸系陶器。 15世紀代。
40住ベル ト 青磁 椀 口1/10 13世 紀初頭。内面に2本の沈線。 磁

-1

40住Wフ ク土
青
磁 梅瓶 外面渦文、内面ロクロナデ 13世紀半ば～後半

40住 Wフ ク土 陶器 瓶子類 底 1/4 ロクロナデ、底面ナデ、内面に施釉 古瀬戸系陶器

51住検 白磁 椀 (12.4) 口1/14 口縁部片。 玉縁日縁。 。類。 磁 4

52住 N 青

磁 瓶子類 外面唐草文と連弁文、内面ナデとケズリ 12～ 13世紀 磁-14

平瀬 。A 白磁 椀 (15.2) ロー部 口縁部片 磁-7

76住 カマ ド 土 口1/6 非ロクロ調整
12世紀末葉～ 13世紀前葉。指ナ
デ。混入

84住 No.1 白磁 椀 底 1/2 底部が厚い。高台付近には施釉されない Ⅳ類 ? 磁
-11

79住 No.46 土 内耳鍋 口唇部面取 り、外面横方向ナデ

中世後半の内耳鍋とは異なる雰囲

気をもっている。中世前半期の可

能性あり。溝 12の遺物。 日辺部片

±57フ 青磁 椀 (14.8) 口1/12 蓮弁文 磁-2

」153 土 口1/4 底 1/4 非ロクロ調整 13世紀中葉～後葉 ±53-1

陶器 椀 底面 1/5 高台一部 ロクロナデ、付高台、回転糸切
山茶碗。 13世紀後半～ 14世紀初
め。明和 1号窯式併行か ?。

青磁 椀 (5.8) 高台一部 ロクロナデ、削り出し高台 蓮弁文 ?

石列 4 青磁 椀 (12.4) ロー部 13世紀初頭 磁-9

グリットNo.1 陶器 椀 ロクロナデ、付高台後籾殻圧痕 山茶碗。高台に籾殻圧痕

検 白磁 椀 底 1/8 外面ヘラケズリ、内面に沈線。体部下半は施釉されない Ⅳ類 ? B検 -2

C検 青磁 椀 13世紀初頭。豊l花文。 磁 10

北西検 青磁 椀 (138) 口1/10 内外面にロクロナデ痕 13世紀初頭 磁-3

C北西検 青磁 椀 (15.4) 口1/12 蓮弁文。 13世紀 磁-6

C検 青磁 盤 (18.4) ロー部 13世紀 磁-5

±53フ 白磁 椀

堅2フ 980806 青磁 鏑蓮弁文 ?

青磁

6住床 白磁 椀 ? 口縁部片。 口縁部破片。 V類。
6住床 青磁 劃花文。 13世紀初頭。

6住 NWNo。 1 白磁

40住 Wフ 青磁

青磁 椀 内面に沈線。 13世紀初頭。

台上北 北西部ケン 青磁 椀 鏑蓮弁文。日縁部に特徴。

青磁 椀 蓮弁文

ケ ン 白磁 袋物 頚部片。 袋物

67住検 白磁 椀 縦線が入る

40住Wフ 青磁 13世紀初頭 ?

44住南隣 青磁 椀 蓮弁文。 13世紀。

堅 2フ 青磁 紋様あり。 13世紀。

9住 No.1 青磁 蓮弁文。 13世紀。

56住 SEフ 青磁

40住ベル ト 青磁 椀
口縁部片。 13世紀初頭。 868と 同
一個体か ?

6住 青磁 椀 口縁部破片。書l花文。

青磁

堅 2 青磁 椀

57住 SE 青磁

陶器 外面沈線と施釉、内面ナデ 常滑系陶器

40住フ 陶器 椀 内外面ロクロナデ

検 陶器 捏鉢 東海系陶器

一-70-一



第 6表5 土器観察表 (層序別)
遣構名 1段階 層1序(第 3章第3節第4項) 蓄轟轟| 出土土器聴 点数 土師需棒A,■の法量■■■1011内は1平均値 点1数

第 51号住居址

(口 )9.4cm、 (高)2.2cm

住居址覆土

ピット1覆土

計

第 52号住居址
口径 :7.5～ 8.7cm(8.2cm)、 器高 :1.3～ 1.75cm(1.55cm)

住居址覆土
口径 :8.2～ 9.15cm(8.68cm)、 器高 :1.8～ 1.9cm(1.85cm)

ピット13覆土

ピット覆土

竃崩落土

鼈覆土

ビット6覆土

竃構築土

計

第 54号住居址

住居址覆土

計

第 56号住居址
口径 :8。 7～ 9.5cm(9。 17cm)、 器高 1.4～ 2.4cm(1.82cm)

住居址覆土

計

第60号住居址
口径 :9.4～ 9.8cm(9.67cm)、 器高 :1.7～ 1.95cm(1.82cm)

住居址覆土
口径 :9.8cm、 器高 1.45cm

ビット5覆土
口径 :9.8cm、 器高 2.lcm

竃覆土

竃構築土

計

第 61号住居址 I(上部 )

I(中部 ) 口径 :11。 3～ 14.45cm(12.8cm)、 器高 :3～4cm(3 5cm)

I(下部 )

住居址覆土
口径 :11.Ocm、 器高 :3.7cm

竃覆土
口径 :12.05～ 12.lcm(12.lcm)、 器高 :3.1～ 3.15cm(3 13cm)

計

第 63号住居址

住居址覆土

ピット22覆土

竃覆土

竃構築土

計

第67号住居址

住居址覆土
口径 :10Cm、 器高 2.4cm

ピット3覆土
口径 11.05cm、 器高 2.65cm

計

第 73号住居址

住居址覆土
口径 12cm、 器高 3.2cm

口径 11.7cm、 器高 2.95cm

竃構築土

計

第 79号住居址
口径 8.8cm、 器高 1.3cm

口径 8.4cm、 器高 1.7cm

住居址覆土 801・ 805・ 807・ 810。 814・ 815。 817・ 820・ 822・ 832 口径 8.8～ 9.95cm(9.3cm)、 器高 1.7～ 2.5cm(2.04cm)

鼈覆土

竃構築土

計

第 80号住居址

口径 9。 6～ 11.2cm(10.4cm)、 器高2.45～ 3cm(2.72cm)

住居址覆土。

ビット2覆土・

鼈覆土
口径 9。 1～ 10.4cm(9.7cm)、 器高2.3～ 2.5cm(2.4cm)

計

総計

(註)土器観察表 (層序別)は、51住、52住、54住、56住、60住、61住、63住、67住、73住、79住、80住の出土遺物に

ついてのみ作成した。
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2 瓦  (第 43図 )
今回の調査では、総数で 16点 出土している。種類別では平瓦が11点、丸瓦が 5点である。軒平瓦、軒丸瓦等はみ

られなかった。出土地点は、遺構別では 12溝が 3点、80住が 2点、11住、25住、30住、52住、55住、57住から 1

点ずつ、他に検出面等から5点となっている。これらの内、80住の 2点、12溝の 1点、それとC地区南西部検出面の

1点の計 4点が遺構間接合をし得た。その他のものは全て別個体とみられるので、13点 ということになる。ほとんど

の瓦は凸面がタタキロ、凹面は布目痕がみられる。図化し得たものは4点である。

丸瓦 5点の出土がみられたが、長さはすべて不明である。幅は推定できるものは端部が残存する検出面の 3のみ
で、14cmを測るとみられる。厚さは2 cmを測る。他の 4点は不明である。調整は、いずれも凸面がヘラ状工具による

ナデ、ケズリで、凹面には布目痕が残り、端部はヨコナデ、ケズリが施される。

平瓦 11点の出土がみられたが、いずれも長さは不明で、幅は推定で25cm前後を測るとみられる。厚さは平均 2。 2

cmで大きなばらつきはない。調整は、いずれも凸面がタタキで、凹面は布目痕が残り、端部はヨコナデ後ヘラケズリ

が施される。図化したものは接合資料である80住他出土の 1と 溝 12出土の 2、 及び参考資料として、第 1次調査第

3住出土品である 4の 3点である。

3 金属製品  (第 46、 47図、銭貨のみ第 45図 )
鉄製品、鋼製品合わせて、住居址出土資料を中心に92点 を図化提示した。器種は鋤・鍬、鎌、苧引鉄、紡錘車、刀

子、鋏、菫、釘、錠、馬具、鏃、短刀、鐸、鎖、他がある。時期的には大半が平安時代で、中世までのものが含まれ

よう。

(1)鉄製品

鋤・鍬は9030住で完形品が得られている (10038)。 ともにU字形鋤・鍬であるが刃先部が尖り気味でV字状に近
い形態である。38は内縁形もV字に近くなっている。鎌は7住より完形品 1点が出土した (7)。 吉田川西遺跡報文の

分類ではⅥ類に含まれるものである。苧引鉄は17住 と51住から破片が出土している (20046)。 2点 とも肩の丸いタ

イプである。紡錘車は紡輪を伴う確実なものは3点あり (12018051)、 紡輪の直径 4。7～ 5.5cmを 測る。その他丸棒

状の断片が6点出土するが大半が紡軸と推定される。刀子は13点得られたが、全形の判明するものは29住出土品 (35)

1点のみである。緩く両関を有しているが、他の個体を見ると、棟が無関となるものが多いようである。あるいは鋏の

破片も含まれるかもしれない。57住からは鋏が出土した (55)。 茎部を欠いているが、身部が完存する優品である。釘

は最も出土量が多い。頭部の形態に上端を単に折り曲げたものや叩き伸ばした後に折り曲げるものが多いが、方頭を

呈するものも見られる。馬具は11住 より轡の一部が得られた (14)。 鏃は身部を残すもの3点が得られた。11住 (15)

および63住 (69)出 土品はともに長三角形身部形態で前者が撥状の関、後者は角状の関となる。29住のもの (36)は

雁股鏃で、刃部は短い。44土より身部長が 22。3cmあ る短刀が得られている (79)。 身部幅は最大で 2。6cm内外を測る。

身部の中程には鞘の本質が厚く残存するため細部の形態がつかめない。鐸は破片も含め8点が得られた (67072～ 750

78)。 80住出土品 (78)は直径が大きく別物かもしれない。他は上部直径 1～ 1.2cmm・ 下部直径 1。1～ 1。5cmを測り、

4～ 6cm程の全長を有する。角の丸い鉄板を用いるものと、角張ったものがある。63住 と79住からまとまって出土し

た点が注意される。76住出土の鎖 (71)は長さ2。5cm内外のO字型の環 7個が絡まるもので、他に1点同一個体の環

部片がある。馬具の一部であろうか。その他、建築金具の一部 (93)や不明品が出土している。

(2)銅製品

A区の検出面より、外面に花弁状に刻みを施した環状の銅製品が出土している (98)。 推定直径は 7。5cmを測る。他

に銭5点が住居址や検出面から出土している (30031・ 87～ 89)。 北宋銭では「淳化元賓」(初鋳990年 )・「皇宋通賓」(1038

年)・ 剛熙寧元賓」 (1068年 )・「紹聖元賓」 (1094年 )、 明銭では「洪武通賓」(1368年)がある。

(3)その他

参考資料として第 1次調査で出土した鋼製三尊仏を掲載した (図版 1、 略測図 :第 44図 )。 高さ9。 8 cm、 幅 8。2 cmの

銅製三尊座像で、 1本の茎から3本に分かれた茎上部に像が作られている。像容は摩耗しており不明である。当初は

錫杖頭部の装飾と考えたが、上田市立信濃国分寺資料館学芸員倉澤正幸氏より、錫杖頭部とするには円形の輪形がな

く、類例はみられないことから、可能性としては念持仏として台上に安置したものではないか、また当時は金銅仏で

あったのではないかとの教示を受けた。同市大田法楽寺遺跡においても小型の金銅製三尊仏が出土しているが、全国

的にみてもこうした小型仏は伝世品等として知られるものが多く、考古学上発見されたものは少ないとのことである。

そうした例も含めて、今後他例と比較検討をし、明らかにしていきたい。
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第7表 平瀬遺跡金属製品一覧 単位 (長さ 幅・厚さ :mm、 重量 :g)、 現存値、〈〉は推定値
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N6: 遺■1構 図 種 別 長‖さ 幅 厚‖:さ 重 量
図
版 備 一考

14溝 48 釘 30 14溝 -1
グリッド 48 刀子か 73 5。 57 N54-W30-1
グリッド 46 銭 (淳化元費) 24 2.33 28 N24-W3-1
検出面 46 銭 (洪武通費) 3.01 検出面
検出面 46 銭 (熙寧元費) 22 2.73 検出面
検出面 48 錠 64 13。94 検出面
検出面 48 刀子 8。26 2検覆土
検出面 48 紡錘車 (紡軸) 3.58 P45付近検
検出面 48 建築金具か 44 20 5。 89 検出面 2ヶ所穿孔、鋲状部品付
検出面 48 不明 3.44 検出面
検出面 48 釘 5。47 検出面
検出面 48 紡錘車 (紡軸)か 5.50 北東検出面
検出面 48 刀子か 9。 38 28 2B検出面

98 検出面 48 不明環状銅製品 (74) 3.00 検 出面北東

瓦 -2

第 43図

瓦 -4

0              5cm

遺物拓影 実測図 瓦

87

銭貨

昴 44図

瓦 -3

0                    5crn

鋼製三尊仏略測図 (参考資料 )

1瑯
銅製三尊仏

第 45図 遺物拓影
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4 石器
① 石器群の概要
平瀬遺跡第Ⅱ次調査では総点数 347′点、総重量 421,371。8gを測る石器群を回収した。Ⅱ AB区では博仏押型転用硯形石器

等が出土し注目されるものの、Ⅱ AB区及びⅡC区の一部では石器の認定基準、回収基準及び回収精度に若干の問題があった。

母岩識別・接合作業により得られる接合・同一母岩関係は石器の回収精度に直接的影響を受ける為、本項では以下平瀬遺跡
Ⅱ

石器群の中でも平瀬遺跡ⅡC石器群(総点数 267′点、総重量 385,717。 6りを主な対象とし、平瀬遺跡ⅡC石器群の中でも特に

回収率の高い対象区の石器群を平瀬遺跡ⅡC対象区石器群として区別して扱う
儘D。

主として平安時代に帰属すると考えられる竪穴住居址等より出土した、竃構築材と考えられる礫片を主体とする平瀬遺跡

ⅡC石器群に対して母岩識別・接合作業を実施したところ、接合資料31例、総接合個体数78点及び、同一母岩資料 11例、

総同一母岩個体数 19′点、母岩別資料38母岩、総母岩別資料個体数 97′点を確認し得た
駐②。母岩別資料を構成する器種は多

くが竃構築材と考えられる礫片類であり、従来石器として認識され、回収されることはなかったものと考えられる。それら

母岩別資料の分布は単一遺構内であっても複数の層位に分布する場合や遺構間に分布する場合等、様
々な状況が認められる

ことが明らかとなった。また、単一遺構内においてのみならずⅡC対象区石器群としても同一母岩関係が認められない単独

資料を多数確認した。単独資料はその個体数(母岩豹分の接合関係をⅡC対象区外かもしくは遺跡外と有して
いたものと考

えられる。さらに、母岩別資料の分布を遺構間の土層単位で対比した結果、より詳細な共時態の把握が可能となった。

② 枠組の提示

石器の認定

本項では、従来使用されてきた機能名称は用いずに、なおかつそれぞれのタクソンについての分類基準、すなわちクライ

テリオンを明示するように努めた。広義の石器については「素材獲得技術痕跡の認められる個何 もしくは「人為的加工痕

は認められないが出土状況等から人為的意図の想定し得る個個 と仮設した。竃という人為的構造物が竃構築土及び竃構築

材から構成されているものとすれば、竃構築土に含まれる自然礫及び礫片等も竃構築段階に素材採取地にお
いて竃構築材と

して人為的に選択され、人為的に搬入された、すなわち広義の石器ということになる。同様に、住居址覆土上層に含まれる

自然礫を含む個体も住居址覆土が洪水脚 層である場合等を除いては、人為的に搬入された可能性が高
いものと考えられる。

なお、本項では変色範囲が認められた個体は竃構築材であったものとして扱っている
儘9。

狭義の石器については「素材獲得技術痕跡及び二次加工技術痕跡の複制 と仮設した。そして、二次加工の有無と
いう

定L的クライテリオンにより分離し得る、素材獲得技術構造及び二次加工技術構造というレ
ベルの異なる構造の関係、すな

わち構造間構造を石器製作技術システムと仮設した
駐り。

単位石器群の設定

時空間的に限定された調査区内における遺構―遺物関係論としての遺跡構造論的把握を目的とし、資料操作の基本的単位

を遺構内より出土した個体群すなわち遺構単位石器群とした。そして遺構単位石器群により構成される構造体を、平瀬遺跡

ⅡC石器群とした。遺物出土状況図を提示し得た遺構単位石器群については遺物取り上げ時に記録した標高最高値及び標高

最低値を任意の断面図に投影し、原則として標高中央値で帰属層準を推定し、遺構単位の下位レ
ベルとして遺構内土層単位

石器群として扱った。下位レベルから遺構内土層単位一遺構単位一調査区単位
―遺跡単位一遺跡群単位の順となる。

剥離面及び剥離痕等の分類

本項では通常剥離痕跡を「バルブ及びバルバースカーが最も発達すると考えられる、剥片剥離を目的とするカロ撃痕跡」、両

極剥離痕跡を「リング及び潰れ状を呈する剥離痕が最も発達すると考えられる、台石上でなされたと考えられる剥片剥離
を

目的とする加撃痕跡」、分割痕跡を陽J片剥離を目的としないと考えられる、対象物をほぼ等分に剥離した痕跡」と仮設した。

また、敲打痕跡を課j片剥離を目的としないと考えられる、対象物に対して垂直になされたと考えられる加撃痕跡」とし、

研磨痕跡を「加撃行為とは定陛的に区別し得る、対象物を磨いた行為の痕跡」と仮設した。以上を明確な人為的加工痕跡
と

した。剥落痕跡については「明確な打点が認められない、礫片が分離した痕跡」と仮設した。

③ 器種・石材概観 塵 8～ 15

ここではⅡC対象区石器群の中でもSB51～ 80石器群に対象を限定し、器種・石材組成について概観しておきたい
儘9。

住居址単位石器群における器種平均組成率は石核 1%未満、剥片1%未満、礫石器Ⅱ類2%、 礫石器Ⅲ類1%未満、礫石器

複合 1%未満、礫片 18%、 礫片 I類 17%、 礫片Ⅱ類 19%、 礫片複合 31%、 砥石状石器12%と なる。狭義の石歌礫石器類及

び砥石状石器)の平均組成率の合計は14%、 広義の石器の平均組成率の合計は86%であつた。

同じく石材平均組成率は流紋岩8%、 安山岩 1%、 閃緑岩1%未満、石英斑岩2%、 花商岩 10%、 硬砂岩58%、 砂岩 13%、

頁岩 2%、 珪質凝灰岩 1%未満、粘板岩 1%、 チヤート2%、 ホルンフェルス 1%、 珪岩 1%と なる。接合資料が認められた

石材は流紋岩、石英斑岩、花商岩、硬砂岩、砂岩、チヤートであり、ⅡC石器群としての石材単位平均接合率は12%となる。

原産地が限定される黒耀岩及びホルンフェルスを除いては、平瀬遺跡東側を北流していたと考えられる奈良井川か、もし

くはその氾濫原であると考えられる基盤層中において採集可能な石材を利用していたものと考えられる。
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④ 石器群概観 (第 17表9第増～M図 )
平瀬遺跡ⅡC石器群は、主に平安時代に帰属すると考えられる住居址等の遺構への帰属率は87%、 住居址に帰属する個体
の三次元座標記録率は79%であった。ここでは組成論同様 石器群としての議論に耐え得ないⅡ AB石器群及びⅡC対象区外
石器群は割愛し、ⅡC対象区内において検出した遺構より出土した石器群を遺構単位で概観しておきたい駐0。

SB51石器群 SB51は SBCを切りSB66に切られる。I～Ⅷ層が住居址埋没段階に、Ⅸ層が床面施設埋没段階に相当し、Ⅲ
層及びⅨ層においてそれぞれ1点が出土したがいずれも単独資料である。調査区タトにかかる為言稀田は不明である。

SB52石器群(第 49図)SB52は SB6707301801を切りSB79・ SD12に切られる。I・ Ⅱ層が住居址埋没段階、Ⅲ～V層が床面
施設埋没段階、Ⅵ～Ⅸ層が竃構築段階に相当する。Ⅷ層(ピ ット6覆土)は竃構築土であるⅥ・Ⅶ層がのる為竃構築段階とした。

竃構築段階に相当するⅨ層石器群は接合資料 8′点、同一母岩資料 1′点、単独資料 1′点の他、自然礫 8点により構成される。

Ⅷ層石器群は単独資料 4′点の他、自然礫 7′点により構成される。Ⅶ層石器群は接合資料 1′点の他、自然礫 1点により構成さ

れる。Ⅵ層石器群は自然礫 1′点のみである。竃構築段階石器群としてみると接合資料 9′点、同一母岩資料 1点、単独資料 5

点の他、17′点の自然礫より構成される。竃は天丼部及び袖部が一部破壊されていると考えられるものの、石器含有率″%、

接合率 60%、 単独率 19%であることから、すでに割れたもの、すなわち母岩状態ではない単独資料が竃構築材として19%
程度は含まれていたことになる。床面施設埋没段階に相当するⅢ層(ピ ット13覆土)石器群は接合資料1点、自然礫 1′点より

構成される。住居址埋没段階に相当するⅡ層石器群は接合資料 8′点、単独資料 2″点の他、自然礫 9′点より構成される。 I層

石器群は接合資料 9′点、単独資料 10′点の他、自然礫 18′点により構成される。石器及び自然礫の標高はⅡ層としたものでも

床面に接する個体はほとんどなく、I層とⅡ層の層理面付近にピークがあることから、SB52廃絶後の跡地に搬入され、備蓄
されたものと考えられる。多少の搬出入はあったと考えられるが住居址埋没段階石器群としてみると、接合資料 17点、単

独資料 12′点の他、自然礫 27′点により構成され、石器含有率52%、 接合率59%、 単独率21%と なることから、単独資料が21

%程度は含まれていたことになる。

母岩別資料の分布が竃構築材と関係を有する個体群と、SB52南東部覆土中層に集中分布する個体群とに分離し得ることか

らも、竃構築段階石器群と住居址埋没段階石器群の形成時期に時間差があったものと考えられる。

SB53石器群 SB53は住居址と認定し難い為対象外とした。SB52067073覆 土上部を別の住居址と誤認した可能性がある。
SBM石器群 SBMは SB64を切りSB56・ 78に切られる。I・ Ⅱ層共に住居址埋没段階に相当する。Ⅱ層では石器、自然礫共
に出土していないが、I層石器群は単独資料4′点の他、自然礫 10′点より構成される。調査区外にかかる為言琳田は不明である。

SB55石器群悌 53図)SB55は住居址と認定し難いものであるが、母岩別資料が含まれる為、層毎に概観しておく。Ⅱ層
石器群は接合資料 2`点、同一母岩資料 1点の他、自然礫 8′点により構成される。I層では石器、自然礫共に出土していない。

遺構間接合関係はSB67に認められた。石器、自然礫の回収精度にも問題があった為、石器群の信頼度は低く、対象外とした。

SB56石器群 SB56は SBM・ 68078を切る。住居址埋没段階に相当する10Ⅱ・Ⅲ層が認められた。同一母岩資料 1点、単独
資料1点の他、自然礫25点により構成される。HSa07は 78と SB52 Ⅸ層石器群の33と の同一母岩関係である。78が長期間
にわたって使用された個体でないとするならばSB52竃構築段階にはSB56はすでに廃絶しており、Ⅱ層もしくはI層が堆積

中にSB56跡地に搬入されたか、逆に33を搬出したものと考えられる。調査区外にかかる為詳細は不明である。

SB57石器群 SB57は SB76を切る。石器及び土器は出土しているが竃の痕跡すら認められず、住居址として認定し難い為
対象外とした。SB76覆土上部を別の住居址として誤認した可育旨性もある。石器及び自然礫の回収基準が対象区とは異なる為、

遺構単位石器群としての信頼度は低い。

SB58 SB58は SBM056を切る。石器、自然礫共に出土していない。調査区外にかかる為詳細は不明である。
SB60石器群悌 51図) SB60は SB61063・ 77を切る。竃構築段階に相当するV層石器群は接合資料2点、自然礫 1′点より
構成される。竃は天丼部及び南北両袖部が破壊されたと考えられる。石器含有率 67%、 接合率 100%、 単独率 0%と なる。
床面施設埋没段階に相当するⅢ層(ピ ット5覆土)石器群は同一母岩資料 1点により構成される。住居址埋没段階に相当する

Ⅱ層石器群は接合資料 2点、単独資料 2点の他、自然礫 8′点により構成される。同じく、I層石器群は接合資料 2′点の他、

自然礫8′点により構成される。Ⅱ層石器群にはSB60中央部に床面に接して分布する個体が多い。I層石器群にはSB60東半

部において中層に分布するものと上層に分布するものに分離し得ると考えられる。V層石器群とⅡ層石器群にHSa15 R18が

分布することから、竃構築材として用いられた石器及び自然礫が竃破壊時に床面中央部に遺棄されたものと考えられる。

SB61石器群悌 52図)SB61は SB68を 切りSB60・ 63・ (7うに切られる。竃の痕跡は認められなかった。住居址埋没段階に
相当する I・ Ⅱ層が認められ、Ⅱ層石器群は自然礫 2″点より、I層石器群は単独資料 1′点の他、自然礫22点より構成される。

住居址埋没段階石器群としてみると、石器含有率 4%、 接合率 0%、 単独率4%と なる。 I・ Ⅱ層石器群共に住居址中央部に

おいて床面に接するか、もしくは床面に近い個体が多く、SB61竃破壊時に床面に遺棄されたか、もしくはSB61廃絶後覆土

形成以前に搬入されたものと考えられる。ⅡC対象区において接合・同一母岩関係が認められない孤立した住居址である。
SB63石器群悌 51図)SB63は SB61077を 切りSB60に切られる。竃は東壁北側に袖部が一部残存し、竃構築材を抜き取っ
たと考えられるビット及び焼土範囲が認められた。竃構築段階に相当するⅧ層では石器、自然礫共に出土していない。床面

施設埋没段階に相当するⅦ層(竃覆土)石器群は自然礫 1′点のみより構成される。Ⅵ層(ピ ット22覆土)石器群は同一母岩資料

1点より構成される。HSa19は N27-30EWOグ リッド回収個体との同一母岩関係である。住居址埋没段階に相当するⅢ・Ⅳ・V層
は石器、自然礫共に出土していない。Ⅱ層石器群は自然礫 1′点、I層石器群は同一母岩資料 1′点、単独資料 1′点の他、自然
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礫 1点より構成される。Gr01は SB52 Ⅸ層石器群 21・ 22と の同一母岩関係である。覆土中層以上をSB60に切られる為詳細は

不明であるが、竃廃絶後に竃構築材がほとんどすべて住居址タトに搬出されたものと考えられる。

SB“石器群 SB64は SB54・ 78に切られる。住居址埋没段階に相当する I・ Ⅱ層が認められたが、I層 より単独資料 1点が

出土したのみである。調査区外にかかる為詳細は不明である。

SB65石器群 SB6は SB51066に切られる。住居址埋没段階に相当するI層及び床面施設埋没段階に相当するⅡ層が認めら

れたが三次元座標不明の単独資料が 1′点出土したのみである。調査区タトにかかる為詳細は不明である。

SB66'SB66は SB51を 切る。石器、自然礫共に出土していない。調査区外にかかる為詳細は不明である。

SB67石器群傷掲3図)SB67は SB73・ Zを切りSB52に切られる。SB67覆土上部はSBM・ 55と して誤認された可能性があ

る。西壁中央には竃の痕跡と考えられる張り出し部及び焼土範囲が認められる。床面施設埋没段階に相当するⅢ層(ピ ット3

覆ILl石器群は単独資料2点の他、自然礫 1点により構成される。住居址埋没段階に相当するⅡ層石器群は、接合資料1点
の

他、自然礫6点により構成される。I層石器群は接合資料 1′点、単独資料 1′点の他、自然礫 1′点により構成される。住居址

埋没段階石器群としてみると、接合資料2点、単独資料 1点の他、自然礫7点より構成され、石器含有率33%、 接合率67%、

単独率11%と なる。HSa20 R21は床面焼土範囲に接する109と 覆土中層に分布する112と の接合資料である。

SB68併:52図)SB68は SB61に切られる。住居址埋没段階に相当するI層及び床面施設埋没段階に相当するⅡ
・Ⅲ層(ピ ッ

ト4覆土)が認められた。 I層には自然礫22点がSB68南西部に集中して分布する。調査区タトにかかる為詳細は不明である。

SB69石器群悌 54図)Ⅱ C対象区内において唯一切り合い関係が認められない孤立した住居址である。竃構築段階に相当

するⅥ層石器群は単独資料1点の他、自然礫 5″点により構成される。V層石器群は接合資料 6点の他、自然礫6点より構成

される。竃構築段階石器群としてみると接合資料6点、単独資料 1点の他、自然礫 11`点 より構成される。竃は天丼部が破壊

されたと考えられる。石器含有率は39%、 接合率 86%、 単独率5%と なる。HSa09 R13は 6点が接合しほぼ母岩形状にまで

復元されたことから、竃構築段階には1′点の自然礫であつたものが竃使用時かもしくは竃破壊時に6′点に分離したも
のと考

えられ、竃構築段階の石器含有率及び接合率はさらに低率を呈することになる。床面施設埋没段階に相当するⅣ層(竃覆土)

石器群は自然礫2点により構成される。天丼部に含まれていた構築材が落下したものとも考えられる。Ⅲ層(ピ ット103覆土)

石器群は自然礫 2′点により構成される。住居址埋没段階に相当するⅡ層石器群は単独資料 1点の他、自然礫36点により構成

される。I層石器群は接合資料2点、単独資料 4′点の他、自然礫 27′点により構成される。住居址埋没段階石器群としてみる

と接合資料 2点、単独資料 5点の他、自然礫63点より構成され、石器含有率 10%、 接合率 29%、 単独率7%と なる。断面

投影図からは壁際に石器及び自然礫の含まれない空間があり、所謂三角堆積土を見逃している可能性がある。壁際を除
いて

は床面から住居址覆土上層まで個体の分布が認められ、継続的な跡地利用がなされたものと考えられる。

SB73石器群鰐郭3図)SB73は SB74・ 75を切りSB67052に切られる。 I・ Ⅱ層が住居址埋没段階に、Ⅲ
・Ⅳ層が竃構築段階

に相当する。竃は東壁中央部において、ほぼ完存状態で確認した。竃構築段階に相当するⅣ層は石器、自然礫共に出土し
て

いない。Ⅲ層石器群は接合資料 1′点、単独資料3点の他、自然礫 30′点により構成される。竃構築段階石器群は石器含有率

12%、 接合率 25%、 単独率9%と なる。HSa05 R07は SB52竃構築段階石器群構成個体である場 との接合資料である。住居

址埋没段階に相当するⅡ層石器群は自然礫 1′点により構成される。I層石器群は石器、自然礫共に出土して
いない。住居址

埋没段階石器群としてみても床面に接する自然礫 1′点のみより構成されることになり、住居址廃絶後の跡地利用がほとんど

なされなかったものと考えられる。

SB74併;53図)SB74は SB73に切られる。住居址埋没段階に相当するI層 より自然礫 2点が出土したのみである。

SB75併;53図)SB75は SB73に切られる。住居址埋没段階に相当する I・ Ⅱ層が認められたが石器、自然礫共に出土して

いない。SB73の段状施設を別の住居址と誤認している可能性がある。

SB76石器群傷掲4図)SB76は SB57に切られる。ただしSB57は住居址と認定し難いものであり、SB76覆土上部がSB57

と誤認された可能性がある。竃は西壁南部に認められた。竃構築段階に相当するⅥ層石器群は単独資料 2′点の他、自然礫
17

点により構成される。石器含有率 11%、 接合率0%、 単独率11%と なる。竃両袖部先端付近にそれぞれ1点ず
つ単独資料が

竃構築材として用いられている。床面施設埋没段階に相当するV層 (竃覆土)では石器、自然礫共に出土していな
い。Ⅳ層(竃

覆J石器群は単独資料1点の他、自然礫 4′点により構成される。Ⅲ層(竃覆土酒器群は自然礫 2点により構成される。Ⅱ層

(ピ ット2覆J石器群は自然礫 1′点により構成される。床面施設埋没段階石器群としてみると単独資料 1′点の他、自然礫7点

より構成され、石器含有率 13%、 接合率 0%、 単独率13%と なる。住居址埋没段階に相当するI層石器群は接合資料
2′点、

単独資料5点の他、自然礫 56`点により構成され、石器含有率 11%、 接合率29%、 単独率8%と なる。床面に接する個体が多

いことから、竃破壊後跡地利用がなされなかったか、もしくは住居址廃絶直後から跡地利用がなされたものと考えられる。

SB77G事 51図)SB77は SB79竃煙道部を切り、SB63060に切られる。石器、自然礫共に出土していない。

SB78石器群 SB78は SB54064を切りSB56に切られる。住居址埋没段階に相当するI～Ⅳ層が認められたがⅢ層より単独

資料 1点の他、自然礫 1点が出土したのみである。調査区タトにかかる為詳細は不明である。

SB79石器群併掲0図)SB79は SB80052を 切りSB77に 竃煙道部を切られる。覆土中層(I… Ⅱ層層理面付近)に焼土範囲及

び炭化物が検出されたことから所謂焼失住居址とも考えられる。竃は西壁南部に認められた。竃構築段階に相当するV～Ⅷ

層石器群は接合資料 3′点、同一母岩資料 1′点、単独資料 2′点の他、自然礫 5′点により構成され、石器含有率55%、 接合率50%、

単独率28%と なる。床面施設埋没段階に相当するⅣ層(竃覆J石器群は接合資料 7′点の他、自然礫 2′点より構成され、石器
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含有率 78%、 接合率 100%、 単独率0%と なる。住居址埋没段階に相当するⅢ層石器群は接合資料 3′点、単独資料2点の他、

自然礫 4″点により構成される。Ⅱ層石器群は接合資料1点、同一母岩資料 1′点の他、自然礫 2′点より構成される。 I層石器

群は単独資料 1′点の他、自然礫 4′点により構成される。住居址埋没段階石器群としてみると接合資料 4′点、同一母岩資料 1

点、単独資料 3′点の他、自然礫 10′点により構成され、石器含有率襲%、 接合率 50%、 単独率22%と なる。HSa26 R27は 竃

覆土石器群構成個体とⅢ層石器群の中でも床面に接する個体の接合資料であり、SB79竃破壊時にSB79南東部に多くの個体

が遺棄されたものと考えられる。

SB80石器群悌 50図)SB80は SB79に切られる。竃は痕跡として西壁中央北よりに確認された。床面施設埋没段階に相当
するⅥ層(竃覆土)石器群は同一母岩資料 1′点及び単独資料 1′点の他、自然礫 4′点より構成される。V層 (ピ ット2覆土)石器
群は自然礫 2′点より構成される。床面施設埋没段階石器群としてみると同一母岩資料 1′点及び単独資料 1′点の他、自然礫 6

点より構成され、石器含有率25%、 接合率0%、 単独率25%と なる。住居址埋没段階に相当するI～Ⅳ層石器群は接合資料
1′点、同一母岩資料 1′点、単独資料 2′点の他、自然礫 3′点より構成され、石器含有率 57%、 接合率25%、 単独率慇%と なる。
接合資料の切り合いから本来SB79に帰属する個体の一部が混入した可能性力群J明 している。竃は焼土面衝謂火廂が確認さ

れたのみであり、SB80廃絶段階以後竃は破壊され、竃構築材の多くが住居址外に搬出されたものと考えられる。

第 12号溝石器群併И9・ 53図)SD12は SB52・ 79を切る。住居址との切り合い部付近では本来SB52079に帰属すると考え
られる変色範囲の認められる礫片類が多く組成され、切り合いを持たない部分では自然礫が多く組成された。

以上、ⅡC対象区内の遺構単位石器群について概観してきた。竃袖部構築土及び竃袖部構築材が残存する住居址では床面
も含め住居址埋没段階に石器及び自然礫がより多く搬入され積極的かつ継続的な跡地利用が多く認められ、竃袖部構築土及

び竃袖部構築材が残存しない住居址ほど住居址埋没段階の跡地利用が少ないといったように、竃残存状況と住居址跡地利用

状況には相関傾向が認められた。なお竃天丼部が残存するSB73では跡地利用の痕跡は認められなかった。

⑤ 母岩別資料概観 (第 16表9第 55～ 62図 )
平瀬遺跡ⅡC対象区石器群に対し母岩識別・接合作業を実施したところ接合資料31例、総接合個体数78′点及餞 同一母岩
資料 11例、総同一母岩個体数 19′点を確認し得た。法量が大きく、礫面残存率の高い個体が多く、容易に母岩形状が推定し

得た為、若干不安の残る個体についてもすべて単独資料としてはいるものの、母岩識別率はほぼ100%に近いものと考えら

れる。ここでは母岩別資料を概観した後、単独資料についても概観しておきたい駐0。

第 1号母岩(HSaol R01)

接合資料 10点及び、同一母岩資料 2点

(100,238)に より構成される。分布は接合資料が

S321・ Ⅱ層、SB79 Ⅱ層及びSD12に、同一母岩

資料がSB79及 びSD12に認められた。推定最大

長552m、 現存重量34,895.Ogを測る偏平礫を

→カロ撃10(カロ撃11  13+147)+(カロ撃12 40+172)
欠落剥片4

素材としており、残存率は7/8程度である。剥離・分割面と変色範囲との切り合いから母岩状態ですでに変色しており、他の

住居址において竃構成礫として用いられていたものカミすでに廃絶していたSB52跡地に母岩状態で搬入されたと考えられる。

搬入後まず、両極剥離と考えられる加撃1で Aと lBttC)に分離している。Aは加撃 2・ 3の前後関係が不明であるが、加撃2に
より欠落礫片1が分離し、加撃3に より187及び欠落剥片2を同時剥離している。続いて加撃405の前後関係は不明である

が、加撃4に より53を剥離し、加撃5により欠落礫片3を分離し、打面を転移して加撃 10に より(13+1471と 140+1721に 分離

している。(13+1471は 欠落礫片 1と の接合面を切り欠落礫片 3と の接合面に切られる変色範囲が認められることから、Aは
欠落礫片1が分離した段階から53が分離した段階までに一度他の住居址に搬出され、竃構築材として用いられたと考えられ

る。欠落礫片3はおそらくは対象区外であろう搬出先において加撃5に より分離し、回収されなかったものと考えられる。

lBttClは加撃6によりBと Cに分離される。Bは加撃607の前後関係は不明であるが、加撃7により185を剥離し、加撃 8
により欠落剥片4を剥離し51が残核となる。Cは加撃6の分割面を打面とし、加撃9に より50を剥離し犯が残核となる。
以上の加撃10304・ 6・ 7・ 8・ 9に より形成された個体の多くはSB52南東部 I・ Ⅱ層に集中分布していることから、SB52跡地南

東部において展開された作業段階であると考えられる。しかし(13+1471及洲Ю+1721は、この段階で形成された剥離・分割面

を切る変色範囲が認められることから、剥離面の切り合い関係のみからでは知り得ない次なる段階の存在が浮かび上がる。

(13+1471は加撃5に より欠落礫片3が分離する以前に他の住居址に搬出され竃構築材として用いられたと考えられ、その

後加撃 11により13と 147と に分離している。加撃11が搬出先において行われたのかSB52跡地において行われたかは不明
であるが、13は分離した後に再びSB52跡地に搬入され、147は 13と の接合面を切る変色範囲が認められることから、さら

に他の住居址に搬出され竃構築材として用いられ、最終的に廃絶していたSB79跡地北西部に搬入されたものと考えられる。

140+1721は加撃 12に より40と 172と に分離している。前段階に形成された剥離・分割面及び、加撃 12に より形成された

40-172接合面を切る変色範囲が認められることから、他の住居址に搬出され竃構築材として使用され、その後40は SB52
跡地中央部に、172は SB79跡地南東部に搬入されたものと考えられる。

以上の剥離・分割面及び変色範囲の切り合い関係から復元した搬出及び搬入の関係は、40の標高ががやや低いことを除い

ては、SB52が SB79に切られるという遺構の切り合い関係とも整合する。

カロ達毒4  53

加撃5 欠落礫片3
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第2号母岩lHSao2 ROa[173→ (14■ 1711 接合資料 3′点により構成される。分布はSB52 Ⅸ層及びSB79に 認められた。残存

率は1/8程度である。右側縁の分割面に変色範囲が切られることから173分離以前に他の住居址において竃構築材として用

いられた後に、接合状態か分離状態かは不明であるがSB52に搬入され、14は竃北側袖構築材に、17は竃南側袖構築材に用

いられたと考えられる。剥離面及び分割面の切り合い関係からは173は 14+17分離以前に分離しており、SB52を 切るSB79

に173が含まれること自体が矛盾することから、他の住居址に搬出され、最終的にSB79に搬入されたものと考えられる。

第3号母岩lHSao3 R00[171→1272+1511接合資料3点により構成される。分布はSB55 Ⅱ層、SB79 Ⅳ層及び排土に認めら

れた。残存率は1/8程度である。接合状態図右側縁の分割面に変色範囲が切られることから、171分離以前に他の住居址に

おいて竃構築材として使用されていたと考えられる。剥離・分割面の切り合いからは171分離後欠落礫片が分離し、その後

272と 15に分離したことになり、それぞれ分離した状態で搬入されたものと考えられる。

第4号母岩(HSao4 RO→ [16+l制 接合資料 2′点より構成される。分布はSB52 Ⅸ層に認められた。残存率は7/8程度である。
16は竃構築土に含めたカツ由部推定範囲よりやや外れており、上端部→左側面の順に欠落礫片が4′点以上分離しその後 16と

18が分離していることからSB52竃構築段階には接合状態であったと考えられ、竃破壊段階に分離し、欠落礫片は他の住居

址に搬出されたものと考えられる。

第5号母岩lQPo01 R00[19+2221 接合資料 2′点より構成される。分布はSB52 Ⅸ層及びSD12に認められた。残存率は1た

程度である。19は SB52竃構築材に用いられていることから竃構築段階には分離していたことになる。222は分離後おそらく

廃絶していたであろうSB52跡地もしくはSB79跡地に搬入され、その後SD12構築段階に人為的に移動したものと考えられる。

第6号母岩lGr01 R00[21+221 接合資料 2′点及び同一母岩資料1点(103)により構成される。接合資料の分布はSB52 Ⅸ層

に、同一母岩資料の分布はSB63 1層 に認められた。残存率は1た程度である。接合面が変色範囲を切ることから、SB52竃構

築段階ですでに分離していたものと考えられる。103は SB52を 間接的に切るSB63 1層 に分布していることから、SB63廃絶

後に搬入されたものと考えられる。

第7号母岩lHSao5 ROa 124■ 1281接合資料 2点より構成される。分布はSB52 Ⅶ層及びSB73 Ⅲ層に認められた。残存率は

ほぼ1/1である。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で他の住居址において竃構成礫として使用されていたと考えら

れる。分離後 128は SB73竃構築材、2は SB52竃構築材として用いられたものと考えられる。土器型式期ではSB73は 11～
12期、SB52は 15期に帰属すると考えられることから、少なくとも2型式期以上の時間差がある。

第 8号母岩lHSao6 R00レ7+3d 接合資料 2点より構成される。分布はSB52 1・Ⅸ層に認められた。残存率は 1/8程度で
ある。接合面が変色範囲に切られることから、SB52構築段階にはすでに分離しており、36は SB52竃構築材として使用され

ている。27は分離後他の住居址に搬出され変色し、最終的にすでに廃絶していたSB52跡地に搬入されたものと考えられる。

第9号母岩(HSaoη  同一母岩資料2点 33,781よ り構成される。分布はSB52 Ⅸ層及びSB56 1層 に認められた。接合資料で
はない為信頼度は劣るが、33と 78は SB52竃構築段階には分離しており、33は SB52竃構築材として使用され、78はすでに

廃絶していたSB56跡地に搬入されたものと考えられる。

第10号母岩(Rh01 R09 142143]接 合資料2点及び同一母岩資料 1′点(180よ り構成される。分布はSB52 Ⅱ層及びSD12に

認められた。残存率は1/2程度である。

第11号母岩lGr02 R10 145■ 521 接合資料2点より構成される。分布はSB52 Ⅱ層に認められた。残存率は7/8程度である。

母岩状態ですでに変色しており、52分離後欠落礫片が分離し、45が残核となる。他の住居址において竃構築礫として用いら

れていたものが、すでに廃絶していたSB52跡地に搬入されたものと考えられる。

第12号母岩lSaol Rll)И 6+471 接合資料2点より構成される。分布はSB52 1層 に認められた。残存率は1/6程度である。

砥石状石器より分割されたものであるが、研磨面を切る変色範囲が認められ、さらに接合面である分割面に切られている。

第13号母岩(HSao8 R12[弘+5例 接合資料 2′点により構成される。分布はSB52 1層 に認められた。残存率は3/8程度で
ある。接合面が変色範囲を切ることから接合状態ですでに変色していたと考えられ、分離後少なくとも2′点以上の欠落礫片

及び欠落剥片が分離していることから、SB52跡地に搬入される段階ですでに分離していたものと考えられる。

第14号母岩(HSao9 R10 158012+66+5つ +(122+123)]接合資料 6′点により構成される。分布はSB69 V層 に認められた。

残存率はほぼ1/1である。接合面は変色範囲を切ることから接合状態ですでに変色しており、SB69竃構築段階には母岩状態

で搬入され、構築材として使用されたものが分離したものと考えられる。

第 15号母岩lHSJO R141[61■63]接合資料 2′点により構成される。分布はSB52 1層 に認められた。残存率は7/8程度で

ある。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で他の住居址において竃構成礫として用いられたと考えられる。その後少

なくとも欠落剥片2点及び欠落礫片1点が分離し、接合状態か分離状態か不明であるがSB52跡地に搬入されたと考えられる。

第16号母岩lGr03剛 O162+23ヨ 接合資料2点により構成される。分布はSB52 Ⅱ層及びSD12に認められた。残存率はlμ
程度である。接合面が変色範囲に切られることから分離状態で他の住居址において竃構成礫として用いられたと考えられ、

62は分離状態でSB52跡地に搬入されたものと考えられる。

第17号母岩lHSJl R10 164+233]接合資料 2′点により構成される。分布はSB52 Ⅲ層及びSD12に認められた。残存率は

1/4程度である。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で他の住居址において竃構成礫として使用されていたと考えら

れ、下端の欠落礫片が分離した後、
"は
分離状態でSB52跡地に搬入されたものと考えられる。

第 18号母岩(HSa10 同一母岩資料 2′点(71,75)よ り構成される3分布はSB55及び排土に認められた。
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第 19号母岩(HSa131 同一母岩資料 2点172,73)よ り構成される。分布はSB55 Ⅱ層に認められた。

第 20号母岩(HSa14 Rlη 174+106]接合資料 2′点より構成される。分布はSB55 Ⅱ層及びSB67に認められた。

第21号母岩lHSJ5 R181187189+941 接合資料3点により構成される。分布はSB60 Ⅱ・V層に認められた。接合面が変色

範囲に切られることから、SB60竃構築段階にはすでに3点に分離しており、87と 89は SB60竃構築材として使用されてい

る。94は SB60床面に接した状態で出土しており、住居址廃絶段階に竃が破壊され、遺棄されたものと考えられる。

第22号母岩(HSJ6 R191[91+18制 接合資料2点及び同一母岩資料1点(159よ り構成される。分布は接合資料がSB60 Ⅱ

層及びSD12に、同一母岩資料がSB79 V～Ⅷ層に認められた。残存率は1/2程度である。

第23号母岩lCh01 R20[93+9刻 接合資料 2′点により構成される。分布はSB60 1層 に認められた。残存率は1/1である。
接合面が変色範囲を切ることから、母岩状態で他の住居址において竃構成礫として使用されていたものと考えられる。母岩

状態か分離状態かは不明であるが、共に廃絶していたSB60跡地に搬入されたものと考えられる。

第24号母岩(HSJ71 同一母岩資料 2′点05,1521よ り構成される。分布はSB60 Ⅲ層及びSB79 Ⅱ層に認められた。接合資料

ではない為信頼度は劣るが、95が SB60 Ⅲ層、すなわち床面施設埋没段階に、152が廃絶していたSB79跡地に搬入されたも

のと考えられる。この関係は遺構の切り合い関係と整合する。

第 25号母岩(HSa181 同一母岩資料 2点09,17つ により構成される。分布はSB79及びSB80 Ⅳ層に認められた。

第 26号母岩(HSa191 同一母岩資料 2′点(Юりりにより構成される。分布はSBM Ⅵ層及びN7-30EWOグリッドに認められた。

第27号母岩(HSa20 R21)[109+11刻  接合資料2点より構成される。分布はSB67 1・ Ⅱ層に認められた。残存率は1/2程度
である。109は SB67竃の痕跡と考えられる焼土範囲に接した状態で、112は SB67北部 I層 より出土しており、接合面が変色

範囲を切ることからも接合状態でSB67において竃構築材として使用されていたものと考えられる。

第28号母岩(HSa21 R2a[116+12d 接合資料 2′点により構成される。分布はSB69 1層 に認められた。残存率は7/8程度

である。接合面が変色範囲を切るが、接合状態図背面左側縁に変色範囲に切られる剥離痕が認められることから、まず欠落

剥片力湯J離され、他の住居址において接合状態で竃構築材として用いられ、接合状態か分離状態かは不明であるが最終的に

すでに廃絶していたSB69跡地に搬入されたものと考えられる。

第29号母岩(HSa22 R231[133+13」 接合資料 2点により構成される。分布はSB76 1層 に認められた。残存率は3/4程度

である。接合面が変色範囲を切るが、接合状態図背面に変色範囲に切られる剥離・剥落面が認められることから、SB76も し

くは他の住居址において接合状態で竃構築材として用いられたものが、SB76跡地に搬入されたものと考えられる。

第30号母岩(HSa23 R241[1侶+1681 接合資料 2′点により構成される。分布はSB79 V～ Ⅷ層に認められた。残存率は5/8

程度である。接合面は変色範囲に切られることから、SB79竃構築段階には分離しており、168は竃構築材に用いられている。

l侶 は標高は不明であるがSB79南東より出土している。変色は認められない。

第31号母岩lHSa24 R20[14+15d接合資料 2′点により構成される。分布はSB79 Ⅳ層に認められた。残存率は1/2程度

である。接合面が変色範囲を切ることから、接合状態で竃構築材に用いられていたと考えられる。近接状態で出土しており、

SB79竃破壊段階の加撃によリクラックが生じていたものが遺物取り上げ時に分離したものとも考えられる。

第32号母岩(HSa25 R20[151■ 1601 接合資料2点により構成される。分布はSB79 Ⅲ・Ⅳ層に認められた。残存率は1/1で

ある。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で竃構築材に用いられていたと考えられる。160は SB79竃覆土に、151は

SB79竃周辺において床面に接した状態で出土していることから、SB79竃破壊段階に分離したものとも考えられる。

第33号母岩(HSa26 R2η [153+165]接合資料 2′点により構成される。分布はSB79 Ⅲ・Ⅳ層に認められた。残存率は3/16

程度である。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で竃構築材に用いられていたと考えられる。165は SB79竃覆土に、

153は SB79南東部床面より出土していることから、SB79竃破壊段階に分離したものとも考えられる。

第34号母岩lHSa27 R20[166→ (154+15711接 合資料3点より構成される。分布はSB79 Ⅳ・V～Ⅷ層及びSB80 Ⅳ層に認め

られた。残存率は1/1である。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で竃構築材に用いられていたと考えられる。剥離
・

分割面の切り合いからはまず166が分離し、その後 1540157が分離したことになる。166は SB79竃構築土に、157は SB79

竃構築土に含まれており、166分離以前すなわちSB79竃構築段階以前には分離し得ない154が SB80覆土に含まれることは

あり得ない。ゆえにlMは SB79の床面施設に伴っていたものであるが検出の失敗によりSB80に混入したものとも考えられる。

第35号母岩lHSa28 R20[156+1741 接合資料 2′点より構成される。分布はSB79 Ⅲ層に認められた。残存率は7/8程度で

ある。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で竃構築材に用いられていたと考えられる。

第36号母岩lHSa29 R30[169+1701接 合資料2点より構成される。分布はSB79 Ⅳ・V～Ⅷ層に認められた。残存率はほぼ

1/1である。接合面が変色範囲を切ることから母岩状態で竃構築材に用いられていたと考えられる。170は SB79竃構築土に、

169は SB79竃覆土より出土していることから、SB79竃破壊段階に分離したものとも考えられる。

第37号母岩lCro41 同一母岩資料 2′点(180,230よ り構成される。分布はSB80 Ⅵ層及びSD12に認められた。接合資料で

はない為信頼度は劣るが、180は SB80 Ⅳ層すなわち竃覆土より、230は SD12よ り出土している。

第38号母岩lHSa30 R31)[197+1981 接合資料 2′点より構成される。分布はSD12に認められた。変色範囲は認められない。

単独資料161 161は SB79竃構築土に含まれていた個体が取り上げ時に6′点に分離したものである。背面上半に認められ

る剥落面が変色範囲に切られ、すべての接合面が変色範囲に切られることから、他の住居址において竃構築材として用いら

れていた個体が、SB79竃構築段階に接合状態で搬入され、再度竃構築材に用いられたものと考えられる。
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⑥ ガヽ結 (第 17表,第 63図)
本項では遺跡を遺構と遺物により構成される構造体と仮設し、調査し得た範囲内、すなわち時空間的に限定された調査区

内における、遺構と遺物の関係論から成立する遺跡構造論的把握を試みた。ここでは平瀬遺跡ⅡC対象区内において確認し

得た遺構と遺物の関係について概観しておきたい。

対象区内においては住居址と認定し得る遺構を20程度確認したが、竃構築材と考えられる礫片類を主体とする石器群に対

し母岩識別・接合作業を実施した結果、住居址間に分布する母岩別資料が存在し、また単一住居址内において接合・同一母岩

関係が認められない、すなわち遺構外との関係を想定し得る単独資料が竃構築段階石器群においても存在することが明らか

となった。従来竃の破壊行為は竃神を封じる為等の祭祀的行為とされてきたが、単一遺構内で完結しない母岩別資料の存在

から、廃絶した住居址において竃構築材としての石器を回収し、構築段階の住居址へ搬入し再利用した結果、竃が破壊され

たものと考えられる。さらに竃構築段階石器群と住居址埋没段階石器群に分布する母岩別資料の存在及伐 住居址への石器

帰属率が高率を呈したこと等から、住居址廃絶後の住居址跡地においても竃構築材を備蓄していたものとも考えられる。

また、住居址の集中分布を住居址ブロックと仮設したなら、起′点となる住居址の竃構築段階には竃構築材としての石器は

自然礫のみに限定されるかもしくは自然礫が多く組成され、展開期には廃絶段階再利用材)かもしくはすでに廃絶していた

備蓄再利用材)住居址から搬入された礫片類がより多く組成されるものと想定し得る。起点住居址の竃構築段階に自然礫を

分割して竃構築材に用いた可能性も排除し切れず、竃の残存状況等にも影響を受けるものの、竃構築段階石器群の石器含有

率が10数%に止まるSB69073076等 は住居址ブロックの起′点に近い段階に構築された住居址と考えられ、竃構築段階石器群

の石器含有率が50%を上回るSB52・ 60・ 79等は住居址ブロックの展開期以降に構築された住居址と考えられる。

遺跡を遺構と遺物により構成される構造体と仮設したならば、その構造体内において生じ得る関係とはいうまでもなく、

1)遺構―遺構関係、2)遺構―遺物関係、3)遺物―遺物関係である。従来構造体内における共時態の設定は、土器型式という

高度に抽象的な仮設に依存してきた感が強いが、その仮設が検証されることは少なかったものと考えられる。しかしながら

遺構間接合・同一母岩資料という共時態内における通時的関係の把握から可能となる遺構間土層対比を実施することにより、

その土器型式という仮設は検証され得ることになり、さらには単一土器型式期内においてより詳細な共時態の設定が可能と

なるものと考えられる駐9。

附詞
註l ⅡC区内においてもSB44～ 50及びSB81～ 86については石器の回収基準が異なることから対象から除外する。またSB53055057・ 73については積極的には
住居址と認定し難いことから、遺構単位石器群として扱ってはいるものの割愛した部分もある。すなわち、第48図より除外対象とした住居址を除いた範囲

を対象区とする。なお対象区においては石器、自然礫共に可能な限り三次元座標を記録し、人為。自然為の区別なく「割れている」個体はすべて回収した。

逆に、全面が礫面に覆われていた個体は1/20平面図を作成し、標高最高値・標高最低値を記録した段階で、変色範囲が認められた個体も竃構築土に含まれて

いた個体もすべて現場段階において廃棄処分とした。人為的意図が想定し得る、すなわち広義の石器に含まれる自然礫についても石材、法量、礫臥 変色

範囲の有無等のデータを取った後に廃棄する等の次善策を講じるべきであったが、諸般の制約から成し得なかった。なお、対象区以外においては石器の認定

基準及び回収基準が不明である為、器種・石材組成から有意差は検討し得ず、単位石器群としての組成論的比較は意味を成さないことをお断りしておきたい。

註2 平瀬遺跡ⅡC対象区石器群において確認し得た接合・同一母岩関係は、対象区外ではそれらに帰属する個体が回収されなかった可育旨性が残る為、対象区外
石器群においても有効であるとは限らない。対象区の遺構単位石器群において単独資料が多数確認されていることからすれば、むしろ回収されなかった可能

性が高いものと考えられる。

註3 本項では変色を被熱によると考えられるものに限定したが、竃構築土に含まれる個体を除き、すべて竃構築材として用いられた結果生じたものとはいい
切れない。しかしながら遺構の中でも住居址への帰属率が著しく高く、竃構築材との接合関係が多く認められ、なおかつ所謂焼失住居がSB79のみであらた
ことから、上屋構造物であった可能性等もあり得るものの、多くの個体が竃構築材としての使用の結果変色したものと考えられる。

註4 平瀬遺跡ⅡC対象区石器群においては礫石器類及び砥石状石器が狭義の石器であり、粗質石材素材研磨・敲打系という石器製作技術システムに該当する。
註5 石材鑑定にあたっては森 義直氏より有益な御教唆を頂いた。記して御礼申し上げます。なお自然礫については点数のみの把握に止まる為、詳細は第17
表に譲りここでは割愛する。

註6 ここでは、竃構築土 :竃構築段階、竃覆土・住居址内ビット覆土 :床面施設埋没段階、住居址覆土:住居址埋没段階に相当するものとした。三次元座標が
不明な個体は石器小計にのみ合めた。石器含有率 :石器点数/総点数、接合率 :接合個体数/石器′点

`私

単独率 :石器含有率×(1-接合率)と して算出している。

註7 単独資料については諸般の制約から実測図はほとんど提示し得なかった。なお記述にあたっては母岩D順に行うが、図表中においては母岩番号及び接合
番号のみ記してある。対応関係については第16表を参照して頂きたい。

註8 土器についても接合・同一個体関係の分布から遺構間土層対比が可能な状況では、土器は破損段階で機能停止状態となる場合が多く、破損状態で転用され
る可能性が低かったと考えられることから、より詳細な共時的関係が追求し得るものと考えられる。それに対し竃構築材としての石器は破損段階以降も機能

停止状態となることは少なく、特に竃構築土に含まれた状態で、すなわち竃構築段階から住居址に確実に伴うと認定し得る状態で検出される可能性が高く、

より言琳田な通時的関係をも追及し得るものと考えられる。なお石器では接合関係の把握と同時に剥離面及び分割面の切り合い関係から個体の分離順序を把握

するのが通常であるが、土器においては単に実測図を取る為に接合作業を行ってきた感が否めない。土器においても接合面が2面以上「T」 字状に切り合う

状況等では分離順序の把握が可能な場合があり、今後は分離順序の把握扱び遺構間土層対比が重要となるものと考えられる。

[主要引用 0参考文調

安蒜政雄 1978「先土器時代の研究」『日本考古学を学ぶ』131
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土井義夫 1985 跡電紋時代集落論の原則的問題 一集落遺跡の二つのあり方をめぐって一」『東京考古』3
直井雅尚 1989「第3節 まとめ」『高松遺跡』松本市教育委員会
保坂康夫 1993「礫群構成礫の割れ (破断)に関する実験的研究」『考古論集 一潮見 浩先生退官記念論集一』
野口 淳 1995「武蔵野台地Ⅳ下・V上層段階の遺跡群 一石器製作の工程配置と連鎖の体系一」『旧石器考古学』51
水野正好 1969 障電文時代集落研究への基礎的操作」『古代文化』第21巻第 3・4号
三井義勝 1999「 l-21出土遺物の解釈以前 【認識】」『長野遺跡』愛知川町教育委員会
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凡例

①平瀬遺跡Ⅱより出土した石器及び自然礫はⅡ ABと ⅡCと して二群に分け、それぞれD(個体識別番号)を与えて管理している。
②本項では例言において示された遺構略号の他に便宜上、住居址 :SB、 溝址 :SD等の遺構略号が混在する。

③本項の層序及び層準は、第17～ 22図での呼称と異なるものがある。対応関係については第17表中の層序遺構編を参照して頂きたい。

④グリッドの座標はNSOEWOを基準″点とし、北東交点で呼称している。すべてm単位でNSが南北方向、EWが東西方向を表す。
⑤住居址等の遺構が帰属すると考えられる土器型式期については、第3章第3節第1項の成果を引用している。

⑥第10～ 15表においては自然礫のみが出土した遺構単位石器群については除外し、石器の出土した遺構単位石器群のみ提示してある。

⑦第48～ 54図において用いた記号は以下の通りである。なお三次元座標が不明な単独資料は割愛した。第48図では対象区内において

確認した遺構間接合・同一母岩関係を示すため、住居址と認定するには不安の残るものについても提示してある。第の～54図遺物出土

状況図は対象区内に位置し、接合・同一母岩資料が確認された住居址、それらと切り合い関係を持つ住居址、もしくは竃が検出された住

居址を対象とした。

接合関係 同一母岩関係 遺構間接合関係 三次元座標不明 遺構間同一母岩関係 三次元座標不明

接合資料

三次元座標不明

同一母岩資料

三次元座標不明

単独資料

三次元座標不明

③第55～62図において用いた記号は以下の通りである。接合資料については全点提示し得たが同一母岩資料のみより構成される母岩別

資料及び単独資料については諸般の制約からほとんど提示し得なかった。なお原則として実測図の2/3で模式図を付してある。

ご ポジテイブ面打点

σ ポジテイブ面推定打点

⑨第17表においては石器及び自然礫が全く出土しなかった対象区内の住居址も提示した。また、第 55・ 57・ 58075号住居址については割

愛した。なお石器含有率及び接合率はそれぞれ、石器含有率:石器小計/総計、接合率接合資料点数/石器小計として算出した。

⑩第63図においては遺構内において完結する接合関係及び同丁母岩関係は割愛した。第 55・ 57058号住居址についても割愛した。

⑪第 18019表において用いた略号及び属性の詳細は以下の通りである。

lD 平瀬遺跡Ⅱより出土した石器のすべてに対して与えた個体識別番号である。Ⅱ AB石器群についてはDの前に「Ⅱ AB」 を付した。
出土遺構1 その石器の出土した遺構である。
出土遺構2 原則として、その石器の出土遺構内における出土位置もしくは取り上げ番号を示す。
層序 対象区内の住居址より出土した個体については断面図に投影し帰属層準を推定した。第3章第2節遺構編との対応関係について
は第17表中の層序遺構編を参照して頂きたい。

XYZ 三次元座標記録の成された個体については○を、三次元座標記録の不明な個体については×を記した。
器種 第8表の通りである。
最大長・最大幅・最大厚 原則として最大長>最大幅>最大厚となるように方眼紙上に据え、それぞれ最大部をmm単位で小数点以
下第1位まで計測した。しかし礫面、形状等から母岩形状を推定し得た個体についてはその限りではない。

重量 31lg未満の個体についてはg単位で小数点以下第1位まで計測し、31lg以上2500g未満の個体については2g単位、2500g以上

5000g未満の個体については5g単位、5000g以上の個体については500g単位で重量の計測を行った。なお 0。lgに満たない個体につ

いてはすべて 0。lgと表記した。

礫形状 母岩形状を推定し得た個体については大まかな礫形状を記した。
分割面 剥落面を除く、剥離面及び分割面の面数を記した。
残存率 母岩形状を推定し得た個体についてはその大まかな残存率を記した。
礫面 礫面の残存率を大まかに記した。
石材 第9表の通りである。
母岩 同一母岩資料については母岩番号を記した (第 16表参照)。 単独資料については単独と記した。
接合 接合資料については接合番号 (R― )を記した (第 16表参照)。
図面 実測図を掲載し得た個体については○を、掲載し得なかった個体については一を記した。

石器

自然礫接合資料 同一母岩資料 単独資料

平面 〔〕塞髪 ∈∋母岩暮写 ID

断面 1 驚熙 1 驚堡 1帰属蒼躍

編 最前 一

[_縞
瓢 値

変色 (黒化 ) やや変色 (赤化 )著しい変色 (極黒化 )

器種名 器種略号 仮設定義

石核 C 剥離技術の痕跡としての剥離痕が認められる個体

剥片 F 剥離技術の痕跡としての剥離面が認められる個体
二次加工のある剥片 RF 二次加工が認められる剥片

微細剥離痕のある剥片 MF 連続する微細剥離痕が認められる予l片

自然礫 P 剥離・分割・剥落・研磨0敲打・折れのいずれの痕跡も認められない個体

礫片 PT 自然為によると考えられる剥落が認められる個体

礫片 I類 PT I 分害Jもしくは折れの痕跡が認められる個体
礫片Ⅱ類 PT Ⅱ 被熱によると考えられる剥落の痕跡が認められる個体
礫片複合 PTC PTIとPT Ⅱが複合して認められる個体
礫石器 I類 PI 凸面に敲打痕が認められるか、もしくは敲打により凸面の形成された個体

礫石器Ⅱ類 PⅡ 凸面に研磨痕が認められるか、もしくは研磨により凸面の形成された個体

礫石器Ⅲ類 PⅢ 凹面に敲打痕が認められるか、もしくは敲打により凹面の形成された個体

礫石器複合 PC 研磨痕・敲打痕・剥離痕が複合して認められる個体

砥石状石器 Ws 平坦面に研磨痕が認められるか、もしくは研磨により平坦面の形成された個体

錘状石器Ⅱ類 KW 製作・使用痕跡は認め得ないが出土状況等から石器としたもの(こもで石)

硯形石器 Su 所謂硯

第 8表 器種一覧

石材名 石材略号

黒耀岩 Ob

流紋岩 Rh

安山岩 An

閃緑岩 Di

石英斑岩 QPo
花商岩 Gr

硬砂岩 HSa
砂岩 Sa

頁岩 Sh

珪質凝灰岩 STu
凝灰岩 Tu

粘板岩 Sl

チャート Ch

ホフレンフエフレス Ho

珪岩 Qu

第 9表 石材一覧
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出土遺構 1 F MF PT PT I PTC PⅡ Ws KW Su 計

第05号住居址

第06号住居址 1

第07号住居址

第08号住居址

第09号住居址

第10号住居址 1

第11号住居址 1

第13号住居址

第15号住居址

第 19号住居址

第 20号住居址

第23号住居址

第25号住居址

第26号住居址

第30号住居址

第35号住居址

第36号住居址 1

第37号住居址

第40号住居址

第54号土坑 1

第 70号 ビット

A区検出面
計

出土遺構 1 Ob An Gr HSa Sa Sh Tu Ch 計

第05号住居址

第06号住居址 1

第07号住居址

第08号住居址

第 09号住居址

第10号住居址

第11号住居址 1

第13号住居址

第15号住居址

第19号住居址

第20号住居址

第23号住居址

第 25号住居址

第26号住居址 1

第30号住居址

第35号住居址

第36号住居址

第37号住居址

第40号住居址 1

第54号土坑

第70号ビット

A区検出面 1

計 36 80

第 11表 平瀬遺跡 I AB遺構単位石材組成

出土遺構 1 C F RF MF PⅡ PⅢ PC PT PT I PT Ⅱ PTC Ws 計

第44号住居址 1

第45号住居址

第47号住居址 1

第49号住居址

第 51号住居址

第52号住居址 49

第54号住居址

第55号住居址

第56号住居址 1

第57号住居址

第60号住居址

第61号住居址

第63号住居址

第 64号住居址

第 65号住居址

第67号住居址

第69号住居址

第73号住居址

第76号住居址 1

第78号住居址

第79号住居址

第80号住居址

第 255号ビット

第1号礫集中

第12号溝 28

第2号流路

グリッド

検出面

排土

計 44 66 267

第 12表 平瀬遺跡 IC遺構単位器種組成

第 10表 平瀬遺跡 I AB遺構単位器種組成

出土遺構 1 Ob Rh An Di QPC Gr HSa Sa Sh STu Tu Ch Ho Qu 計
第44号住居址

第45号住居址

第47号住居址

第49号住居址

第51号住居址

第52号住居址 49

第54号住居址

第55号住居址

第56号住居址

第57号住居址

第60号住居址

第61号住居址

第63号住居址

第64号住居址

第65号住居址 1

第67号住居址

第69号住居址

第73号住居址

第76号住居址

第78号住居址 1

第79号住居址 1 1

第80号住居址 1

第 255号ビット

第1号礫集中

第12号溝 46

第2号流路

グリッド

検出面

排土

計 20 199 267

第 13表 平瀬遺跡 IC遺構単位石材組成

石材 F MF PⅡ PT PT I PTC Ws KW Su 計
Ob

An 1

Gr

HSa 36

Sa 1

Sh

Tu

Ch 1

計 80

石材 C RF NIF PⅡ PⅢ PC PT PT I PT Ⅱ PTC Ws 計 接合個体数 接合率
Ob 0.0%

Rh 28,6%

An 0.0%

Di 0,0%

QPO 40.0%

Gr 20 30.0%

HSa 1 49 47 199 64 32.2%

Sa 20。0%
0.0%

STu 0。0%
Tu 0.0%

1 0.0%

Ch 33。3%
Ho 0。0%

Qu 0.0%

計 44 66 267 78 29。2%

第 15表 平瀬遺跡 IC石材単位器種組成

第 14表 平瀬遺跡 I AB石材単位器種組成
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遺構名 段階 層序 層序 接合資料 同一母岩・iS料 XYZ不 明
点数

石器
自然礫 総計 酬辞

接合率
(土器型式期不明) 本項 遺構編 点数 点数 点数

第 51号住居址
14期

住居址覆土

100.0%

ピット1覆土
計

第 52号住居址
15期

住居址覆土 27(HSa06 R08),46・ 47(Sa01 Rll),49・ 51(HSa01 R01),

54・ 59(HSa08 R12),61・ 63(HSa10 R14)

47.4%

40。 50・ 53(HSa01 R01),42・ 43(Rh01 R09),45・ 52(Gr02 R10),

62(Gr03 R15)

52.6%

ビット13覆土 64(HSall R16)

ピット覆土

籠崩落土

竃構築土 0

24(HSa05 R07)

ビット6覆土
籠構築土 14・ 17(HSa02 R02),16・ 18(HSa04 R04),19(QPo01 R05),

21・ 22(Gr01 R06),36(HSa06 R08)

33(HSa07) 55.6%

計 55。 1%

第 54号住居址
15期

住居址覆土 28.6%

計 28.6%

第 56号住居址
15期

住居址覆土 78(HSa07)

計

第 60号住居址
15期

住居址覆土 92・ 93(Ch01 R20) 100.0%

91(HSa16 R19),94(HSa15 R18) 33.3%

ビット5覆土 95(HSa17)

竃覆土

竃構築土 87・ 89(HSa15 R18)

計 66.7%

第 61号住居址
9期

住居址覆土

計 7。7%
第 63号住居址
15期

住居址覆土 103(Gr01) 0,0%

ピット22覆土 104(HSa19) 100.0%

鼈覆土

竃構築土

計

(第 64号住居址) 住居址覆土 100.0%

計 100.0%

(第 65号住居址)
14期以前

住居址覆土

ピット2覆土
計 100.0%

(第 66号住居址 ) 住居址覆土

計

第 67号住居址
13～ 14期

住居址覆土 112(HSa20 R21)

109(HSa20 R21) 14.3% 100.0%

ビ ッ ト3覆土 66,7%

計 22.2%

(第 68号住居址) 住居址覆土
ピッ ト4覆土

計

第 69号住居址
11～ 15期

住居址覆土 116。 120(HSa21 R22) 33.3%

ピット1・ 3覆土

竃覆土 0

鼈構築土 56・ 57・ 58。 122・ 123・ 124(HSa09 R13) 100,0%

計 57.1%

第 73号住居址
11～ 12期

住居址覆土

竃構築土 128(HSa05 R07)

計 0

(第 74号住居址) 住居址覆土
計 0.0%

第 76号住居址
14期

住居址覆土 133・ 134(HSa22 R23)

ピット2覆土

寵覆土 0.0%

20.0%

寵構築土

計

(第 77号住居址 ) 住居址覆土
計

第 78号住居址
15期

住居址覆土

計 0 50.0% 0.0%

第 79号住居址
15期

住居址覆土 0

147(HSa01 R01) 152(HSa17)

151(HSa25 R26),153(HSa26 R27),156(HSa28 R29) 55,6%

籠覆土 149。 150(HSa24 R25),157(HSa27 R28),160(HSa25 R26),

165(HSa26 R27),169(HSa29 R30),171(HSa03 R03)

竃構築土 166(HSa27 R28),168(HSa23 R24),170(HSa29 R30) 159(HSa16) 54.5% 50.0%

計 646%

第 80号住居址
14期

住居址覆土

100.0%

154(HSa27 R28) 177(HSa18) 50.0%| 33.3%

ピット2覆土

竃覆土 180(Gr04) 33.3%|

計 43.8%|

第 17表 平瀬遺跡 IC遺構 0土層単位集計
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第 18表 平瀬遺跡 IC出土石器属性一覧
出土遺構 2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

第 44号住居址

第 45号住居址

第 45号住居址

第 47号住居址
第 47号住居址

第 47号住居址

第 49号住居址

第 49号住居址
第 51号住居址
第 51号住居址
第 52号住居址
第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址

第 55号住居址
第 52号住居址
第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址
第 52号住居址
第 52号住居址
第 52号住居址
第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址
第 52号住居址
第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址

第 52号住居址
第 52号住居址
第 52号住居址
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第19表 平瀬遺跡 I AB実測図掲載個体属性一覧
ID 出土遺構 1 出土遺構 2 器種 最大長 最大幅 最大厚 重量 礫形状 分割面 残存率 礫面 石材 母岩 備考 図面
Ⅱ AB79
Ⅱ AB80

第 11号住居址
第 54号土坑

No。 3

No.1

PⅡ

Su
37。 6

41.5

10。4
10。3

17.4

49。 2
不明

不明

0

0

1/1

1/8 賜％

Ｓａ

Ｓ‐

単独

単独

海星形石製品

博仏押型転用硯形石器

○

○
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第 4章 自然遺物分析
第 1節 出土炭化材・炭化物
今回の調査では、A、 C地区の住居址内を中心に多くの炭化物・炭化材がみられた。それらのうち遺存状況の比較的

良好なものについて可能な限り分析し、樹種の判別を試みた。分析は森 義直氏による。

第 19表 平瀬遺跡出土炭化材・炭化物一覧表
::1:li:,I

一種 1備 1 ::::難 :

平瀬 Ⅱ A 5住 980709 ヒノキ・エレ

平瀬 Ⅱ A 6住 SW 980723 クルミ材

平瀬 Ⅱ A 11住 980724 ヤナギ

4 平瀬 Ⅱ A 11住 980724 スギ

平瀬 Ⅱ A 11住 980724 スギ

平瀬 Ⅱ A 11住 980724 スギ

平瀬 Ⅱ A 11住 カマド 980723 ヒノキ・クヌギ

平瀬 Ⅱ A 11住 NE 980717 スギ・クリレミ

平瀬 Ⅱ A 11住 NE 980721 スギ・コナラ・クルミ

平瀬 Ⅱ A 11住 NE 980721 アカマツ

平瀬 Ⅱ A 11住 NE 980722 ヒノキ

平瀬 Ⅱ A 11住 SE 980717 クルミ・スギ・ケヤキ

平瀬 Ⅱ A 11住 SW 980717 ヤナギ・クルミ

14 平瀬 Ⅱ A 11住 NW 980717 ヤナギ・クリ

平瀬 Ⅱ A 11住 ベルトN 980722 ヤナギ・クリ・クルミ・モモ

平瀬 Ⅱ A 11住 ベリレトE 980722 ヤナギ、クルミ、クヌギ

平瀬 Ⅱ A 30住 N 980721 スギ

平瀬 Ⅱ A 30准主 980722 ヨナラ

平瀬 Ⅱ A 30住 980721 クヌギ・モミ

20 平瀬 Ⅱ A 土集 3増内 980717 特になし

21 平瀬 Ⅱ C 44住 SW 981002 落 コナラ

22 平瀬 Ⅱ C 47住 NE 981002 落 エレ

23 平瀬 Ⅱ C 51住 No 8 981027 落 コナラと樹皮

24 平瀬 Ⅱ C 51住 No。 9 981027 コナラ片

25 平瀬 Ⅱ C 51住 No。 10 981027 針葉樹炭片

26 平瀬 Ⅱ C 51住 981105 落 コナラ

27 平瀬 Ⅱ C ,52住 Na 20 981218 記載なし

28 平瀬 Ⅱ C 52住 Na 20 981218 スギ

29 平瀬 Ⅱ C 52住 No。 20 981218 針葉樹(スギ)と コナラ

30 平瀬 Ⅱ C 52住 No.45 981219 コナラ

平瀬 Ⅱ C 52住 恥.45-2 981219 落 クリ材建築部材か

32 平瀬 Ⅱ C 524主 SE覆土 981217 シカの足骨の骨片

平瀬 Ⅱ C 52住 SW覆土 981217 ヒノキ

34 平瀬 Ⅱ C 52住 981028 コナラ片

35 平瀬 Ⅱ C 52住 981028 針葉樹その他

36 平瀬 Ⅱ C 52住 981028 針葉樹スギ材

37 平瀬 Ⅱ C 52住 981028 コナラ片

38 平瀬 Ⅱ C 554主 鴻。13 981107

「

サンドバイプ虫穴に鉄分が入つたもの

39 平瀬 Ⅱ C 554主 No 14 981107 炭の微小片

40 平瀬 Ⅱ C 62住 981009 コナラ片 ?

41 平瀬 Ⅱ C 63准主 P7No。 1 981118 全コナラ

42 平瀬 Ⅱ C 634主 P9詢し1 981120
白色の物質(石英粒、長石粒)黒色の物質は何か不明気泡多しこの両者が混ざつ

ている所あり従つて同時に(何等かの目的)で (何かを作る)為に使つた一部と推

定される

43 平瀬 Ⅱ C 634主 981111 コナラ

44 平瀬 Ⅱ C 67住 No.22 コナラ

45 平瀬 Ⅱ C 674主 No.31 コナラ

46 平瀬 Ⅱ C 674主 R}35 981217 ク リ

47 平瀬 Ⅱ C 67准主 No 38 981217 コナラ

48 平瀬 Ⅱ C 674主 No.39 981217 コナラ

49 平瀬 Ⅱ C 674主 ベルト 981215 コナラ

50 平瀬 Ⅱ C 79准主 No。 2 981218 灰化、針葉樹片(多)コ ナラ片(少 )

平瀬 Ⅱ C 794主 Na 5 981218 針葉樹片 ヨナラ片

平瀬 Ⅱ C 794主 Na 8 981218 スギ小片

平瀬 Ⅱ C 794主 No 10 981218 スギ片等不明な針葉樹

54 平瀬 Ⅱ C 79住 No.35 981219 スギ

平瀬 Ⅱ C 79住 No.38 981219 針葉樹片 ヒノキ ?
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I彗蒻 難響難 彗籾鰈紺翻珊愧珊轟
平瀬 Ⅱ C 79准主 Na 39 981219 針葉樹片 コナラ片
平瀬 Ⅱ C 794主 R}39 981219 スギ No。 39の追加
平瀬 Ⅱ C 79住 m)53 981219 スギ

平瀬 Ⅱ C 794主 m)53 981219 (構築材 ?)ヨ ナラ
60 平瀬 Ⅱ C 794主 聰 54 981219 コナラ

61 平瀬 Ⅱ C 79准主 阻 54 981219 灰化ひどい コナラ?+α
62 平瀬 Ⅱ C 794主 No.54 981219 ヨナラ

63 平瀬 Ⅱ C 794主 m54 981219 スギ

64 平瀬 Ⅱ C 794主 m54 981221 灰化ひどい スギ ?ク リ?の小片
65 平瀬 Ⅱ C 794主 SE覆土 981217 スギ

66 平瀬 Ⅱ C 804主 Pl m l 981222 ヤマザクラ

67 平瀬 Ⅱ C P262 No。 1 990118 特になし           1壇寧[鱗筵電警惣ダ量:れ
洗って調べたが

68 平瀬 Ⅱ C P263 R>1 980118 コナラ

69 平瀬 Ⅱ C N18EWO 981125 モ ミ

70 平瀬 Ⅱ C N45W24 990112 コナラの半炭化材
平瀬 Ⅱ C N48W33 鶴 。 1 990118 灰化ひどい落葉樹(ヨナラ?)

72 平瀬 Ⅱ C N51W30 k〉 1 990118 針葉樹の樹皮
平瀬 Ⅱ C N51W30 No。 2 990118 灰中に澱粉質の破片あり

第 10表 平瀬遺跡樹種一覧

クリレミ 8。 2% 20。 0% 0.0%
ヤナギ 5。 9% 14。 3% 0。 0%
クヌギ 3.5% 8.6% 0。 0%
ヨナラ 27 31.8% 5。 7% 50。 0%
ク リ 5。 9% 5。 7% 6.0%
エ レ 2.4% 2.9% 2.0%
ケヤキ 1.2% 2.9% 0.0%
ヤマザクラ 1.2% 0.0% 2.0%
落葉樹計 30 60。 0% 60。 0% 60.0%

黎 閻
スギ         | 22.4% 22.9% 22.0%

3.5% 5。 7% 2.0%
ヒノキ     | 5。 9% 8.6% 4。 0%
アカマツ       | 1.2% 2.9% 0。 0%
不 明 7.1% 0。 0% 12.0%
針葉樹計 14 34 40.0% 40.0% 40。 0%

総 計 85
41% 59%
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第 2節 出土炭化材放射性炭素年代測定結果
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

平瀬遺跡は、平安時代の 9世紀末から中世の 13世紀にかけての集落跡とされる。同時代の竪穴住居址 81棟、掘立

柱建物址 2棟をはじめとして主坑、ビットなどが多数検出されている。また、土器、陶磁器、石器、石製品、土製品、

銭貨、瓦片、鉄滓などの遺物が出土している。特に古瓦、緑釉陶器、仏教に関連すると考えられる遺物の出土から、本

遺跡は寺院関連の遺跡である可能性が示唆されている。文献資料では平安時代末に存在した法住寺跡の推定地のひと

つとされる。

今回の自然化学分析では、竪穴住居址の年代に関する資料を得るために竪穴住居址から検出された炭化材の放射性

炭素年代測定を行う。また、材の用材選択を検討するために樹種同定を行う。

1。 試料

試料は11号住居址から検出されたヽ 1とヽ 2の 2点を放射性炭素年代測定および樹種同定に選択する。本試料は覆

土中層から散発的に出土した土器、鉄器、炭化物の中の試料である。出土遺物の時期は10世紀と考えられ、住居の廃

絶も同時期と考えられている。

2。 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定研究室の協力を得た。なお、年代値の算出には放射性炭素の半減期として

LIBBYの半減期 5,570年を使用した。また、各試料とも同位体効果の補正を行った。

(2)樹種同定

木口(横断面)・ 柾目(放射断面)・ 板目(接線断面)の 3断面を作成し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用
いて木材

組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3。 結果

(1)放射性炭素年代測定

結果を第21表に示す。得られた放射性炭素年代値は、A.D.1950か らの年数でみればヽ 1が 4世紀、m2が 8世紀頃

になる。

(2)樹種同定

樹種同定結果を第21表に示す。炭化材は、針葉樹 1種類(モ ミ属)、 広葉樹 1種類(アサダ)に同定された。各種類の特

徴を以下に記す。

第 21表 放射性炭素年代測定および樹種同定結果

試料名 試料 樹種 年代値 誤差(土 ) δ13C 測定番号

11号住居址ヽ 1 炭化材 モミ属 1,580 50 -29.1 Gak‐20428

11号住居址m2 炭化材 アサダ 1,180 40 -28。 1 Gak-20429

(1)年代値 :1950年を基点とした値。同位体補正を行った値。

(2)誤差 :標準偏差(ONE SIGMA)に 相当する年代。

(3)δ 13C:試料炭素の 13C/12C原子比を質量分析器で測定し、標準にPDBを用いて算出した。

・モミ属(Abies)マ ツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部は不明瞭。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は

粗く、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で、 1分野に 1～ 4個。放射組織は単列。 1～ 20細胞高。

・アサダ(OStrya japonica Sarg。 )カ バノキ科アサダ属

散子L材で、管孔は単独または放射方向に 2～ 4個が複合して配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性～異性 III型、 1～ 3細胞幅、 1～ 30細胞高。

4。 考察

(1)遺構の年代

今回の試料の検出が検出されたのは覆土中層からで、その共伴遺物が概ね10世紀代と考えられている。一方、今回

得られた年代値は、共伴遺物から推定された年代よりヽ 1が 600年およびヽ 2が約200年古い。

このことには、放射性炭素年代と暦年代の「ずれ」も考慮する必要がある。放射性炭素年代と樹木の年輪などにより

確かめられた暦年代との間には過去における大気中の14C濃度変化などに起因する「ずれ」があることが知られており、
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その「ずれ」は年代により数十年から数百年になることもある。最近では放射性炭素年代から暦年代に補正することも

行われており、補正方法は欧米のデータに基づいて数種類ある。ただし、現時点では補正するためのデータも少なく、

また、放射性炭素年代と暦年代が必ずしも1対 1で対応するわけではなく年代によっては数100年以上の範囲にわた

る複数の暦年代に対応する場合もある。また、今回の試料である炭化材の放射性炭素年代値は、試料となった木材の

組織が形成された年代であり、木材が切り倒された年代や炭化、埋積した年代ではない。したがって、木材が大木の

場合、その放射性炭素年代値は伐採年代よりも古い年代を示すことがある。さらに、今回の試料は覆土中層から検出

されたもので必ずしも住居構築財ではなく、遺構周囲に存在した古い年代の材が埋積した可能性もある。

以上のことから、今回の結果は推定されている住居の年代を概ね支持するものといえるが、遺構の埋積状況および

平安時代以前の本遺構周囲の状況も考慮した上で再検討したい。

(2)炭化材の樹種
11号住居址における炭化材の検出状況は住居の南壁近くから、ヽ 1とヽ 2が縦方向に連続するように出土している。

樹種同定の結果では、ヽ 1がモミ属、m2がアサダであった。このことから、 2点が異なる部材に由来することは明
らかである。これらの炭化材は、壁側から住居中央部に向って倒れたような形状を呈することから垂木などの構築材

に由来している可能性もあるが、住居址全体における炭化材の検出状況を考慮すると構築材であるとは断定できない。

松本市内では、北方遺跡・南中遺跡で平安時代の住居構築材について樹種同定が行われている(神沢、1985)。 その結

果では、アカマツ(マ ツ属複維管束亜種)や ヒノキ等の針葉樹材、アキニレ(エ レ属)、 キハダ、クリ、ミズナラ(コナラ節)

等の広葉樹材が確認されている。この結果は、今回の調査で針葉樹材と広葉樹材が混在して出土している結果とも調

和的である。

このような住居構築材は、関東地方における調査から、遺跡周辺の植生を反映することが指摘されている(高橋・高

木、1994)。 本遺跡や北方遺跡・南中遺跡の結果から、周辺にはモミ属等の針葉樹材、アサダ、クリ、コナラ節等の落

葉広葉樹材が生育していたと考えられる。

引用文献

神沢昌二郎 (1985)出土炭化物および木材について.松本市文化財調査報告ヽ 36「松本市島内遺跡群 Jヒ方遺跡・南中遺跡
一緊急発掘調査報告書―」,p.39,長野県中信土地改良事務所・松本市教育委員会.

高橋 敦・植木真吾 (1994)樹種同定からみた住居構築材の用材選択。PALYNO,2,p。 5-18,パ リノ 0サーヴェイ株式会社

図版 1 炭化材

■■■■■200 μ rn:a
■■■■■■■■200 μ rn:b,c

1.モ ミ属(11号住居址 ヽ 1)、

a:木日、 b:柾 日、 c:板目

2。 アサダ(11号住居址 m2)
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第 5章 調査のまとめ

平瀬遺跡の調査は今回で2回 日である。以前からこの付近で平安時代の遺物が出土することは知られており、また

文献上からも法住寺、平瀬城がこの周辺に存在していたことが知られている。平成 8、 9年度におこなわれた、平瀬

緑地造成に先立つ第 1次調査では、鋼製三尊仏像、銅椀等といった仏教関連遺物が出土し、法住寺についてはその存

在を示唆する資料を得ている。しかし寺院に直接関連した遺構は確認されなかった。今回の調査において検出できる

のではないかということで、その確認を期待していた。

今回の調査においても、基壇等の寺院に直接関連する遺構の検出はされなかった。しかし、①平安時代から鎌倉

時代にかけての集落の確認、②三尊仏像の彫刻された石製硯の出土、③古墳時代遺構(住居址・土器集中域等)の確認

等という多大な成果を得ることができた。ここでは、これらの点を中心に簡単に考察してみたい。

①について、古くよりこの周辺は青磁、白磁といった輸入陶磁器片が出土しているところで、法住寺の位置は今回

調査地の範囲内に収まるであろうと思われていた。そのため当初は寺院関連遺構の検出を期待していたが、確認され

た遺構は竪穴住居址を中心とするものであった。調査区南部を中心に76軒を確認している。これらは、古墳時代中

期に属する1軒を除き、古代から中世にかけての集落を構成していたものとみられ、大きくは平安時代前期の9～ 10

世紀に属するもの、平安時代末の11～ 12世紀に属するもの、鎌倉時代の13～ 14世紀に属するものと大別できるが、

大半は11～ 13世紀、すなわち平安時代後期から鎌倉時代に属するとみられている。これは法住寺が文献上で確認さ

れている養和 2年 (1182)前 後を含む時期であるといえる。つまりこの集落は法住寺と同時に存在したものと考えるの

が妥当であるといえる。このことから法住寺は、今回の調査区域内には存在せず、別_の場所にあったという結論が導

き出される。ただ、②がいわゆる埠仏の型だとすれば、それは直接寺院の装飾にかかわるものであり、そうした遺物

が出土しているという点、破片ではあるが多くの布目瓦が出土しているという点、それに第 2章第 3節で述べた第 1

次調査結果を合わせて考えると、法住寺が建っていた場所は今回、前回調査地からそう遠い場所ではないように思わ

れる。とすれば今回確認された集落跡は、法住寺の周囲に展開していたものとみてよい。では法住寺の位置はどこで

あろうか、もちろん規模が不明であるため、その収まる範囲も不明であるが、地名・伝承等から想定してみると、i調

査区の北東側隣接地、ここには、近年新しい道路の付け替えなどにより失われてしまったが経塚と思しき塚があった

といわれ、その周辺から多くの土器(輸入陶磁器を含む)が出土したといわれ、また寺畑等の小字が散在している。五今

回調査区及び川合鶴宮神社の南側隣接地、ここには「寺村」地籍が凡そ東西 140m×南北 190mの範囲で広がってお

り、近代までその地名を残している(大日本帝国陸地測量部大正 2年発行125000地形図「豊科」)。 と大きくはこの 2ケ

所が考えられる。無論これらの範囲は未調査であり、結論については今後この周辺での調査結果を待つことになる。

平瀬城について、その存在の最後の時期については第 2章第 2節で述べたとおり文献に残っており、平瀬氏滅亡後、

武田氏が平瀬城を安曇郡攻略の前線基地として使用していたことが知られる。しかしその位置についても、前回、今

回ともに明らかにすることはできなかった。確認できた中世の遺構は、今回の調査ではA地区南部で検出した 2軒の

住居址と、B地区の 2軒の住居址他、前回は1次 A、 Bの各 1軒他である。いずれも遺物は少ないが、13～ 14世紀

に帰属するとみられる青磁片、土師器皿、陶器片等が出土していることから、それらの遺構は鎌倉時代に属すると考

える。文献に表われる平瀬城、すなわち武田氏が統治していた16世紀中頃～後半の時期(室町時代最末)の遺構は確

認できていない。またその時期に該当する遺物も非常に少ない。通常戦国期の城(砦的なものを除く)は、平時の政庁

施設及び居住空間である館と、合戦等有事の際に立て篭もる山城(詰めの城)で構成されている。平瀬城の場合、山城

は平瀬川束の平瀬城(北の城、南の城)と されているが、館については正確な位置は不明である。前述の通り川合鶴宮

神社境内が比定されているが、現在まで発掘調査は行われていないため不明である。本調査に先立って実施(平成 10

年6月 25日 )さ れた神社の南東隣接地である平瀬川西町会公民館建設に伴う試掘調査においても何らの遺構、遺物を

確認していない。ただ神社東側の土手下において、宅地造成基礎の掘り方内から、南北方向を指向し、西側の土手に

並行した幅2mほ どの溝の存在が確認されている。これが館を囲続する堀のうち東側の一部分である可能性がある

が、それについても調査を実施したわけではないので、ここで断言することはできない。いずれにせよ、今回の調査

範囲は平瀬館跡部分には該当せず、その関連遺構を検出することはできなかった。

③について、現在まで、島内地区では古墳時代の遺構(古墳を除く)は見つかっていない。古墳は、坂下(泣坂)古墳

群・下平瀬権現堂古墳が平瀬川東地区に、高松立石古墳が高松地区にそれぞれ存在している。高松立石古墳は、遺物

から7世紀の古墳とみられている。坂下(泣坂)古墳群は、平成 2年に周辺調査が実施されているが、遺構・遺物を得

るに至っていない。この古墳の被葬者の集落を平瀬にもとめる見方もあるが、墳丘自体の調査が行われていないため
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